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トゥル ニ エ 『気 象 」 に お け る異 形1)

逸脱する存在をめぐつて

岩 松 正 洋

ミシェル ・トゥルニエは,第3長 篇 『気象」(1975年)に,共 同体の秩序か

らのさまざまなかたちでの逸脱を体現する人物を多数登場させている。あるも

のはユダヤ人であるらしいということで,あ るものは性的に倒錯 していること

で,ま たあるものは下層階級に属 していることで,さ らにあるものは精神を病

んでいることで,社 会か ら排除される運命にある。 もちろん,こ ういつた人物

の多用は 『気象』にかぎつたことではな く,ト ゥルニエのほとんどの作品につ

うじる特徴ではある。 しか し 『気象』のばあい,そ れが登場人物のみならずさ

まざまな事象にまでおよんでいる点が,ひ ときわ注意を喚起する。 ゴミや汚

物,忌 避の対象となるある種の動物などがそうであり,こ のことが,さ なが ら

逸脱 し排除されるもの(者,物)に ついてのスキャンダラスな百科全書とで も

いうべ き様相を 『気象』に帯びさせていることを否定はできないだろう。総 じ

て 「異物嘔吐型」社会である西欧近代社会2)によつてこれらのものは共同体の

外部へ と駆逐されてきたのだが,そ の排除のなかには,こ の世ならぬものへの

おそれという原始的心性が核として存在 している。 こういつたこの世ならぬも

の=怪 物や超常現象3)を特徴づけるのは 「異形」という側面であろう。倒錯者や

異端者への忌避は,異形や異能へのおそれの文化的な変形にすぎないのである。

その観点か ら 『気象」を読むにあたつて,主 人公のひとりポールがみずから

の内なる異形と遭遇する原体験が描かれている箇所が存在する,と いう指摘を

しておこう。ひとつは,聖 ブリジット学園の心身障害児たちとの交流という,

幼年期の記憶に横たわる体験である。 こちらでは,内 なる異形 との遭遇は共感

というかたちでゆるやかにおこなわれ,原 体験 というより原風景 というべきも

のとなつている。 もうひとつはポールが 「縁 日の洗礼」 と呼ぶ劇的な体験であ

る。 ここで彼は,じ ぶんたちが神話的双生児という異形であるということをそ

れまでになくつよく自覚 して,強 烈なショックをうけるのだ。

『気象』では双生児そのものが 「この世ならぬものたち」 として語 られてい
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る。そのイメージは過剰なまでの,一 見 したところ矛盾すれすれの多様性を

もつて作品の各所にさまざまな表象 として噴出している。それ らの表象に通底

するこの世ならぬものたちとしての双生児とはなにか。「気象」の主人公であ

る双生児を,神 話的な 「この世ならぬもの」ははたしてどのように囲続 してい

るのだろうか。そしてそれらの表象 は,幻 想文学4)における異形の流れのなか

で,ど ういうふうに位置づけられるのだろうか。

I心 身障害児たちの異形と異能

1.排 除された愚昧と狂気

『気象」の主人公はブルターニュに住むジャンとポールのシュラン兄弟であ

る。小説冒頭の1937年 に7歳 になるこの双生児は非常識なまでに酷似 してお

り,父 エドゥアールにすら区別がつかない。彼 らはふたつの身体にひとつの人

格をもつ神話的双生児であり,ふ たりで閉じた回路をつ くつて外部を遮断 し,

不毛で幸福な全人格的自足状態にある。 ジャンとポールの兄弟というより一体

に 「ふたこのジャン=ポ ール」 としてあつかわれているのだ。シュラン家の住

居はラ ・カッシーヌと呼ばれる。 となりには聖ブ リジット学園という心身障害

児の養護施設 とエ ドゥアールの所有になる織物工場 とがおなじ敷地をわかち

あつており,レ ・ピエール ・ソナントと称するそのあたり一帯の三位一体をな

している。聖ブリジット学園にたいしては,小 説の第3章 「無垢なるものたち

の丘」の全体がさかれ,そ こで語 られていることが,第2次 世界大戦をへて

1961年 のベルリンの壁建設にいたるこの作品の原風景 として機能 しているよ

うである。

この学園は,同 心円にも似た,だ んだん範囲をせばめていく4つ の部分か ら

成立 していて,中 心にむかうほど子 どもの障害の度合いが大 きくなる。養護施

設への,や や残酷な等級制度のこの導入はなにを語 つているのだろうか。即座

に想起されるのは,ダ ンテの 『神曲』地獄篇の舞台となる,同 心円状に層をな

す地獄である5)。そこでは,下 層へおりてゆけばゆ くほど死者たちの罪 は重

く,罰 もきびしくおそろしいものとなる。するとここでは,学 園の子どもたち

が共同体か ら断罪され,排 除されていることが強調 されているのだ。『精神疾

患 と心理学」や 『狂気の歴史』などミシェル ・フーコーの初期著作にもあきら

かなように,「愚者」や 「狂人」が 「精神障害者」にす りかえられるとき,異

物にたいす る社会の態度 には重大な転換がおこつている6)。『気象』では,た
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とえば2番 目の円に属する子 どもたちについて,以 下の記述をみることができ

よう。

す こしまえの時代だ つた ら,彼 らは村社会のなか に居場所 を見 つけただろ う。 そ こな

ら 「バカ」 はむか しなが らの,容 認 され るばか りかだい じに され る人物像 で,ち ょっ

とした畑仕事 や庭仕事 で役 に立 つた ものだ。彼 らは,経 済 ・文化の生活水準の向上 こ

のかた廃物 とされ,学 校教育 が普及す るやいなや その存在を検出 され,共 同体か らも

じきに村八分 にされ,周 囲 に虚無 の壁 をつ くられてみ じめな境 遇に追 いや られたので

あ る。管理 され合理化 ・機械化 され た攻撃的 な社会に,う な り声をあげ,ば たばた と

足踏 み し,か らだをゆす り,う す ら笑 いを浮かべ,横 目でに らみ,よ だれや糞尿 をた

れ流 す ことで応 じる しか,彼 らには道が なか つた。社会が彼 らを廃棄 したの とおな じ

くらい彼 らも社会 を否定 していた。[49]

ここにある 「バカ(b6tion)」 ということばは,愚 直さをきわめることで常識

を超えた知恵をもつ 「イヴァンのバカ」のような痛快な人物類型につながって

いたはずである。豊饒な意味を背負 つた愚者から,道 化や聖者の側面7)が臨床

医学にのつとつて剥奪され,た だ劣等のものとして排除されるとき,愚 者にそ

なわった多義性はうしなわれ 共同体 は硬化する。 フランス語のfouが 「狂

人」や 「愚者」 とともに 「宮廷道化師」の意味をもつ こと(英 語のfoolも 愚

者,道 化)や,ギ リシア古典文献学者として出発 したニーチェの狂気がソクラ

テスのダイモン(鬼 神)や ディオニュソス信仰の 「宗教的狂気」に共感をもつ

てつながることなどをおもえば,ブ ルジョワ社会での精神障害へのまなざし

が,普 遍的な絶対のものでもな く,不 変のもので もないのはあきらかになろ

う。では 『気象」では,こ れら愚者たちの存在はどのようにあつかわれている

のだろうか。

2.フ ランツの異能

説話には洋の東西を問わず,愚 者 としてさげすまれながらも,異 能とで もい

うべ き力を賦与 された人物が登場する。運の強さ,肉 体的な力,SF的 な超能

力などとな らんで代表的なものに 「真相を見ぬく力」がある。 この力は 「愚者

の知恵」とよばれておそれ られ,ま た愛 されてもいる8)。「愚者の知恵」 は

『痴愚神礼賛』や 『ガルガンチュワ物語」を生んだ,き わめて重要な概念なの

だ。説話論的な還元をほどこせば,彼 らは 「なにかの力をうしなつたために超

能力を得た存在」9)で,こ の公式は 『気象』を支配 している。異能はかならず
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なにか障害とひきかえにあたえ られる 「なにか超人的な天賦の才をかがや

か しく発揮する異常や崎形,こ んな例外的なケースがどんな宿命を持つか,こ

こです こし触れることができる。 この優秀 さは,い ちばんあたりまえの基本的

なことができないという重大な欠陥とひきかえに得たものだ」[156]。 じつさ

い,ポ ールはパー トナーであるジャンをうしない,最 後には半身不随でうごけ

な くなうて しまうが,世 界のあらゆるところに 「遍在」することを許されるの

である。

『気象」第1,3章 で幼いジャンとポールの同い年の親友 としてあらわれる,

聖ブリジット学園の障害児 フランッも,コ ミュニケーションの能力とひきかえ

に異能をさずけられたある種の超能力者だ。 しか しその偏執狂的な異様 さと大

きさにかかわらず,そ の力は心理学者の興味をひきマスコミをさわがせる程度

のことに終わつてしまう。 フランッはマティニョンの専門訓練センターにおく

られると性格が悪化 し,し かたなく聖ブリジット学園にもどされるともとの性

格にもどる。そんなフランツをポールは回想 して,レ ・ピエール ・ソナントへ

の過剰適応がフランッを呪縛 している,と 見ぬいている。 フランッはあらゆる

変化をおそれ みずか らの不動性という城塞にたてこもつているのだ。それを

見ぬいたのはむろん,し た しかつたこともあり,ま た 「ふたこの直観」(こ れ

も 「愚者の知恵」の一種。Ⅱ参照)に よるところが大 きいとポールはいうが,

なによりもポールも変化をおそれ,フ ランッに共感 したたあだろう。 しか し人

為的な変化は排除できても,人 間をとりまく大 自然の力 「気象」の変化だけは

予測できない。気象の変化に病的なほど過敏なフランッにとつてひとつの砦と

なるのが,シ ュラン家の魔女 じみた老女中メリーヌである。メリーヌは無学文

盲だが,中 世か らの伝統的な民間信仰や農民の知恵 といつたものにかけては右

に出るものがない。そのメリーヌになついたフランッは,彼 女がふともらす気

象にかんすることわざや,民 間暦の守護聖人がおりなす中世的 ・定住農耕民的

な網の目を利用 して,循 環する均質な時間=「 カレンダー」のなかに気象の変

化を予測可能なシステムとしてとじこあてしまうことにどうにか成功する。

「聖 ルキアさまの日 〔冬至の翌 日〕 にはノ ミのひ と跳 びぶん 日が長 くな る」 「4月 に雨

降 り5月 に風吹 きゃ五穀豊饒」「夕焼 けの翌朝空が白めば巡礼 びよ り」 「2月 はいちば

ん短 くて天気 もいちばん悪 い」「ク リスマ スがあ つたかい とイース ターは寒 い」 「小雨

は大風 を しずめ る」「4月 の雨,5月 の露」 「うろこ雲 の空 と厚化粧 の女 は長持 ち しな

い」… フラ ンッはちっちゃな ころか らこんな ことを くりかえ しメ リーヌに聞か され,

不安 を しず めて きた。で も相かわ らず天気 の激変 の犠牲者 で,嵐 の 日なんか学園で は
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目が はなせな い とい うことだ つた。 なにを しでかす かわか った もの じゃないんだ。

[62]

この 民 間 の知 恵 に よ つて,フ ラ ンッ は天 候(temps)を 時 間(temps)の な か

に固 定 して しまお う と こ ころ み るの だ。 しか し皮 肉 な こと に,メ リー ヌ はそ の

た だ ひ とつ の砦 を,つ く った と き と ま っ た くお な じ無 頓 着 さ で 破 壊 して し ま

う。1月 に して はあ た た か な あ る晴 れ た 日,メ リー ヌ は そ の 日にふ さ わ しい平

凡 な き ま り文 句 を 口 に して,知 らず に フ ラ ン ッを絶 望 の淵 に た た き お と して し

ま う一 「〔… 〕 メ リー ヌ が 口 に した あ の文 句 は,き つ と女 の人 が お も いつ い

たん だ。 それ か ら女 と い う女 が み ん な,あ らゆ る地 方 で語 りつ い だ ん だ と お も

うlo)。『も う季 節 な ん て あ り ゃ しな い』 つて 」[62]。 こ の こ とば を 聞 い た と た

ん,フ ラ ンッ は ひ き つ け を お こ して 失 神 し,か つ ぎ こ ま れ て 鎮 静 剤 を打 た れ

る。 見 え な い因 果 関 係 にみ ち びか れ た この 事 件 を機 に か れ は メ リー ヌ を避 け る

よ う にな り,「 ほ か の能 力 す べ て と ひ きか え に彼 の ク ロ ノ ロ ジ ッ クな 天 才 は増

大 した」[63]。 彼 は あ らゆ る停 滞 や 急 流 を 否 定 す る均 質 な 時 間,と い うデ カ ル

ト的 時 間概 念 で全 世 界 を お お って しま うこ と に成 功 す る。 知 能 検 査 の結 果 で 白

痴 に近 い と判 断 さ れ な が ら,頭 の なか の 巨大 な カ レ ンダ ーを あ や つ る 「カ レン

ダ ー少 年 」 の名 を ほ しい ま ま に,彼 は学 者 た ちや マ ス コ ミの 質 問 攻 あ に あ う こ

と に な る の だ。 「1591年8月28日 って,何 曜 日?」 「す い よ うび」 「1993年2

月 の第4月 曜 は何 日?」 「22に ち」 〔…〕 「1918年11月11日 の 曜 日 は?」 「げ

つ よ う び」 「そ の 日 な にが お こ った か,知 つて る?」 「知 らな い」 「知 りた い?」

「べつ に」 「じゃ,4万2930年7月4日 は?」 「げつ よ うび」 「4月21日 が 日曜

に あ た るの は いつ?」 「1946年,1957年,1963年,1968年 …」[58]と い つた

問 答 が つ づ くll)。

即座 に,間 髪 を入 れず答 えるので,い か なる暗算 によるもので もな く,記 憶 の努 力に

よ るものでさえないのはあき らか だった。

「1732年2月22日 生 まれの ジョージ ・ワシ ントンは,2020年 には何歳 にな る?」

フランツは躊躇 せずに288歳 と答 え,な ぞは解 けず じまいだ つた。なにせ彼 は引 き

算の最初 歩がで きないのである。[59]

しか しこ のESP的 な 「愚 者 の 知 恵 」 を も つて して も,気 象 の恐 怖 を は ら う こ

と はで き なか つた。 室 内 に いて も気 象 に は敏 感 で,気 圧 が1025ミ リバ ー ル を

超 え る と躁 状 態,985ミ リバ ー ル を 割 る と欝 状 態 と な る。 つ ま り時 間temps
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にとらわれたカレンダー少年はまた,天 候tempsに とらわれた晴雨計少年で

もあつたのだ。 このふたつのtempsの たわむれは小説をつ うじてすがたをあ

らわす(第6章 では 「時計 と晴雨計」として)。 このようにフランッは不動性

によってあまりにも強 く呪縛されていたので,そ の異能がけつきょく彼 じしん

を滅ぼしてしまう。やはり変化をおそれて外部を遮断しようとするポール(Ⅱ

を参照)に とって,こ れはひとつの警告 となつたかもしれない。

フランッについてポールがいつた 「過剰適応」の語をおもいだしてみよう。

この語はたとえば,オ ーストラリアにイギ リス人がもちこんだ犬が野生化 した

さい,え さになる小動物がそれまで天敵をもたなか つたせいで無抵抗であるた

め,犬 の食糧事情がよすぎて繁殖 しすぎてしまった,と いった場合につかわれ

る。過剰適応が生むものは通常は生態系バ ランスの崩壊と,最 終的な食糧不足

による種の絶滅である。 トゥルニエはこの用語で,ア イデンティティの危機 と

いう定住者の悲劇をあらわしている。あるいはまた,こ の語を人間にたい して

もちいることで,地 球の定住者である人類の過剰適応をもほのめかそうとして

いるのではないだろうか。というのも,均質時間という枠組みは,大航海時代か

ら植民地帝国主義時代にかけて西欧文明による世界制覇を可能にしたもので,

その枠組みへの病的な偏執によつてみずか らを追いこんでゆくフランッのすが

たは,有 限の自然を科学力で征服 した人類が20世 紀末に直面する危機的な現

実す ら意識 させるか らである。 この問題は,「 フライデイあるいは太平洋の冥

界』や 『ガスパール,メ ルキオール,バ ルタザール』 にあらわれる 「核戦争

後」のイメージ12)とともに,今 後の トゥルニエ研究の焦点のひとつとなるだろ

う。

さて,フ ランッはジャンとポールの父が経営する織物工場に出入 りす るう

ち,旧 式のジャカー ド織機が精緻な紋様を織 りあげてゆく音が規則的であるこ

とにやすらぎを見いだす。 フランッはひねもす工場にいりびたり,そ の音楽に

つつまれているあいだだけは平穏でいられる。ポールは7日 からなる1週 間,

28-30日 からなる1か 月,12か 月からなる1年 というカレンダーと,4-6本

の糸を単位 とするサージとの,周 期性をもつ絶対の秩序 という共通点を発見

し,織 機はフランッの大脳だとする 「そう,ジ ャカー ド織機が話を して,フ

ランッはそのことばがわかつたんだ」[65]。 外部を遮断しているふたこのジャ

ン=ポ ールとも意志を伝達することができたフランッは,「どんなに長 くて こ

みいつていて も,は て しなく同 じことをくりかえす」[65]織 機のことばを も

理解 した。フランツは通常のコミュニケーションをみずから断ちきつた。のこ
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され た最 後 の コ ミュニ ケ ー シ ョンは,有 限 で一 方 通 行 の もので しか なか つ たの

だ 。 で は,伝 達 言 語 の病 と して の精 神 障害 は学 園 で は ど の よ うな意 味 を にな つ

て い るの だ ろ うか。 子 ど もた ち を と りま く言 語 状 況 をみ て い くこ と に しよ う。

3.原 言語という異能

学園の4つ のセクションのうち,い ちばん外側のグループには 「癩痛病みの

子 ども,聾 唖の子ども,衝 動に駆 られやすい子ども,精 神病の子 ども」 といつ

た 「見かけのうえでは正常な 性格上の欠陥や生 まれつきの弱点があらわれ

ていないときにかぎり 子 ども,教 育可能な子 ども」[48]が 属 している。

第2の 円に集あられている子どもたちになると 「もはや外界にたいして開いた

扉をもたなかった。やむをえなければ話すことくらいはしたが,読 むことも書

くこともけ つしてなか つたのである」[48]。 第3の 円の重度障害児 たちは

「はっきりしない音を口か ら出すだけで,そ の意味 ときたら,す き/き らい,

ほしい/い らない,た の しい/つ まらない,と いうようなふたつの極に帰する

ばか りだつた」[49]。 そ して第4の 円の子 どもたちは騎形である13)。言語運用

能力によって区分された,は じめの3つ の円をまずはじめにとりあげたい。

この構造がほのあかすのは,一 見あまりに自明であるためことさらに意識に

のぼらなくなつている以下のことである。われわれの社会では,コ ミュニケー

ション能力の欠陥は精神障害のあかしとなるということ,な らびに,そ の能力

が 「正常」からどれくらい離れているかが障害の大きさの基準であるというこ

と。た しかに人間の本性が 「ことばをもつこと」14)そして 「社会を構成するこ

と」 にあるとする古典期ギ リシア以来の 「人間」の概念か らすれば,愚 昧 ・狂

気のあらわれがまず言語の領域にみとめられるのは自然なことである。

さて,神 話を重視する トゥルニエの作家的関心は,創 世神話が語 る 「世界の

はじまり」にむけられている15)。「起源」に 「ことば」がしば しばむすびつけ

られること16)についても,彼 は無意識ではいられない。この主題は トゥルニエ

作品の各所にみられ,『 ガスパール」のなかで開花 している。それは 「人を養

うことば 〔…〕人を教える食物,〔 …〕食べ られ飲まれる真実 〔…〕かんがえ

や教訓や証 しとなる果実」17)としての,エ デ ンの園の失われた くだものであ

る。「ガスパール」にさきだつ 『気象』にこそ,そ の発想の萌芽を指摘できる

のではないだろうか。 トゥルニエの諸作品のどれにもまして,『気象』では言

語の問題が くりかえしとりあげられるのである18)。そこでは登場人物のおおく

が言語の起源にとり愚かれている。放縦な「塵芥のダンディ」をもって任 じるア
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レクサ ンドル叔父ですら,同 性愛の関係にある少年 ダニエルの枕 もとで,寝 息

にまじるバブリングに耳をかたむけ,言 語の起源=起 源の言語を夢みるのだ。

規則 ただ しい寝息や,た め息,体 の動 きな ど,眠 りの小 さな工場 と化 した ダニエルの

活動 のすべて におれ は耳をかたむ ける。 くちび るか らときど き漏 れる,は っき りしな

いことば は,秘 密で ありなが ら同時 に普遍 的で もある言語,文 明以前 の全人類 が話 し

ていた化石言語の ような もの じゃないか と思 つた。発狂 に も似 た,ね むる人 の生。夢

遊病 はその発狂がお もて に出ただ けの ものだ。[257]

「発狂(d6mence)に も似た,ね むる人の生」のことば,そ れは トランスや宗

教的忘我状態(エ クスタシー)な どの意識変容状態において発せ られる異言に

近いといわれているだけではないだろう。そこには,有 用性という西欧近代の

尺度からみて排除されている狂人たちの,異 能としてのことばもあるだろう。

だか らこそ,彼 らが発することば以前のつぶやきは世界への呪誼 となり(1-

2に 引用 した第3章49頁 を参照),秩 序内部の住人に不安をあたえるのだ。

ここでこの事実を読者に意識させた トゥルニエが,ラ ルエ医師をものがたり

に導入するのは,言 語 と人間意識の起源についての象徴的な真実を暴露するた

めではないだろうか。第3の 円に属する重度の障害児たちにたい して学園でと

られている方法は,お 絵かき,粘 土あそび,切 り紙,自 転車 といったものであ

る。あらたに第3グ ループの担当となった小児精神科の若いインターンである

ラルエは,言 語学 と音韻論に興味をいだいている。彼は着任そうそう,中 庭に

自転車のための交通標識を導入 し,交 通違反をおか した子 どもはしばらく自転

車 に乗れないという罰則を規定する。数か月後のある日,お どろくべきこと

に,子 どもたちの違反は激減するのだ 「まるで子 どもたちみんなが,じ ぶん

たちにむかってしめされた12個 ばかりの標識を,同 時に理解 し,自 家薬籠中

のものとしてしまつたかのように」[50-51]。 ひとりひとりの能力はばらばら

なので,全 員が同時に独自に理解点にたつしたはずはない,と ラルエはかんが

える。とすれば,そ こには子どもどうしの,な んらかのコミュニケーションがあ

ったはずなのだ。彼 らの口が発する音を録音 し,音 韻論の見地から分析をここ

ろみた結果,彼 はひとつの,す ぐれてモノガタリ的ともいえる仮説に到達する。

〔…〕彼 は,ど の子 も同数 の基 本音素を持 って いる こと,そ して この音素一式 のなか

にフラ ンス語の基礎 となる発 音素材 のみな らず,ほ かの言語 の発 音素材一 英語 の

th,ス ペイ ン語 の ロタ,ア ラ ビア語 の喉音r,ド イッ語 のchな どもふ くまれてい る
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ことを確証 した とお もつた。 どの子 もおな じ音素 を持 つている。 これ は模倣で は説明

がつかな い。人間精神に新地平 を開 こうとするかのよ うに,は るか に異様 な仮説が,

ラル エの研究か ら じよ じょにひ きだ されてきた。 それはつ ぎのようなものであ る。人

間 はは じめ はみな,全 言語 の発音素材 をす べて持 つている。全言語 とは,現 存の言語

やかつて存在 した言語 すべて,い やそればか りか存在が 「可能」なか ぎりの言語すべ

てだ。 しか し母国語 習得 のさい,不 要 な音素 を使用す るすべ は永久 にうしな つた きり

にな づて しま う。 のちのち外国語 をなにか学習す ることになれば,そ れ らの音素 が必

要 とされ るばあい もあろ うが,そ のときにはかつて保 つて いた原型の ままで はとりも

どせず,母 国語 に属 する使用可能 な,適 当とはいいが たい要素で人工的 に,不 完全な

かたちで再構 築す ることを余儀 な くされるのだ。 これで外国人のな まりが説 明で きよ

う。[51]

ふるくか ら夢想されつづけてきた 「原言語」のすがたが,ラ ルエ医師の博物学

的 ともいうべき仮説のなかで形成されてゆく。

言語 は この根 が残 っていると晴形 になつて しまう。それ に して もこの根 は どんな性質

で,ど んな機能 なのか。 もはや一国の国語が どうこうとい う段ではない,と ラルエは

かんがえた。全言語 の子宮,ア ルカイ ックな普遍的基盤言語,マ ダガスカルの シー ラ

カ ンスや タスマニアのカモノハ シが特異な環境の もと生 きたま ま保存 されて きたよ う

に,精 神異常 の もとに残 つた,こ とば の生 きた化石なのだ。[52]

こうして障害児たちに,個 体発生における言語の種子を奇蹟的にたもつ異能の

もちぬ しというあ らたな相貌があたえられる。つまりバブ リングを一種の 「言

語のネオテニー」19)としてとらえかえすわけである。 ラルエは,ロ ックが 『人

間悟性論』で展開 した 「タブラ・ラサとしての心」という経験論的な立場では

なく,プ ラ トンのイデアや,デ カル トが 『哲学原理』で 「自然の光」とよんだ

ボン・サ ンスなどの 「生得観念」の側にくみすることになるようだ20)。しか し

ここでもつと注意すべ きなのは,子 どもたちが発することばをmonstruosit6

と形容 していることである。障害児たちが発する異言は,こ とばの崎形として

博物学的なまなざ しにさらされ,シ ーラカンスやカモノハシにも比すべき造化

の奇蹟として好奇と畏怖がまじつた驚異(こ わいもの見たさ)の 対象となるの

だ。医師のまなざ しによつて,病 理学的というよりもむしろ博物学的というに

ふさわ しい枠組みが戦略的に構築されていることをここに指摘 しておきたい。

女性職員シスター ・ベア トリスは,ラ ルエの研究を注意ぶか くみまもってい

る。20年 来障害児を世話 してきた彼女の,小 説 における位置は,愚 直な宗教

的使命感に満ちたその持論にあきらかである 「才ある人や賢者にさえも隠
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して お か れ た真 実 を,主 が この 愚 か な る もの た ち に は 明 か して くだ さ っ た。 こ

の こと を知 らず に ど う して この子 た ち を しか るべ く尊 重 し,愛 す る ことが で き

よ うか 。 そ もそ も主 の み こ こ ろに くらべ れ ば,わ た した ち の まず しい知 性 と ダ

ウ ン症 患 者(mongolien)21)の 意 識 と に は っ き り した ち が い な どが あ る と い

うのだ ろ うか 」[46]。 異 端 の烙 印 を 押 され な い よ う口 に は 出 さ な い が,彼 女 は

精 神 薄 弱 児 た ち の 「舌 の 麻 痺 」[47]を と き は な つ 精 霊 降 臨(ペ ン テ コ ス テ)

の実 現 を夢 み る。 そ して ラル エ医 師 の研 究 成 果 か らさ らに奇 抜 な仮 説 を た て て

しま うのだ 。

〔…〕 それ は 〔…〕「原言語」,エ デ ンの園で アダム,エ ヴァ,蛇 そ して ヤハ ウェがか

わ して いたことばなのだ。 〔…〕彼 ら 〔アダムとエ ヴァの子 ら〕の地上 的な耳 に,両

親 がふた りで しゃべ りつづ けた楽園の ことばが,は つきり しな いざわめ きのよ うに聞

こえなか つた とい う保証 はない。移住先の国語 を移民が いつ までた って も身につけ き

れず,親 たちのなま りや ことばつか いのまちが いに2世 が はずか しいお もいをす るよ

うな ものだ。 同様 に,重 度障害児 のや りとりがわた したちに理解で きないの も,楽 園

喪 失には じま りバベルの塔 の大混乱で しめ くくられ た退化 によつて,わ た したちの耳

が この聖なる特有語法 にたい して閉 ざされ ているか らだ。 このバベル的状況 こそ,無

数の言語 によ つて分断 され,だ れひとりそのすべてを制覇 した ものがない とい う,人

類の現状 その ものではないか。[52-53]

この文字どおりの 「原言語」と,さ きに引用 した,第9章257頁 でアレクサン

ドル叔父がダニエルの寝息に聞きとる文明以前の化石言語 とが,同 じ 「神話」

を語 っていることが容易に指摘されよう。同時に注意 しておきたいのは,ラ ル

エが個体発生の観点か らみた言語起源論を代表 したのにたいし,ベ ア トリスは

系統発生の観点か らみたそれを体現 している点であろう。 ここには,エ デンの

園から逐われたために人類の言語が原初のゆたかさをうしなつたとする,完 全

に 「起源神話」のかたちをそなえた言説と,人 間の救済が可能ならばそれはど

こにあるか,と いう実存的な問いとがある。この点から彼女を,『 ガスパール」

において楽園喪失=言 語の空虚化の神話(註17)を 語 るデイオスコリデス島

のラビ,リ ザ師のプロトタイプとみなせるのではないだろうか。

トゥルニエの小説世界をこのように見て くると,す べての人間が始原の時間

への妄執にとりつかれているという構造があらわれて くる。 エデンの園の主題

は 『気象』後半部では,ジ ャンと彼を追 うポールのまえに,さ まざまな庭のす

がたをとってあらわれてくる。たとえばチュニジアのジェルバ島にイギ リス女

性デボラが構築 したエキゾチックな庭は,ほ ん らい水がないところに水をおく
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りつづけること,つ まり自然を科学で征服することによつてのみ存続できる反

自然の人工楽園である(第16章)。 フヴェラゲルジにあるアイスランド最大の

温室は,北 極圏の厳寒にもかかわらず,お なじくきびしい火山の火によつて奇

蹟的に外来植物を繁茂させている(第17章)。 そ して奈良では,ユ ングの 「老

賢者」 じみた 「上人」 という人物が,「 見立て」によって宇宙を凝縮する茶の

庭,形 而上学的な箱庭,植 物 を人為的に崎形化す る盆栽 を紹介する(第18

章)。 これ らの庭は,『 フライデイ」のスペランサ島とおな じく,始 原の無時間

性への指向性を人間が帯びていることをあ らわ しているのだとみてよいだろ

う22)。

ところで,シ スター ・ベア トリスが前述の仮説をたてた動機は作中に明記さ

れている 「じぶんの障害児たちの痴呆性を,絶 対のものとしてはみとめた

くなかったのだ」[52]。 これをみるかぎりシスター ・ベアトリスの出発点は,

しいて名づけるならキリス ト教的 ヒューマニズムとでもいうしかない漠然 とし

たものである。 もつとも彼女の信仰はあまりに愚直であるため,上 層部の意向

に反 して民間信仰や神秘主義,異 端へのぬけ穴がぽつかりとあいている。それ

ゆえにこそ 「聖性の本源とで もいうものを賦与された 同時にとても残酷な

呪いがかか つている この子たちのまえで,彼 女 は魅せられていたようなも

のだ」[47]と いうように精神薄弱児たちのうちにある聖なるものにたいして

敏感だつたといえよう23)。ではシスター ・ベアトリスに代表 されるキ リス ト教

的ヒューマニズムは,は たしてどこまでも柔軟でいられるのだろうか。

4.崎 形 児 た ち

本 館 の屋 根 裏 に あ る第4の 円 にの ぼ る と き,シ ス ター ・ベ ア ト リス の ひ た む

きな信 仰 に も絶 望 の影 が か か つて しま う。 こ こに はま るで物 体 の よ うに無 反 応

で,立 つ ことす らで きな い 「名 前 が な い もの た ち,錯 乱 した 自然 が うみ だ した

最 悪 の 崎形 」[53]で あ る最 重 度 の障 害 児 た ちが い る の だ。 ず つ と以 前 か ら第

4の 円で は た ら くネパ ール 出 身 の シ ス タ ー ・ゴー タマ だ け が,こ の つ とめ に倦

んで い な い ただ ひ と りで あ る。 「超 人 的 な沈 黙 能 力 」[54]を 身 に つ け て,完 全

な隠 遁 者 と して 奉 仕 を つ づ け る彼 女 に,ベ ア ト リスは比 類 な い聖 性 を み とめ て

い る。 そ して あ る と き,人 間 創 造 にか ん す る シ ス ター ・ゴー タマ の ヴ ィ ジ ョ ン

の,ラ ル エ の仮 説 との あ ま りの 類 似 に,彼 女 はお どろ か され るの だ。

じぶんのすがたに似せ て,つ ま り男で あって同時 に女で あるヘルマ プロディ トスとし
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て,人 間をおつ くりになったとき,そ の人間が孤 独で不 しあわせなのを ごらんにな っ

て,伴 侶 を見つ けてや ろうと,動 物 という動物をみな人 間のまえに並 ばせたので はな

か つたか?理 解 しが たい奇妙なや りかただ!つ ま り万物 の夜 明けには無限 の自由

があ ったのだろ う。 この,動 物界全体の彪大な数量 の検討 が失敗 に帰 しては じめて神

は,ア ダムに必要 な伴侶を アダム自身か ら抽 きだす決心 をなさ った。 それでヘルマプ

ロデ ィ トスか ら女性的部分をすべて とりだ され それを もつて自律 した存在 に仕立て

あげたのだ.か くして エヴ ァが誕生す る。[56]

こ こ に はヘ ル マ プ ロデ ィ トス とい うギ リシア的 な エ ロ スの 表 象 と,ア ダ ム とい

うヘ ブ ラ イ起 源 の始 原 人 の,シ ン ク レテ ィ ック な統 合 が あ る。 両 性 具 有 の ア ダ

ム は 『大 雷鳥 』 所 収 の短 篇 「ア ダムー 家 」 に もみ る こ とが で き る。 カバ ラで ア

ダ ムを デ ミウル ゴ ス と同一 視 す るば あ い が あ る24)よ うに,ア ダ ムが 男女 ・善 悪

な どの 対概 念 以 前 の 「全 に して一 」 と み な され る の もあ なが ち不 自然 な こ とで

はな い。 両性 具 有 の表 象 が トゥル ニ エ作 品 の なか にみ られ る と き,そ こ に はか

な らず 原 初 の一 体 性 へ の渇 仰 が み られ る25)。 シ ス タ ー ・ゴ ー タ マの な か に も ま

た,始 原 へ とひ きよ せ られ て い く指 向性 が あ る のだ 「ひ と りで 崎形 児 た ち

とむ か い あ う と き,天 地 創 造 時 の この暗 中模 索26)に つ いて,ゴ ー タマ はか た と

き も忘 れ た こ とは な い。 彼 女 の単 眼 崎 形 児,水 頭 症 児,耳 頭 体 児 は,べ つ よ う

に思 い描 か れ た世 界 に真 の居 場 所 が得 られ る はず で は なか つた か?」[56]。

しか しシ ス ター ・ゴー タマ の思 索 の深 さ に お ど ろ き なが らも,シ ス ター ・ベ

ア ト リス は じぶ ん の信 仰 に あ らた な局 面 を ひ らこ う と は しな か つた。 彼 女 は シ

ス ター ・ベ ア ト リス の洞 察 を知 つた こと だ け に満 足 して,そ こか らふ た た び素

朴 な じぶ ん の信 仰 へ と逆 もど り して しま う 「シ ス タ ー ・ベ ア トリス は,ふ

た つ の思 索 が この よ うに収 敏 して じぶ ん の施 設 を人 類 根 源 博 物 館 へ と変 え よ う

とす る,そ の とば くち の と ころ で歩 み を止 あて しま つ た。 彼 女 に と つて す べ て

は,底 知 れ ぬ 神 秘 の 夜,か な らず お とず れ る愛 の 昂 ま りへ と,溶 け て ゆ くの

だ」[56-57]。 こ こに い た る ま で わ れ わ れ は シ ス タ ー ・ベ ア トリスの信 仰 に た

い して 「愚 直 」 「素 朴 」 と形 容 して きた が,上 の引 用 に見 られ る よ うに彼 女 の

信 仰 が神 秘 主 義 に た い して開 か れ て い る こ と を く りか え し指 摘 して お きたん・。

狂 信 的 な女 性 神 秘 主 義 者 の伝 統 を もつ カ トリ ック の歴 史 を か ん が み て,上 の 引

用 の最 後 の一 文 が シス ター ・ベ ア トリス の抑 圧 され た性 衝 動 の 存在 とい った も

の す ら主 張 しな い と は い え な い の で あ る27)。 シ ス タ ー ・ベ ア ト リスの 存 在 を,

キ リス ト教 の可 能 性(そ の思 想 は ど こまで 行 くこ とが で き るか)を 肯定 的 に え

が きつ つ も,同 時 に そ の限 界(そ の思 想 は ど こ まで しか 行 けな いか)を も しめ
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す た あ の人 物 と して作 者 が配 した の だ と読 む こ と はで き な いだ ろ うか28)。 とす

れ ば,フ ラ ンッ の エ ピ ソー ドと な らん で,西 欧近 代 へ の疑 義 と して の人 物 配 置

を こ こに み る こと も可 能 で あ る。 キ リス ト教 の 問題 は,小 説 で は,ア レ クサ ン

ドル叔 父 の タボ ル学 園 時 代 の親 友 で の ち に神 父 とな る同性 愛 者 トマ ・クー セ ク

に ひ きつ が れ る こと に な る。 こ の問 題 を と りあ げ る こ と は本 稿 の流 れ か ら逸 脱

す る こ とに な る ので こ こ に と ど めて お くが,第5章 の お わ りで精 霊 を論 じ,キ

リス ト者 で あ りつ づ け る こ と を宣 言 す る ク ーセ ク に,そ の キ リス ト教 の困 難 を

認 識 しつ つ そ の 可 能 性 を 問 う作 者 の 姿 勢 が あ らわ れ て い る こ と を指 摘 して お

く。

と ころ で,ト ゥル ニ エが 超 現 実=象 徴 的現 実 を 「現 実 」 に導 入 す る戦 略 と し

て,博 物 学 の 視 線 を描 写 に も ち い た こ とは,I-3で 指 摘 した と こ ろだ が,シ

ス ター ・ゴ ー タ マが 育 て て き た崎 形 児 た ちを楽 園 と直結 させ る と き も,描 写 は

博 物 誌(histoirenaturelle,自 然 の モ ノ ガ タ リ)の 様 相 を帯 び ざ るを え な い。

内臓脱 出症 内臓 がむきだ しにな っている の子を ひとり,脳 ヘルニ ア 脳み

そが頭蓋骨 の外 にはみだ している一 の子 はふ たり,耳 頭体一 両耳がひ とつに癒 合

してあ ごの下 でつなが つている の子 もひとり,育 てて きた。 なにより印象的だ つ

たのは しか し,神 話 の世界 か らさまよい出て きておそ ろ しい リア リズムで神話 をえが

いてみせたよ うな崎形児 たちだ つた。 たとえば鼻 のうえ に目をた つたひ とつだけ持 っ

て いる単眼崎形 児 〔cyclope〕。両 脚が単一 のかた まりにな って,12本 の指が先端 で

扇のよ うにひ らいてい る人魚体 〔enfant-sirene〕。[55]

これをみてもあきらかなように,ト ゥルニエの小説を支配するまなざしが博物

学に負 うものとして,自 然の驚異(人 間,動 植物,鉱 物,風 景)を まえにした

ときの 「逸脱」の重視 と羅列への指向,そ してなにより 「存在の大いなる連

鎖」として宇宙を把握することへの情熱,と いつた要素があげられるだろう。

こういつた諸要素こそが超現実をよびこむためにトゥルニエがとつた方法では

ないだろうか29)。この思想史的問題が トゥルニエ研究に占める位置については

今後の課題とする。ひきつづいて次節では,じ ぶん(た ち)の 異形性をポール

が痛切に知 らされた 「縁日の巡礼」 という通過儀礼の周辺に頻出する幻想文学

的モチーフのかずかずを中心に傭畷することをこころみたい。
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Ⅱ 神話的双生児の異形と異能

1.さ ら され る怪 物

ジ ャ ン と ポー ル はあ ま りに も似 て い る ので,母 マ リア=バ ル バ ラ以 外 の だ れ

に も区別 で きな い。 微 細 な ち が い を消 し去 つて しま う睡 眠 に彼 らが 支 配 され て

い るあ い だ は,母 で さえふ た りを区 別 で きな くな る。 類 似 は身 体 的 な もの に と

ど ま らな い。 の ち に ジ ャ ンは変 化 を もと めて 外 部 へ 出 て ゆ こ う と し,ポ ー ル は

変 化 を き ら って ジ ャ ン と と もに双 生 児 の殻 に と じこ もろ う とす る,と い う性 格

(む しろ運 動)の 差 が 出 て は くる もの の,双 生 児 と して の宿 命 は きわ めて 強 く,

む しろ ふ た りが双 生 状 態 の支 配 下 に あ る と い つ た ほ うが よい だ ろ う。 た とえ ば

こ うい う こ とで あ る。 ふ た りは子 ど も時 代 か らお な じ服 を 着 て 育 った が,双 生

状 態 か らの脱 出 の何 度 目か の こ ころみ と して,あ る年 ジ ャ ンが ポー ル とべ つ べ

つ に服 を買 う こ とを提 案 す る。 そ こで ジ ャ ンは母 とあ る店 へ,ポ ー ル は父 とべ

つ の店 へ ゆ く。 帰 宅 後 に ジ ャ ンが 買 い もの を ポ ール と父 に 見 せ る と,ふ た りは

大 声 で 笑 い だ す。 ふ た り は ほ とん ど ま った くお な じ ス ー ツ,半 そ で シ ャ ツ,

セ ー ター を買 って しま つた のだ 。 この よ うにふ た り は運 命 的 に双 生 児 な の で あ

り,そ れ を の が れ る こ と は困 難 で あ る。 彼 らは,母 や 織 物 工 場 に代 表 され る

レ ・ピエ ー ル ・ソナ ン トの うこか な い世 界 に ま も られ,そ の逸 脱 性 か らい きお

い聖 ブ リ ジ ッ ト学 園 の障 害 児 た ち との あ いだ に 深 く しず か な友 情 を た も つて い

る。 け れ ど も彼 らは,無 理 解 な 外 部 の 好 奇 の まな ざ しに さ ら され る運 命 に あ る

の だ。 彼 らは神 話 的 双 生 児 と い う名 の 「怪 物(monstre)30)」 な の だか ら。

ジ ャ ン とポ ー ルが ひ ど く似 て い るの で,客 が あ るた び に父 は しば しば お も し

ろが つて ふ た りを 披 露 す る。 ふ た りの あ い だ で ひ そ か に 「サ ー カ ス」 とよ ば れ

て い る この悪 趣 味 な 見 世 もの に来 客 は喝 采 し,ふ た りを 「見 く らべ て み た り,

いれ か えて み た り,と りちが え た り して い つ ま で も遊 ん で い た もの だ」[142]。

こ うい つた こ との ひ とつ ひ とつ にふ た り はふ か く傷 つ く。 あ るい は そ れ以 上 に

軽 薄 な,宣 伝 映 画 へ の ふ た りの 出 演 を こ こに くわ え る こ と もで きる だ ろ う。 休

暇 に きて い た広 告 映 画 会 社 の 社 員 ネ ッ ド ・スチ ュ ワー ドに ス カ ウ トさ れ てド 映

画 館 で 本 篇 の 上 映 まえ にか け られ る短 い コマ ー シ ャル 映画 に,ふ た りは む りや

り出 演 させ られ る こ と にな つて しま う。 この場 合 も,ふ た りの 出演 を最 終 的 に

承 諾 したの は父 で あ る。 この 小 説 で はエ ドゥア ー ル は つ ね に俗 世 間 の覇 者 で あ

り,も ち まえ の 要 領 の よ さ と闊達 ゆ え に か え つて,象 徴 的 な真 実 の側 に立 つ 息

子 た ち を し ば し ば い ら だ た せ,傷 つ け る。 さ て そ の 映 画 は 「ジ ュ モ ー
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(JUMO)」 と い う商 標 名 で よば れ る双 眼鏡 の 宣 伝 用 フ ィル ムで あ る。 商 品 名 が

jumeau(x)(双 生 児)の 音 を もつ の は も ち ろ ん 偶 然 で は な い。 な ぜ な らば

jumeauの 女 性 複 数 形jumellesに は,「 ふ た この 姉 妹 」 の ほか に 「双 眼 鏡 」 の

意 味 が あ るか らで あ る。 した が つて ジ ュモ ー双 眼鏡(1esjumellesJUMO)と

い う名 に は,な にか だ じゃれ じみ た幼 児 的 な言 語 フ ェテ ィ シズ ムが つ き ま とわ

ざ るを え な いだ ろ う。 こ うい つた事 情 で,ス チ ュ ワー ドが それ を意 識 して い よ

う と い ま い と,結 果 と して ジ ャ ン とポ ー ル は こ こで こ っけ い な さ ら し もの にな

らざ るを え な い の だ。

さて,こ の 「怪 物 」 の語 に つ い て,ポ ー ル は こ う語 って い る。

Monstreの 語 は ラ テ ン語monstrare〔=montrer〕 に 由来 す る。 怪 物 と は 見 せ る も

の,サ ー カ ス とか 縁 日な ん か で さ ら し もの に す る もの で,ぼ くた ち もこ の宿 命 か らの

が れ るわ け に はい か な か った。[143]

この一 節 は あ き らか に,『 気 象 』 に さ きだ つ 長 篇 『オ ー ヌの 王』 の 冒頭,1938

年1月8日 の項 に寸 分 たが わ ず 一 致 す る。

だいたい怪物 とはなんだ?そ もそ も語源か らして驚 きで,い ささかぞ っとす る。 な

にせmonstreはmontrerか らきてる とい うのだ か ら。怪物 とは見せ る もの一 指 さ

して,縁 日だのなんだので。 だか ら異形で あれば あるほど,そ れだ けよけいに さらし

ものにな らなき ゃいけない。31)

これ は ラ テ ン語 の語 源説 で は む しろ逆 で あ り,monstrareの ほ うがmonstrum

(=monstre)の 語 源 に な っ た と い う説 の ほ うが 一 般 的 で あ る。 中 性 名 詞

monstrumに は す で に 「怪 物 」 「奇 異 」 「先 天 崎 形 」 の 意 が あ る が,本 来 は

「い ま しめ」 「予 兆 」 の 意 味 で あ る。 な ぜ な らば この 語 がmonumentum(=

monument)と 同 様 に,他 動 詞moneo「(あ る こ とに つ い て)お もい だ さ せ

る」 「警 告(予 告)す る」 か らの派 生 語 だ か らに ほ か な らな い32)。 ま た ギ リシ

ア 語 に も類 似 の 例 が あ り,t6ratologie(崎 形 学)の 語 源 τεραSもmonstrum

とお な じよ うに 「予 兆 」 と 「怪 物 」 の意 を 兼 ね て い る。 とな る と怪 物 と さ らさ

れ る こ との関 係 は よ りふ か い必 然 で む す ば れ て い る よ う にお もわ れ て く る。 こ

こで警 告 す る主 体 と な る の は神 で あ り,そ れ ゆ え古 来 不 具 者 た ち は神 意(お お

くは神 の怒 り)の 表 象 と な っ た し,現 代 にお いて は環 境 汚 染 に よ る崎 形 児 の誕

生 が そ の神 話 の あ らた な変 形 とな って い るわ けで あ る。 そ れ よ り こ こで指 摘 し
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ておきたい特異な点は,上 記のふたつの怪物論が,い ずれも怪物 じしんによつ

て 前者は人喰い鬼アベル ・テイフォージュ,後 者は神話的双生児のかたわ

れポール それもじぶんが怪物であることを運命 として意識 している怪物に

よって語 られることである。

ふたつの怪物論の符合をいやがうえにも強調 しているのが,『気象」 におけ

るジャン=ポ ールとティフォージュの邊遁である。ふたこが8歳 くらいのとき

にそれはおこつた。ふたりは父につれられてパ リで数 日をすごしたあと,ブ ル

ターニュにかえるときに自家用車が故障する。そこでボル トニデ=テ ルヌ広場

の自動車修理工場に車をあずけることになるが,『 オーヌの王』の読者にはあ

きらかなように,ボ ル ト;デ=テ ルヌ広場の修理工場 こそティフォージュの所

有に帰するものなのである。その容貌を回想 して,ポ ールは恐怖をあらたにす

る。

この修理店の経営者33)ほど醜悪 な男 は見 た ことがない。 ばかでか い男だ つた。黒 いス

トレー トの髪 で額 がせま く見 えた。黒 ずんだ顔 に文鎮 みたいなぶ あつ いめがねをか け

て いた。で も,と くに印象 が強か ったのは手 だ。左官 の手,絞 殺強盗の手一 しっ く

いの 白で も血の赤で もな く,汚 油 で黒 い ところがちが うだけだ。 〔…〕

3人 そ ろつて修理店を出た とき,翌 日の正午 にな らないと車 がと りもどせ ないつて

わか つて いなが ら,あ んな悪夢 のよ うな姿 のやつ とは これ っき り縁切 りに したいと し

ん そこ祈 らず にいられなか った。[161-162]

この出会いと,こ れにつづ く見世 もの小屋の体験,ふ たたび自動車修理工場の

男34)が介入する 「ローター」での体験が,ポ ールのいう 「縁日の洗礼」を通過

儀礼として構成 している(Ⅱ 一3を 参照)。 ここでは,嫌 悪にか られたポールが

その男のほうを見ることをひどくおそれたのにたいして,ジ ャンのほうは男の

動作に奇妙なところを発見 しては声をたてて笑い興 じた,と いうふたりのちが

いを指摘 してお くにとどある。 さいごに,「 さらされ る怪物」のイメージが

もつとも鮮烈な,見 世 もの小屋の描写をみていくことにしよう。

自動車をあずけたあと3人 はレストランで食事をとる(エ ドゥアールは給仕

長のまえでまたふたこのサーカスをや らか してみせる)。ひとり子 どもじみた

はしゃぎぶ りをみせる父の提案で,父 子3人 はヌヌーの縁 日へ と足をはこぶ こ

とになる。そこでいかがわ しい衛生博覧会的な百鬼夜行が双生児を呪縛する。

〔…〕その小屋 は 〔…〕 「世 ニモメズ ラシキ天然 ノ驚異」 といううたい文句だ った。 女
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の子が水槽 のなかで うろこのつ いた覆 いに下半身をか くして,人 魚 で ござい,と かの

いいか げん なイ ンチキとな らんで,「 リリパ ッ ト人 〔こび と〕」 の夫婦 だの,世 界一 の

大女だ の,へ び男だの といった生の不具者 も何 人か,陰 気 にせいぞろい していた。で

も炎の あか りが蛾を さそ うように ジャン=ポ ールをひ きつけた もの,そ れはガ ラスの

シ ョウケースで さら しもの にな つていた.碕 形学史上 もっとも不可思議 なシ ャム双生

児 たちの死体が ミイラ化 されて(と い うふれ こみで。 とい うの も,い まに してお もえ

ば,蝋 と革でで きたマ ネキ ンだ つたん じゃないか)こ わい コレクシ ョンとなつて いた

のだ。そ こで,胸 骨の ところで くっついた剣状突起結合体,お 尻 のところが癒合 して

いる磐部結合体,額 がい つしょにな つた前頭結合体,首 す じでは りつ いて一体 となっ

て る頭結 合体 を じつ くり見 る ことが で きた。 見 ものの頂 点 といえば有名 な トッチ兄

弟35)とい う,ひ とつの胴体 か ら頭 がふたつ,脚 が2本,腕 が4本 出ているイタ リア人

の二頭二頸崎形 だ った.

この展示がぼ くたちに とつてなにか忌 まわ しい ものを持 つて ること くらい,エ ドゥ

アールがわか らなか つたなんて こと,あ りうるだろ うか?ぼ くたちはまるで蝿みた

い にショウケースにへば りついてた。 それで父 がぼ くたちを引 つぺがそ うとせ っつ き

ぎみだ つたの は,た だの短気 だけ じゃな くて,恥 ずか しか つたんだ と,ぼ くにはお も

えて しま う。[163-164]

「縁日の洗礼」の第2段 階として,怪 物たちのなかにシャム双生児がふ くまれ

ているという事実がここでジャンとポールに開示 される。ポールによれば,こ

の体験によつてジャンは双生状態そのものを不具 として意識するようになつた

のだという。とすれば,こ の場面 は小説の後半を占めるふたりの分裂劇の出発

点として読むことができるだろう。では,こ の神話的双生児はいつたいどんな

怪物なのだろうか。ここでわれわれは 「縁 日の洗礼」の場をいつたんはなれ

て,ジ ャンとポールが構成する閉じた世界へと目をむけなければならない。

2.同 一性が支配する 「宇宙卵」

ポールによれば,ふ たりでひとりの同一性に支配された彼 ら双生児には 「ふ

たこの直観」 という超人的な洞察力がそなわっているという。それは,も のご

とに焦点をあてる力が,ち ょうど一対のレンズをもつ双眼鏡のように二重であ

るためにそなわった,ひ とびとの目には見えない象徴的な真実を透視する力だ

といえるだろう。 じぶんたちが出演 したコマーシャルフィルムについて述べな

が ら,ポ ールは 「ふたこの直観」について以下のように語 っている。

前景,そ れ はより広 い風景,よ り深 い視覚,シ ュールな ほどの無類 のき らめきを放つ

くだ ものや木や顔。逆む きの シ ョット,こ っち はふた この兄弟,こ こで双眼鏡 はふ た
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りの象 徴,紋 章,同 義語 としての道具 にす ぎない。

この場面 の意味 はほかで もない,ひ となみ以上 にものを視 る力,つ まり世界を もっ

とよ く見て もつと深 く掘 りさげ,も つと しっか りと知 り,じ ぶんの もの に して洞察す

るための鍵 があ つて,ぼ くたちが その所有者だ という意味なんだ。[148]

「ふたこの直感」はいくつかの場面にあらわれているが,こ れもまた 「愚者の

知恵」のモチーフに忠実である。 トゥルニエの世界では,な んらかの異能は偶

然的なただの逸脱や超越ではなく,つ ねに説話論的な還元がほどこされうると

いう好例である。と同時にポールは,ジ ャンとの決裂によってこの能力が失わ

れて しまつたと語つている。 これは楽園に代表される無時間性を帯びたユー ト

ピアの喪失,す なわち原初の一体性の喪失に対応する。 この喪失とそれを補償

し超越する再建のテーマはトゥルニエの第1作 から共通 して作品の軸として機

能 しているが,『気象』においては 『フライデイ』のばあいにくらべて形而上

学的な解釈をほどこす ことがより容易(つ まり図式 に忠実)で あ り,つ ぎの

『ガスパール』ではさらに形而上学的な色彩が濃 くなつているともいえるので

はないだろうか。いずれにせよじぶんたちの特異性(と りわけ異能)を,ポ ー

ル じしん く<monstruosit6>>とカッコつきでのべているとおり,こ の小説をつう

じて神話的双生児は,つ ねに異人の運命をせおつたしるしとしてたちあらわれ

る。

もつとも肝要な異能のひとつとポールがみとめるのが,ふ たりだけに通用す

る,「 エオ リア ン」 と家族 によばれている秘密言語(cryptophasie)で あ

る36)。耳にやさしい風のような音でふたりがひそひそとかわす 「うちわの」会

話は,周 囲の人間には理解することができない。 この特殊な言語能力をポール

は,通 常の言語能力 のなにが しかを犠牲 に して獲得 したものとみな して い

る37)。彼 らになんらかの言語障害があつたとはされていないので,む しろ言語

だけではな くコミュニケーション能力全般のことをさすのだとかんがえられ

る。すなわち彼 らの自閉性 こそそれである。あるいは崎形や異種交配による雑

種が しば しば虚弱で死亡率が高いように,小 説の冒頭でふれ られているとおり

ふたりが虚弱かつ未熟で,ほ かの兄弟(双 生児は末子であり,多 産な母マリア

=バ ルバラはかれらのうえにおおくの兄や姉を産んだ)よ りずっと長 く母の庇

護が必要だったこともふくまれよう。いずれにせよこの 「愚者の知恵」の一変

形である伝達機構 の排他性は,ジ ャンやポールの語 りのなかでは 「双生児

(jumeaux)」 と「単独者 」という対概念としてあ(singuliers, sans—pareils)
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らわ れ,そ れ は作 品 全 体 をつ らぬ いて 流 れ る双 生 児 渇 仰 の 要 点 とな つて い る。

エ オ リア ンの 語 彙 は一 般 概 念 や抽 象 概 念 を 欠 く。 た とえ ばbαchonと い う語

はbateau(船),baton(棒 き れ),bouchon(コ ル ク 栓),bois(木 材),

6cume(泡)と い った浮 か ぶ もの す べ て に適 用 され る に もか か わ らず,「 浮 か

ぶ もの」 と い う総 称 の 意 味 を も た な い。 あ る い はpαiseillesの 語 はpomme

(り ん ご),raisin(ぶ ど う),groseille(す ぐ り),poire(な し)を ふ くむ け

れ ど も,一 般 の(単 独 者 た ち の)フ ラ ン ス語 の 名 詞fruitに 絶 対 に一 致 す る こ

とが な く,ま た 同 様 にpoisson(魚),crevette(小 え び),mouette(か も

め),huitre(牡 蠣)を ひ と し く指 示 す るべ く存 在 す るcravouetteも 「海 の動

物 一 般 」 へ と抽 象 化 され ず,つ ね に個 々 の もの も しくは そ の全 体 と して の ぎ こ

ち な く幼 児 的 な具 体 性 を お びて 用 い られ るの で あ る。 こ こで考 察 して お き た い

の は,言 語 にお け る抽 象 性 は け つ して 言語 以 前 に あ た え られ た 「事 実 」 な る も

の に相 即 す る もの で は な い と い う ソ シ ュ ー ル 以 降 の一 般 言 語 学 上 の認 識 で あ

る。 言 語 の 抽 象 性 は,既 知 の 具 体 性 の ラ ン ダム さ か ら人 間 の意 識 を解 放 す る も

ので あ り,そ れ に よ つて こそ 人 間 は未 知 の もの へ と語 の外 延(ひ い て は みず か

らの思 惟)を 拡 張 して い くこ とが で き る。 だ が,同 時 に そ の カ テ ゴ リー化 能 力

はつ ね に この イデ オ ロギ ー と して の言 語 に支 配 さ れ け っ して無 色 透 明 な事 実

判 定 と はな りえ な い。 だ か ら一般 言 語 に対 置 して抽 象 性 を欠 い た エ オ リア ンが

登 場 す る こ とを,た とえ ばHerrenvolk(君 主 的 民 族)と い うナ チ 用語 の よ う

な イ デ オ ロギ ー的 概 念 が 芽 ば え る可 能 性 が,通 常 言 語 に は た えず 宿 命 と して つ

き ま と つて い る こ とへ の 示 唆 と して読 む こ と も可 能 で は な い だ ろ うか 。 世 界 を

支 配 した ヨー ロ ッパ の言 語 の,こ の危 険 な抽 象 化 へ の対 比 だ ろ うか,ト ゥル ニ

エ は ポ ール に こ う も語 らせ て い る。

抽象概念 の普遍性 もな ければ具体物を しめす豊富な語彙 もないエオ リア ンは,言 語 の

萌芽 にす ぎない。 とて も原始的な人 びとが話す ような,心 理現象 を大 ざ つばにあ らわ

す こと しかで きないことば なんだ。[157]

ここでわれわれは,前 節で検討 した原言語への夢想が,こ の場面でも登場人物

を支配 していることに気づかざるをえない。心身障害児たちとの,同 類意識を

ともなったジャンとポールのしたしさは,こ の点か ら説明できるだろう。

しか しエオ リアンにおいては 「枝葉末節は単語であり,沈 黙こそその本質で

ある」[156,原 文イタリック]。 ここでポールは,会 話の表出された部分(発
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話)と か くされた部分(文 脈)の 関係へとたちいった考察をする。ポールの考

察の前提となるのは,か んたんにまとあると 「対話者どうしのあいだの暗黙の

了解(共 通理解)の 多寡 によつて,水 面上に表出すべき発話部分の大小が反比

例的に決定す る」 という,コ ミュニケーション論の根底にある法則である。

「単独者」 どうしの対話に くらべ 「双生児」の対話 は共通理解がきわめて大き

いため,水 面上に表出する部分 はあまりに小 さく,第 三者は会話の内容を理解

できない。 エオリアンの場では共通の基盤(=沈 黙)こ そが伝達の本質をなし

ており,前 述の奇妙な語彙 は,補 助的にそえられているにす ぎない 「それ

は第三者は参加できない,発 話ではなく沈黙による対話だか ら,絶 対的な対話

だ。「重い」 ことばで交わされ 語 り手のふたこの兄弟というたつたひとりの

話 しあいてにしかむけられない,絶 対的な対話」[158-159]。 ここに原言語に

たいする渇仰の影をみつけようとすれば,そ れは容易である。前節で引用 した

ように,楽 園を追放 されたアダムとエヴァが,子 どもたちという第三者には理

解できない楽園の言語で話 しつづけたのではないか,と シスター ・ベア トリス

は夢想 している。 アダムとエヴァは,ほ んらい一体のヘルマプロディトスだ っ

たところをふたつに分離 して性差ができた,ふ たつでひとつの神話的双生児な

のである。そしてまたエオリアンの親密な重 さはただちに 『ガスパール』で語

られる 「果実=言 語」へとつながつてゆくことがここで確認 される。 しか しそ

の重い自閉性 は風神 アイオロス謝 に由来するエオ リアン(邦 訳では 「風の言

葉」)の 名にふさわしくない。沈黙のひとつひとつが双生児の真実の内奥に根

づいているこの情報交換システムについて,ポ ールもそれがじつは 「鉛のこと

ば」にほかならないことをみとあ,ジ ャンはこの重 さにたえられなかったのだ

ろうと述べる。エオリアンの名は,周 囲の家族がたんにふたりのひそひそ声か

ら風を連想 してつけた名称にすぎない。 じじつ,軽 快な風の言語 とでもいうべ

きものをポールが獲得するのは,小 説の最後で気象 との交感が可能になったと

きなのだ。 このように,『気象』は題名 どおり風のモチーフによつて執拗に飾

られている。海上に発生 した風が レ・ピエール ・ソナントへとおとずれるさま

を描写 した長い一文を冒頭にいただ くこの小説では,エ ドゥアールとアレクサ

ンドル兄弟の長兄ギュスターヴは嵐の日に事故死 し,ト マ ・クーセク神父は風

としての精霊を論 じ39),ポ ールはヴェネツィアで気象観測所の所員 ジュゼッ

ペ ・コロンボ40)にみちびかれて じぶんの運命と気象との不可視の関係を感 じる

のだ。ちなみに トゥルニエは,エ ッセイ 『精霊の風』の 「気象」と題された章で,

もともとはこの小説の題を 「精霊の風」とする構想だつたと書いている41)。
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エオ リアンの発動状態の多 くが重 く具体的な意味を含んだ沈黙の交換にある

ことをわれわれはみてきた。それは,ふ たつの体をもちなが らまるでひとつの

人格を共有 しているかのような彼 らの共通理解が,ほ とんど同一の基盤のうえ

に立っているからだということだった。だか らこそ沈黙が主導権をにぎり,抽

象性をいちじるしく欠いた語彙が両者の微細な差異をうあているわけである。

したがって沈黙の交換は,ま つたく同一のものの交換,有 限 ・既知のデータの

再確認であり,外 部の単独者たちがかれらにもたらすなにか新 しいもの,未 知

のものは,ふ たりでいるときにはたんねんに遮断されているといってよい。つ

まりここで双生状態は1個 の完全な閉鎖系のモデルとなってくる。エオリアン

をはじあとする,周 囲の単独者たちには理解できない 「交換」と 「二重性」に

裏 うちされたふた りだけの遊戯,こ れをふたりは 「ベップのあそび(jeude

Bep)」 と呼ぶ。 これは単独者たちとの接触で外気にさらされた身体からケガ

レを祓い,安 定 した双生状態をとりもどすたあにおこなう清あの儀式なのであ

る。 この性的に して宗教的な,遊 戯でありまた儀礼である同一性の確認作業

は,ふ たりが双生児という異能の怪物であることのいわば基盤なのであり,た

だ気 まぐれにとりおこなわれるものではない。ふた りが交換す る 「おな じも

の」はだか ら,上 に挙げた沈黙の言語だけにとどまらない。たとえば小説の冒

頭で最初に読者の注意を喚起する挿話であるりんごの交換。午睡からさあた7

歳のジャン=ポ ールが空腹をうつたえると,母 はりんごの実をひとつナイフで

割 つて半分ずつあたえる。するとそこでたちまち交換がとりおこなわれる。

それ ぞれ じぶんのぶんを子細 に調べ,な に もいわずに とりかえる。 この小 さな儀式 の

意味 を母 は理解 しようとはお もわない.子 どものただの気 ま ぐれでないことだけはわ

か つている。口いっぱい にりん ごを ほおば り,家族 が「エオ リア ン」と呼んでいるこの秘

密 のことばで,ふ たこはながなが とふ しぎなひそひそばな しをは じめ る。[10-11]

きわめて高い儀式性をともなう,同 一物の交換は,こ こではむかいあつておこ

なわれる。 しかし完全に閉 じた彼 らのシステムがより容易にとらえられるの

は,こ の交換が彼 らの肉体による円環構造をとってあらわれるときであろう。

昼間の単独者たちとの接触でゆ らいだ じぶんたちの位置関係をほんらいの双

生児の閉 じた関係に修正するために というよりもむしろ,は なれているこ

とから生 じた両者のあいだの差異をあとかたな く消 しさるために,夜 になると

ふたこは裸体でさかさまにか らみあい,い だきあう。そこでおこなわれるのは
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精 液 の交 換 で あ る 「ふ た こ ど う しで 合 体 す る と き,さ か さ まに 向 きあ つて

卵 形 を つ くる け ど,こ れ はつ ま り二 重 胎 児 の 合 体 だ。 この姿 勢 は,時 間 や人 生

の弁 証 法 に は巻 き こま れ な い そ と い うぼ くた ちの 決 意 表 明 な ん だ」[335]。 こ

の結 合 が形 成 す る もの,そ れ が 絶 対 的 原 初 の宇 宙 卵 で あ る とい う こ とは,ふ た

りの関 係 が 彼 ら じ しん に よ つて 「卵形 の愛 」 と も 「ふ た この フ ラス コ」 と もよ

ばれ て、・る こ とか らも あ き らか で あ ろ う。 各 国 の創 世 神 話 に お い て語 られ る,

天 地 創 造 以 前 の 宇 宙 卵 を 模 した ふ た この す が た はそ の ま ま,フ ァ ウス トが 人 工

生 命 を つ くつて 神 の 世 界 創 造 の まね び42)と した フ ラス コに もつ う じる。 精 液 は

その なか に遺 伝子 を含 ん だ,い わ ば液 体 とな つた情 報 で あ り,ほ ん らい な らば

生 殖(同 じす が た を した コ ピー を つ く る作 業)に つ か わ れ る もので あ る。 と こ

ろが この 場 で は そ の コ ピーが す で に い て,同 一 の情 報 を も つたDNAを 相 手 に

あ た え,相 手 か ら もそ れ を うけ と る。 とい う こ とは,単 独 者 の生 殖 行 為 と は ほ

ど とお い に もか か わ らず,や は り性 の い とな み以 外 の な に もので もな い この む

す ぼ れ は,む し ろ ゾ ウ リム シな どの繊 毛 虫 類 が お こな う 「接 合 」43)に はて しな

く近 い。 さ らに,こ こで ふ た りの す が た を,み ず か らの尾 を くわ え た蛇(ま た

は龍)す な わ ち ウ ロボ ロ ス44)の形 象 と解 釈 して み る と,無 限 に円 環 を な す 時 間

を こ こ に み る こ と もで き るの で は な い だ ろ うか 。 この 自 己完 結 性,円 環 の イ

メー ジは作 品 の そ こ ご こに発 見 さ れ る。 た とえ ば,ア レクサ ン ドル は 「ほん と

うの マ ス タ ー ベ ー シ ョ ンの 象 徴 は じぶ ん の しつ ぼ を くわ え た 蛇 だ 」[77]と 語

る。 ま た彼 が冗 談 ま じ りに夢 想 す る 「象 の鼻 を もつ ゴ ミ収 集 車 」45)の イ メー ジ

も,ナ ル シ シズ ム とウ ロボ ロス をつ な ぐ もの の ひ とつ で あ る。

シタの ダンプが道路 にあふれ,収 集人 たちに給仕 して もらつて,色 と りど りの供物 を

食べ させ て もらってい る。 〔…〕 ゴ ミ収集車 と象 は似て いる。象 の鼻 つ きダンプをつ

くるべ きだな。 ゴ ミ箱 を巻 きとって尻 にあける,な んてど うだ。で もその鼻だが,男

根の形 を してなけ りゃ。 それな らもうゴ ミ箱 はい らない。男根 は男根で尻 につ っこん

でい くか らな。 自家男色。[118]

あるいは彼がロアンヌの市営公衆浴場をおとずれたときのちょっとした騒動を

ここにつけくわえることもできるだろう。シャワーの順番待ちの番号札には6

ケタの数字が記されているが,最 初の3ケ タ(千 以上)は 朝のうちは変わらな

い大きな数字なので,係 員は下3ケ タを告げることになる。係員が969番 を読

みあげたとき,順 番を待つていた男たち全員がシャワールームに殺到 し,騒 動

になる。 じつのところ,順 番がきていたのは正確には 「696969」番であり,札
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の 上3ケ タが 共通 して696で は じま つて い た そ の朝 の客 た ちが,い つせ い に じ

ぶ ん の チ ケ ッ トを ひ つ く り か え し て し ま っ た た め に,そ の 朝 の 客 全 員 が

「-969」 番 に な つて しま つた の で あ る。 た が い が たが い の逆 で あ る た め に交 換

可 能 な6と9が,ジ ャ ン とポ ー ル の精 液 交 換 の ウ ロ ボ ロ ス に オ ー ヴ ァー ラ ップ

して くるの で はな い だ ろ うか(双 生 児 の対 称 性 につ いて はII-3,4を 参 照)。

ば あ い に よ って は,彼 らは,ベ ップ の あ そ び に周 囲 の ひ と び とを 巻 き こむ こ

と もあ る。 た とえ ば ジ ャ ンが母 と,ポ ー ルが 父 と,と い うふ う にべ つ べ つ に出

か け る こ とに な った ば あ い,ベ ップ の あ そ び の き ま りで は 「ぼ くた ちを 見 わ け

よ う とす る単 独 者 た ち の お も い あ が り」[243,ち な み に これ は ジ ャ ンの こ と

ば]の 裏 を か い て た が い が こ つそ りい れ か わ る こと に な つて い る46)。 これ は全

人 格 的 な交 換,肉 体 全 体 の交 換 と解 釈 す る こ とが で き るだ ろ う。

Ⅱ一2で は,ふ た りが 「双 生 児 の 直 感」 や 「エ オ リア ン」 と い っ た異 能 の も

ち ぬ しで あ る こ と,ふ た りが完 全 な同 一 性 を た もつて い るが ゆ え にな りた つ遊

戯=儀 式 「ベ ップ の あ そ び」 こそ,そ の異 能 に基 盤 を 提 供 して い る こ と,ま た

べ ップ の あ そ び が堅 持 す るふ た りの卵 形 の愛 が,原 初 の 全 に して一 な る宇 宙 卵

へ の 回帰 で あ る こ とを指 摘 した。 こ の同 一 性 は,し か し じ ょ じ ょにや ぶ られ,

た が い の相 違 が強 調 さ れ て くる よ うに な る。 宇 宙 卵 が 天 地,男 女,明 暗,善 悪

とい つた対 概 念 に分 裂 した よ うに,ま た楽 園 の ヘル マ プ ロ デ ィ トスが ア ダ ム と

エ ヴ ァに分 裂 した よ うに,こ の卵 形 の愛 もま た,ジ ャ ンの 要 素 と ポー ル の要 素

とに分 離 せ ざ る を え な い ので あ る(こ の分 割 の イ メ ー ジ は小説 で は,上 述 の り

ん ごを か わ き りに ア フ リカ大 陸 の エ ル=カ ンタ ラ と ジ ェル バ 島 の エル;カ ン タ

ラ,東 西 ベ ル リンな ど い た る と こ ろ に周 到 に配 置 され て い る)。 で は ジ ャ ンは,

卵 形 の愛 か ら離 脱 す る ど の よ うな要 素 を そ なえ て いた の だ ろ うか。 この 問題 は

双 生 児 の 「同一 性 」 の概 念 で は と らえ きれ な い。 そ こで 双生 児 につ い て考 慮 す

べ き も うひ とつ の概 念,す な わ ち 「相 補 性 」 の それ が こ こで浮 上 して く るで あ

ろ う。

3.相 補 的 な正 反 対

ヌヌ ー の見 世 もの小 屋 で シ ャム双 生 児 の 「ミイ ラ」 を 見 た シ ョッ クか ら立 ち

な お らな い うち に,ポ ー ル は さ らに大 きな衝 撃 を うけ る こ とに な る。 「縁 日の

洗 礼 」 の最 後 を か ざ る ロ ー タ ー の体 験 こ そ それ で あ り,こ こ にふ た た び修 理 工

場 の男(テ ィ フ ォー ジ ュ)が 介 入 して くる ので あ る。 小 屋 か ら出 て きた ジ ャ ン

は ひ と ごみ の な か,数 メ ー トル さ き に男 を 発 見 す る。 男 は力 く らべ ゲ ー ム機 で
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怪物的な力を発揮すると,拍 手喝采する見物人たちをおいてさつさとべつの背

の高いテントへと移動する。「ローター(ROTOR)」47)の 看板がかかったその

テントには見物用の有料の入口と体験用の無料の入口とがあり,男 は,そ して

ジャンも,有 料の入 り口のなかへとすがたを消す。 ポールは狼狽するが,エ

ドゥアールはポールをつれて平然と見物人用の入 り口にはいる。 ローターは巨

大な円筒形をな しており,そ のシリンダーが高速で回転すると,そ の底 にい

る,ジ ャンや修理工場の男など6人 ほどの体験者たちは,想 像を絶する遠心力

でシリンダーの鉄の内壁にへばりついて しまう。その底部をみおろす高みに位

置する見物人たちにまじって,父 のそばで肝を冷やしながらポールがみている

と,突 如 として床板がはずれ,円 筒はまるで底が抜 けた鍋のようになってしま

うが,不 可視の力によって物理的な礫刑に処せ られたかのような体験者たち

は,そ のまま落ちもせずに壁に圧 しつけられたまま回転をしいられる。おどろ

いたことに,や がて男は信 じられないほどの努力で遠心力にさからつて内壁を

踏みしめて,円 筒の中心軸に頭をむけて立ち,さ らに満身の力をこめて慎重に

となりのジャンを内壁からはがしはじめる。そして顔面蒼白のジャンをいだい

たまま,高 速回転の抵抗によってひしゃげた異形の顔で,内 壁に立ちつづける

のである。

この大男 を主人公 とす る前作 『オーヌの王』であきらかなように,テ ィ

フォージュは少年を肩にかかえさらつてゆくことを夢想 している一種の性倒錯

者である48)。『オーヌの王』においてティフォージュは,象 徴的な次元では食

人鬼であり,ゲ ーテのバラッドで有名になつた,子 どもをさらってゆくゲルマ

ン神話の 「榛の木の王」であり,さ いごには鉛のように重 い幼子 イエスを背

負つて河をわたる異貌の大男 レプロブス(聖 クリス トフォルス)へ と変貌をと

げる。ところで上に要約 した 『気象』 ローターの場面の年代設定はとうぜん,

ナチスのフランス侵攻(第10-12章)よ りもまえであり,テ ィフォージュに

は聖クリス トフォルスとしてはおろか 「はんの木の王」 としての召命 もまだで

ある。けれども,お そ らく前作最終部への暗示だろうか,テ ィフォージュに聖

クリス トフォルスのお もかげを付帯させるための描写を(こ の場面が修理工場

の男にたいするおそれと嫌悪で吐きそうになっているポールの目によって描写

されるにもかかわらず)ほ んのわずかなが らもトゥルニエが用意 していること

を指摘 しておきたい。そのひとつは,だ きあげられるまえのジャンのすがたが

以下のように描写され る部分である 「きみは背中で壁に横たわってい

た49)。というか手足だけでなく体の表面全体で,い や体そのものではりつけに
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なってる感 じだ」[166]。 ここでは 「はりつけ」 という語の用法が,レ プロブ

スがキリス トにつかえようと発心するきつかけとなる,魔 王を退散させた十字

架をイメージさせる。 もうひとつは高圧 となつてのしかかる遠心力にさか らい

なが ら内壁に立 とうとつ とめる男の描写 「〔…〕 ア トラスが地球に押 しつ

ぶされそうになって,そ れでもゆつくり立ちあがつて地球を肩のうえに持ちあ

げたみたいに,き みたちみんなを踏みつぶす巨大な見えないかかとと戦 って,

足をふんばり,し か しす こしずつ身を起 こし,い ま彼 は立 っていた」 〔…〕

[166-167]で ある。モロッコとアルジェ リアにまたがる山脈に名をの こし,

普通名詞 としては 「地図書」の意にもなつているように,天 空をせおう巨人で

プロメテウスの兄弟でもあるア トラスは,伝 統的にはもつばら全世界(地 球)

をせおつたすがたでえがかれる。叛乱のすえオリュンボス神族にやぶれて平定

されたときのいましあのすがたである50)。ア トラスはオ リュンボス神族以前の

神 とされるティタン神族出身で,そ れゆえギ リシア固有の表象 というよりもむ

しろ,聖 クリス トフォルス同様古代地中海世界の 「大力」の象徴 とみなされる

べきであろうOと ころでヤコポ ・ダ ・ヴァラッツォの 『黄金伝説」では,子 ど

もを対岸にわたしおおせたレプロブスが 「全世界をせおったにしてもおまえほ

ど重 くはなかつただろう」 というと,子 どもが 「おまえは全世界だけではなく

世界を創造 したものをせおったのだ」 と答えたことになっており,お そらく世

界を背負う大力の巨漢 という神話的基盤があって,ア トラスも聖クリス トフォ

ルスもその基盤にひきつけられたのだろう51)。修理工場の男はア トラスをつ う

じて聖クリス トフォルスに接近 しているのだ。 このように,こ の場面で彼は民

話の主人公のような超人性,異 形性を,こ とさらにせおわされている。それは

おそ らく 「魔」 との選遁をもつてふたこにそれぞれの通過儀礼を体験させるた

めの,戦 略ではないだろうか。 じじつ,候 補者を象徴的な死へとお くる恐怖こ

そが多 くの通過儀礼のかなめとなるのである。「魔」 との避遁は時 と場を周到

にえらんでおこなわれる。つまり昼でもなく夜で もない,も のの輪郭がさだか

でない時刻である夕方/宵(民 俗学で も言われるようにたそがれ=誰 ぞ彼,オ

ホマガ トキ=大 禍時/逢 魔刻である),周 縁的な土地 ボル トニデ=テ ルヌ/ヌ

ヌー(城 塞都市パ リの西の出口),周 縁的な場所(あ やしげな芸人や商売人が

交通する 「市」,そ して見世もの小屋)。 こうしてふた りのローター体験 は通過

儀礼の様相を帯びてくるのだ。たとえば死んだようにぐつたりとしたジャンは

十字架のキ リス トをおもわせる。
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そ して きみは,あ の男 の腕の なか に延 びて いた。 まつさお にな って,目 を閉 じて,死

んでいた。 そ う見 えたの もむ りはない。側板の表面 に押 しつぶ されたか とお もうと,

この見 えない鳥 もちか ら引 つばが され,こ ん どは肉でで きた ガー ゴイルの顔を した先

史時代 のけだ ものの腕 に抱 きす くめ られて るんだか ら。[167]

死の試練にさらされるのはジャンだけではない。 ポールはこのテントの無料の

入 り口を 「古代ローマのサーカスで野獣を通す通路みたいだ」[165]と 述べ る

のを手はじめに,つ よい恐怖をもつてシリンダーを 「魔女の鍋」[同],遠 心力

を 「拷問」[166]と よび,き ゃしゃなジャンのからだが遠心力と男の腕力 との

せめぎあいに巻きこまれて くだけて しまうのではと恐怖 し,男 のゆがんだ異貌

にはもっと深いおそれを感 じる。そしてジャンがぶ じローターからもどってく

ると,安 堵のあまり失神 して しまう。このように彼らはひとたび 「死ぬ」ので

ある。

この体験がふた りの決裂のは じまりとなることはいうまで もないだろ う。

「アダムー家」の両性具有のアダムがみずか らのうちなる定住民をエヴァとし

て 「身分け」 してもらつたように,い つてみれば,堅 固な宇宙卵を構成するふ

たこのジャン=ポ ールのうち,親=遠 心力の非定住民的気質をもっているのが

ジャンのほうであることがここであきらかになるのである。ジャンは彼のいう

「なんだかわからないもの 」[150]に 焦がれるのだ。定住

民 と遊牧民 という二項対立が トゥルニエの小説世界をつ うじて弁証法的に機能

していることは言を侯たない52)。もうひとつ指摘 してお くな ら,そ の 「冒険」

に 「かなりとくいだつた」[168]よ うにみえるジャンが死か らの帰還をやりと

げてすみやかに生のあたらしい段階へとすすんだのにくらべ,さ いごに気絶 し

て しまつたポールがなかばとりのこされているのだととれないこともないだろ

う。

Ⅱ一2で みたように神話的双生児が全にして一なる宇宙卵ならば,そ の 「全

体」にはとうぜん対立するふたつの概念がないまぜにとじこめられているはず

である。こうして変化を愛するジャンとそれをおそれるポールは,小 説のなか

で ごとごとにあい反するものの表象でありつづけることになる。ふたつの要素

は対立 し,と きに反発 しあうが,つ ねにたがいにおぎないあつてひとつの全体

をかたちつ くる。これが 「同一性」とな らぶ彼 らの 「相補性」である。第8章

において,織 物工場では分離を象徴する毛すきの工程(そ して毛すきの女工 ド

ニーズ ・マラカント)に ジャンは惹かれ,統 合を象徴する整経の工程(そ して

(je-ne-sais-quoi)
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整経 の女 工 イザ ベ ル ・ダ ウ ダル)に ポ ー ル は した しむ。 ジ ャ ンはふ た この 共 犯

関係 か らの が れ よ う とな に か と努 力 す るが,そ のつ ど ポ ー ル に よ つて(な か ば

は じぶ ん の意 志 で)脱 走 計 画 は つ い え去 つて しま う。 ポ ー ル は じぶ ん を ジ ュ ー

ル ・ヴ ェ ル ヌの 『80日 間 世 界 一 周』 の 主 人 公,な に ご と に つ けて も冷 静 沈 着

に して正 確 無 比 な イ ギ リス紳 士 の フ ィ リア ス ・フ ォ グ に,ジ ャ ンを お っ ち ょこ

ち ょ い で機 転 が き くそ の フ ラ ンス人 従 僕 ジ ャ ン ・パ ス パ ル トゥに な ぞ らえ る

(普 通 名 詞passe-partoutが ど の とび らを も あ け る こ とが で き る 「親 鍵 」 「合

鍵 」 で あ る こ と か ら も,ま さ に象 徴 的 な名 で あ る)。 この ほか トゥル ニ エ が 周

到 に用 意 し配 置 した二 項 対 立 を列 挙 す れ ば そ れ は き りが な く,ま た あ ま り意 味

もな い作 業 な ので,ア ル レ ッ ト ・ブ ール ー ミエが そ れ につ い て 簡便 な 表 を作 成

して い る こ とを 述 べ て お くに と ど あ る53)。完 全 に 同 一 と見 られ て い た ふ た こ

に,こ う して 対 立 と不 均 衡 とが もち こ まれ る。 トゥル ニ エが な ん らか の単 一 の

モ チ ー フ を く りか え す ば あ い,そ れ は世 界 の 神 話 に お な じモ チ ー フが存 在 す る

こ とを念 頭 に お いて の こ とで あ ろ う54)。す る と この相 補 的 に正 反 対 の兄 弟 とい

う主 題 は い っ た い どの よ うな 神 話 を 祖 形 と して も って い るの だ ろ うか。

「ア ダ ムー 家 」 を こ こで も手 が か り と して み よ う。 そ こで は 『創 世 記 』 第4

章 第1-16節 の 記 述 どお り に,楽 園 喪 失 後 は じめ て の罪=兄 弟 殺 しが お こな わ

れ る。 しか しそ れ に さ きだ って,そ こに はす で に神 の創 造 の ま ね び とい う一 種

の 罪 が 前 提 と して 存 在 した の で あ る。 す で に紹 介 した よ うに ア ダム とエ ヴ ァは

ほん ら い同 一 の 体 を も つて い た が,プ ラ ト ンの 『饗 宴 』 で ア リス トパ ネ ス が

語 つて い る ア ン ドロ ギ ュ ノ ス の よ う にふ た つ の部 分 にわ け られ た もの で あ る

(こ の部 分 は シス ター ・ゴー タマ の仮 説 に ほ ぼ一 致)。 ア ダム は遊 牧 民,エ ヴ ァ

は定 住 民 で あ る。 楽 園 追 放 後55)に息 子 た ち の物 語 が は じま る。 長 男 カ イ ンは母

に似 て 定 住 農耕 民 の気 質,弟 ア ベ ル は父 親 似 の牧 人 で あ る。 兄 は鋤 と鍬 で 土 地

を たが や し,楽 園 の 再 現 と い つた お もむ き の菜 園 を つ くる(『 気 象 』 後 半 部 の

人 工 庭 園 に符 合)。 神 の創 造 行 為 の こ う い つた模 倣 に 人 間 の傲 慢 と反 逆 を 見 て

と つた ヤ ハ ウ ェは,ア ベ ル が さ さ げ る子 や ぎや子 羊 を よ み し,カ イ ンが さ さ げ

る花 や 果 実 を つ きか え す56)。 そ して あ る 日ア ベ ル の家 畜 が 群 れ を な して カ イ ン

の 麦畑 と果 樹 園 に踏 み こみ,ア ベ ル が そ の こ とにつ い て あ や ま る ど こ ろか 兄 に

た い して軽 蔑 的 な態 度 に 出 た た め,カ イ ンは か つ と して鋤 で 弟 を殺 して しま う

(以 下 略)。 カ イ ン とア ベ ル の神 話 が,こ こで は トゥル ニ エ に よ つて 説 話 論 的 に

ふ く らま さ れ て再 話 が な さ れ て い る の が わか る だ ろ う。 そ して こ の神 話 は 『気

象 』 第21章 にす が た を あ らわ す の で あ る。1961年 の ベ ル リンの ソ ヴ ィ エ ト地



28

区でジャンをまちうけるポールは,突 然はじまった壁の建設という神話的な光

景にたちあうことになる。贈罪教会のゼーロス神父はベル リンの状況について

説教する。

「〔…〕 ドイツ人がおな じドイ ッ人に銃をむけて発砲 するのを見 てきま した し,悲 しい

か なこれか らも見て い くことにな りましょう.し か し兄弟殺 しはどんな世代,い つ の

世 に も、 見 られたで はあ りませんか.カ イ ンはアベル に言 つた 「さあ,野 原 へ行 こ

う」。 そ して彼 らが野 にいた とき,カ イ ンはその弟 アベルに立 ちむか つて彼 を殺 した。

〔…〕

この最初 の兄弟殺 しが,人 類の伝説や歴 史の場 で手本 の役 を果 た した といいます。

ヤコブとエサウはふ たこの兄弟ですが,聖 書 によれば生 まれ るまえか ら母 リベカの胎

内で争 つていま した57)。それ に レムスとロムルス,ア ンピオ ンとゼ トス,エ テオク レ

ス とポ リュネ イケ ス,み な兄弟 ど う し敵対 し,兄 弟 殺 しを な して きた ので す …」

[515]

ここに列挙されるのは古典世界における,あ い争 う兄弟たちの系譜である。

『創世記』でエサウは父イサクに愛され猟人 となり,ヤ コブは母 リベカに愛

され 「天幕に住み心一途な人 となつた」58)。トゥルニエはここか ら母→定住,

父→遊牧の図式をカインとアベルに導入 したのではあるまいか。ちなみに母の

お気に入りはじぶんであったとポールはいう。いつぼうジャンが父に気に入 ら

れていたかというと,父はふたりを区別することす らできないありさまである。

父 はあ る日,本 気半分冗談半分 で決め た。「ふ た こをかた つぼずつわ けよ うじゃない

か。 マ リア=バ ルバ ラはジ ャンをとりなさい,お 気 に入 りだ ろ。わた しはポールのほ

うにす るか ら」。 さて マ リア=バ ルバ ラのお気 に入 りは,ぼ くの ほうだ った。母 はそ

の ときまさ しくぼ くをかかえていたんだ。 そ して ジャ ンはというと,あ っけに とられ

ていた とい うか,や つば り半分 む っと して いた。だ って父が抱 きあげてつれて くふ り

を したのは ジャンのほ うだ つたんだか ら。[142]

ポールがとくに母の気に入りだつたという記述 はこの部分をのぞいてはとくに

しるされていないので,こ れを愛情をこあて母を回想するポールの独断 ときめ

つけるのはたやすい。 しか し小説の冒頭でマリア=バ ルバラが子 どもにもとめ

ていたものをみてみると 「ふたりの末つ子がこう奥手で成長がおそいと,マ リ

ア=バ ルバ ラは落ちつくし,安 心だ。 〔…〕子どもたちが凍 った魚や肉の燥製

を噛めるようになるくらい,と いうか ら3,4歳 になるまで,エ スキモーの母

親は乳をふ くませ るというのをあるとき読んで,彼 女は感動 した」[8]と い
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うふうに,子 どもをいつまでもそばにおきたいという意志が見える。とするな

らば,定 住民の資質をもつポールがあるいは運命的に母の寵愛をうけていたの

かもしれない(ち なみに母は対独 レジスタンスに連座 したかどでナチの捕虜 と

なり,二 度 とかえつてこなか つたが,そ れはもちろんジャンの出奔よりもまえ

のことである)。母に愛 されて天幕にとどまつた定住民ヤコブがポールにつな

がつてくるのはここだけではない。 じぶんが愛するダニエル少年をみずからの

「ふたこの兄弟」にしようとかんがえなが ら(Ⅱ 一5を 参照),ア レクサ ンドル

叔父がヤコブとエサウについて考察 している箇所をここに引用 してみよう。

ヤ コブとエサウ とい う敵対双生児 につ いて,聖 書 には母親の腹にいた ときか ら争 つて

いた と書 いてある。 エサウが さきに生 まれて きた とき,弟 にかか とをひ っつかまれて

たと も書 いてある。 いっ しょにか らみ あって生 きてた母胎の リンボか ら兄弟 を出 して

や るまいと したん だ,そ れ以外かんがえ られな い。[215]

このようにアレクサンドル叔父の解釈では,子 宮か ら出ていこうとする遊牧民

エサウをヤコブがひきとあようとしたことになっており,こ のすがたはのちの

ジャンとポールの関係にそのままスライ ドすることができるだろう。

壁建設によるベル リンの分裂劇がポールとジャンを永久 にひきさいて しま

う。『気象』でポールの遍歴の最終段階を用意することになる,こ の壁の建設

は,双 生児の分裂に完全にかさなるのだ。神父がヤコブとエサウのつぎにふれ

るふた組 こそ,あ い反する神話的双生児と壁の建設(都 市 は近代以前には城塞

都市であり,壁 の建設はすなわち都市の誕生である)と の密接な関係を物語る

祖形にほかならない。 レムスはロムルスがローマの壁をつくるのを妨害 してロ

ムルス(一 説にそのなかまのケレル)に 打ち殺されたとされる59)。またゼウス

とアンティオペの子で 「テバイのディオスクロイ」 とよばれるアンピオンとゼ

トスは敵対関係こそないものの,も の静かな音楽家の前者 と活動的な武人であ

る後者の意見はしば しば対立 した(ア ンピオンはヘルメスからさずか つた竪琴

の音で石材をうこか して城壁をつくつたことで知 られる)60)。 さいこのエテオ

クレスとポリュネイケスはオイディプスの息子たちで,ア ンピオンとゼ トス同

様テバイをあぐつて意見が対立 し,こ ちらは決闘のすえたがいに殺 しあって し

まう61)。この物語 は,エ ウリピデスの 「フェニキアの女たち」のもととなった

ものである。 このように 「対立する兄弟」の主題は,し ばしば都市の誕生へと

むすびつけられるのであり,ト ゥルニエがベルリンの壁の起源神話としてジャ
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ンとポ ー ル の分 裂 を語 って い る の だ と もい え る だ ろ う。 ま た ひ とつ の もの を争

う双生 児 とい う形 象 は,た とえ ば デ ィ ドロ の 『ダ ラ ンベ ール の 夢』 で 医 師 テ オ

フ イル ・ ド ・ボ ル ドゥが あ げ て い る ラバ ス タ ンス の シ ャ ム双 生 児 を お もわ せ る

もの で あ る62)。つ ね に ど ち らか い つぼ うに仮 死 状 態 が 交 互 にあ らわ れ る この双

生 児 を,ボ ル ドゥは カ ス トル とポ リュ デ ウ ケ ス に た とえ て い る。

しか し同 じ 「兄 弟 殺 し」 を前 提 と しなが ら,逆 に双 生 児 が 愛 と平 和 の表 象 と

して語 られ る とい う逆 説 的 な現 象 も 『気 象 』 に はみ う け られ る。

〔…〕人間 はだれで ももともとふ た この兄弟 を持 って る。妊婦 はだれで も胎内 に子 ど

もを 「ふた り」かかえて るんだ。 けど強い ほうは兄弟 がいるのががまん な らない。 な

んで もわ けあわな きゃいけないか らね。 で,母 親 の胎 内で しめ殺 しちゃ うん だ。 そ し

て,し め殺 した ら食べて しまう。それか ら生 まれて くるもんだか ら原罪 にまみれて る

し,孤 独 とい う刑 に服 して,罪 の烙 印 と して化 け ものみた いに背 が高 くな るつてわ

け。 〔…〕ぼ くた ちだ けが,い いかい,ぼ くたちだけが潔 白なんだ。 ぼ くたちだ けさ,

手 に手を とつて,く ち びるに兄弟愛 の ほほえみを うかべて この世 に出てきたのはぼ く

たちだ けなんだ よ。[169-170]

ここでは前述 したエサウとヤコブの争 いが胎内での兄弟殺 しへ と発展 してい

る。人間の起源に双生状態を措定 している点はシスター ・ゴータマの崎形起源

論とおな じであるが,ふ たつの相違点がある。ひとつはシスター ・ゴータマの

ほうが人間の系統発生の側面を問 うのにたいし,ポ ールが問題にしているのは'

個体発生 としての人間の誕生であること。 もうひとつはシスター ・ゴータマの

仮説では双生状態 との訣別はプラトンの 『饗宴』のアリス トパネスのアンドロ

ギュノス説をおもわせる 「分離」 というかたちをとっており,双 生状態への牧

歌的な郷愁すらおびているが,ポ ールの説ではそのわかれは双生児の一方が他

方を食ったのだという,カ ニバ リズムというす ぐれて神話的なイメージへと化

している点である。ポールにとっては,胎 内で平和に共存できたカップルだけ

がえらばれて双生児として現実世界へ とおくりだされるのだ。すべての 「単独

者」たちは原罪 としてこの兄弟殺 しというケガレをせおつた存在であり,つ ま

り双生児の異形は聖性いがいのなにものではなく,双 生児が しばしば肉体的に

虚弱で小柄なのも同胞を食 っていないせいだとポールは説いているのである。

以上のように 『気象』のなかで神話的双生児のイメージにつきまとう 「相補

性」のあらわれをみてきた。II-2で あつか つた 「同一性」とここであつかっ

た 「相補性」 とがカップルとしての双生児をとりまく状況である。とすれば,
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この きず な が分 裂 へ とむ か つた と き,カ ップ ル の ひ と りひ と りに お とず れ るの

は どの よ うな状 況 で あ ろ うか。

4.鏡 像 と分 身

『オ ー ヌ の王 』 の主 人 公 テ ィフ ォ ー ジ ュ はそ の 「不吉 な手 記 」 で,「 怪 物 」 が

「見 せ る」 こ と に 由来 す る と書 い た あ と 「怪 物 に な らな い た め に は,同 胞 に似

る こ と,種 に一 致 す る こ と,せ め て両 親 とお な じす が た を と る こ と だ」63)と の

べ て い る。 しか し同 胞(semblable)に あ ま り に似 て い る(semblable)ば あ

い に な る と,そ れ は過 度 の類 似 ≒ 同一 性 と い う も うひ とつ の過 剰 に い きつ くの

で はな い か。 じ つさ い彼 は カ ル テ ンボ ル ンの国 家 政 治 教 育 施 設 ナ ポ ラの も とで

はた ら きな が ら,ハ ロ とハ イ オ とい うひ と組 の酷 似 した双 生 児 に魅 せ られ て ゆ

く。

彼 はそれ までず っと双生 状態 とい うものに魅 せ られて きた。深 い ところになにか生命

力 を包蔵 して いて,そ こで肉体が魂をがん じが らめに して,じ ぶ んの気 ま ぐれに隷属

させて いるように,彼 には見え るのであ る。 自然 の気 ま ぐれによ つて,自 発的 にか強

制的 にか,い つぼ うの存在に他方の存在 の内面 の秘密 がすべて打 ち明け られる。 それ

はいつぼ うが他方の αtteregO(も うひとつ の自己)に なって いるか らだ。M)

テ ィ フ ォー ジ ュの ま え に完 全 な 「一 対 一 対 応 」 の神 秘 が 開 示 され る。 そ もそ も

彼 は 「い つさ い は徴 で あ る 」65)とい うそ の信 念 どお り,じ

ぶ ん を と り ま く小 さ な世 界(ミ ク ロ コ ス モ ス)と 全 世 界,さ らに は全 宇 宙 と

い っ た 大 き な 世 界(マ ク ロ コ ス モ ス)と の あ い だ に照 応(correspondance)

を読 み と り,解 読 しよ う と こ ころ み て きた の で あ る66)。 そ こ に あ らわ れ た 双生

児 は,た が い が た が い の 完 全 に 同 尺 の 索 引 も う ひ と りの じぶ ん(alter

ego)で あ る。 そ の 現 象 は ボ ル ヘ スが 『汚 辱 の 世 界 史 』 の 「エ トセ トラ」 に 引

用 した 「実 物 大 の地 図 」 の 幻 想 が あ た え る め ま い に も似 た お ど ろ きへ と つ な

が つて ゆ くの だ。 ハ ロ とハ イ オ が ナ ポ ラに入 学 して くる と,テ ィ フ ォ ー ジ ュ は

さ っそ く綿 密 な検 査 を と りお こな う。 行 動 パ タ ー ンの相 違 で はハ ロの ほ うが主

導 権 を に ぎ る こ とが 多 く,ハ イ オ は つ ね に防 禦 的 で あ り,こ こで も Ⅱ一3で と

りあ げ た相 補 性 が あ らわ れ て い る。 テ ィフ ォ ー ジ ュ はふ た りの身 体 的 な,目 に

見 え る差 異 を さ が そ う とや っき に な る が,そ れ は意 外 な と こ ろ にみ つ か る。 ひ

と りの人 間 の右 半 身 と左 半 身 は完 全 な線 対 称 で は な く,か な らず 微 妙 な相 違 が

あ る もの だ が,ハ ロの右 半 身 は ハ イ オ の左 半 身 に,ハ イ オ の右 半 身 はハ ロの左

(Tout est signe.)
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半 身 に,そ れ ぞ れ ぴ た り と一 致 す るの だ っ た。 この反 射 型 双 生 児(jumeaux-

miroirs)は,文 字 ど お り生 き た,3次 元 の 鏡 像 と い う こ とが で き るだ ろ う。

さて 『気 象 」 に は この,1個 の身 体 を解 読 す る鍵 と して の ふ た この 兄 弟 とい

うモ チ ー フが 継 承 され ポ ー ルが ジ ャ ンを じぶ ん の 「生 き た索 引」 と して と ら

え る こ と に な る一 「〔… 〕 ぼ くに は じぶ ん 自身 の,生 きた,正 真 正 銘 の絵 姿

が あ る。 ぼ くの謎 を みん な明 らか に して くれ る暗 号 解 読 用 の グ リ ッ ドが あ る。

ぼ くの頭 を,ぼ くの心 を,ぼ くの性 器 を,な ん の 齪 酷 もな く開 けて しま う鍵 が

あ る。 この絵 姿,こ の グ リ ッ ド,こ の鍵,そ れ はぼ くの ふ た この 兄弟,き み な

ん だ よ」[247]。 これ に さ きだ つ箇 所 で ポ ー ル は,鏡 や写 真 は うそつ きで あ り,

も うひ と りの じぶ ん で あ るふ た こ の兄 弟 が もつ 全 体 の 同一 性 に しく もの はな い

と して い る。 だか らこ そ,つ ま り,鏡 や 写 真 に うつ って い るそ の す が た が,ほ

ん と うに じぶ ん な のか,と い う疑 問 が お こ つて くるか ら こそ,か え つて ジ ャ ン

とポ ー ル は鏡 や写 真 に翻 弄 され あ る い はお しえ られ る こ と にな るの で あ る。

ふ た りが は じめて 身 分 証 明 書 を つ くる と き,エ ドゥアー ル と ポー ル は どち ら

か か た ほ うが 証 明 写 真 を撮 れ ば い い と主 張 す るが,ジ ャ ン は猛 反 対 す る。 け つ

き ょ くふ た りは駅 の 自動 撮 影 ブ ー ス に は い って6回 ず つ フ ラ ッ シ ュを浴 び る。

そ の 夜 エ ド ゥア ー ル は写 真 を ば らば らに切 りわ け,う つか り した ふ りを して

12枚 を ま ぜ て し ま い,じ ぶ ん の ぶ ん を と る よ う に ジ ャ ンに い う。 け れ ど も

ジ ャ ンに は,ど れ が じぶ ん の写 真 で ど れ が ポ ー ル の 写 真 か わ か らな い の だ っ

た。

心臓 が不安 に締 めつけ られると同時 にほおに血が のぼつた。 ほか に類のな い,そ の こ

ろ は じめて知 つた とくべつな不安 だ。 〔…〕 ポール とジャンを見 わける とい う,ぼ く

らのまわ りでみんな 日に何度 もぶ つか つてる問題 に,は じめてぼ くは直面 して,び っ

くり したん だ。 〔…〕鳴咽 がの どに こみ あげて きたけ ど,も うわ あわあ泣 く齢 で もな

し,ど うにか いい顔 をつ くつてみた。[242]

H-1の 冒 頭 に 引 い た,期 せ ず して ジ ャ ンが ポ ー ル とお な じ衣 類 を 買 って し

ま つた 「デ パ ー ト事 件 」 と な らん で,こ の で き ご とを,ジ ャ ンは 「ふ た つ の

ち ょ つと した こ つ け い な エ ピソ ー ド」 と よん で い る。 家 族 に と つて は笑 い ぐさ

で あ るに して も,「 卵 形 の 愛 」 の 重 圧 に苦 しむ ジ ャ ンを追 い つ め る に は じ ゅ う

ぶ ん な この ふ たつ ので き ご とが,「 ふ た この フ ラ ス コ に ひ び を 入 れ た 三 面 鏡 事

件 」 へ とつ なが り,子 ど も時 代 を 終 わ らせ た,と ジ ャ ン はみ な して い るの で あ

る。 ア ル テ ル ・エ ゴ と い う自 己の 完 全 な イ ンデ ッ ク スを もた な い 「単 独 者 」 に
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はこのようなことはない。たとえば 「黄金の しずく」の主人公,北 西サハラの

タベルバラというオアシスに住むイスラム教徒のイ ドリース少年は,じ ぶんが

うつつた写真を じぶんの一部,う しなわれた半身 としている。つまり彼はある

日とつぜんやつてきたヨーロッパ人女性に写真を撮 られるのだが,そ の写真に

ふたたびめ ぐりあうためにフランスへと旅立つのであるOこ の発想はさらに,

「ガスパール」におけるバルタザール王のような肖像嗜好症につながるだろう。

王子時代,彼 はある肖像画に恋するあまりその肖像画を手がかりに妻をえ ら

び,う まれた娘がその肖像画に似てくるようにと娘にそれをさずけるのだ。 こ

れ らがいずれも 「あらかじめ失われた半身」を渇仰する行為であることはまず

まちがいない(Ⅱ 一5)。 われわれはかつて,バ ルタザールが恋着する肖像画が

古い鏡の面をふさいでかかれていることに注目してきた67)。トゥルニエにあつ

ては写真や肖像画 と鏡はおうお うに しておきかえが可能なのではないだろう

か。

「デパー ト事件」の少 しあと,あ いかわ らず単独行動の不安な高揚感をたの

しんでいた13歳 のジャンは,あ る春の土曜日,ふ と立ちよつた店で帽子のかぶ

りぐあいをたしかめるために試着室へとはいつてゆ く。試着室の三面鏡で彼を

待ち うけていたのは,三 方から彼を見つめかえす 「鏡のなかの他人」であつ

た。

だれかがそ こにいた。 あのち つぼけな空間 のなかで,3つ になってすが たを映 してい

た。 だれ?た ず ねた とたんに,雷 み たいな音 をたてて答えが返 ってきた。 「ポール

だ!」 〔…〕 まさにその とき,ぼ くのなか にそつとす るような空虚がぽ つか りで きて,

このまま死 んで しま うん じゃないか つて不安で凍 りつ いて しまつた。だ つて ポールが

ここにいて三面鏡 のなか で生 きてるん な ら,ぼ く自身 は,ジ ャ ンは,ぼ くはもうどこ

に もいない,も う存在 していない じゃないか。[246]68)

「鏡のなかの他人」のモチーフは分身テーマの反転 したあらわれともいうべき

ものである。鏡のなかに他人を発見するおどろきは,あ る意味では特異なかた

ちによじれたナルシシズム状況 ともいえるだろう。ポールのほうはジャンぬき

にはじぶんの存在を確立 しえないのだが,そ れとは正反対に,上 の引用の最後

の部分にもあるように,ポ ールの存在は 「逆 ドッペルゲンガー」としてジャン

の存在をあやうくするにいたつている。 このほか,ポ ールがヴェネッィアで,

鏡によつてみずからの運命についてなにがしかの黙示をうける場面(ル ネサ ン

ス期にはヴェネツィアの鏡製造技術は世界の頂点だつた)も あるが,本 稿の流
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れ で は割 愛 せ ざ る を え な い。 しか し 「三 面 鏡 事 件 」 にお いて も 「ヴ ェ ネ ッ ィ ア

の鏡 」(こ れ はそ の第15章 の章 題 その もの とな って い る)の 黙 示 にお い て も,

鏡 に む か う ものが そ こに うつ しだ され る もの に 鏡 の まえ の ア リスの よ うに

つ よ く魅 せ られ つ つ もいだ くお そ れ が,意 識 変 容 状 態 へ の 入 り口 とな つて

い る こ とが 指 摘 で き る。 ヨー ロ ッパ で 古 来 つ か いふ る され て 力 を う しな つた か

に み え る 「ア レゴ リー と して の 鏡 」 は,ト ゥル ニ エの 世 界 で はい つ で も息 を ふ

きか え し,の ぞ き こむ ものを ひ きず りこみ さえ す るの だ69)。鏡 が古 来 よ り宗 教

儀 礼 に は欠 か せ な い 「ま じ もの 」 で あ っ た こ とを お もえ ば,『 気 象 』 や 『ガ ス

パ ー ル』 の なか で 鏡 が もつ 呪 術 性 は納 得 で き るだ ろ う70)。

Ⅱ一2,3,4で,わ れ わ れ は神 話 的 双 生 児 の 異 形 と異 能,つ ま り彼 らを 囲

続 す る幻 想 文 学 的 モ チ ー フを,「 同 一 性 」 テ ー マ,「 相 補 性 」 テ ー マ,「 分 身」

テ ー マ と い うふ うに主 題 別 に と りあ げ て きた。 これ らは す べ て双 生 児 とい う も

のが 通 常 の カ ップル に はあ りえ な い特 殊 な 人 間 関係 で あ る とい う前 提 か ら出発

して い る。 そ して,や が て は ポー ル や シ ス ター ・ゴー タマ の よ うな,人 間存 在

の根 源 に双 生 状 態 を 措 定 す る ヴ ィ ジ ョ ンへ と歩 を す す め て ゆ くの で あ る。

5.同 性 愛+近 親 相 姦 く双 生状 態

エ ドゥア ール の 弟 ア レクサ ン ドル もま た,テ ィ フ ォー ジ ュ とお な じよ うに,

双 生 児 に心 惹 か れ 魅 せ られ て ゆ く倒 錯 者 で あ る。 か れ は死 ん だ長 兄 ギ ュ ス ター

ヴ の あ とを つ いで 「都 市 家 庭 塵 芥 収 集 会 社 」 を と り しき って い る。 「塵 芥 の ダ

ンデ ィ」 を 自称 す る この お くれ て きた貴 族 主 義 者 は,ま た異 性 愛 者 の秩 序 の鼻

先 に過 激 な ア ンチ を つ きつ け る スキ ャ ン ダ ラス な 同性 愛 者 で もあ つて,と き と

して 少 年 を 狩 る 「ハ ンター」 と名 乗 る こ と もあ る。 彼 の周 囲 に は さ ま ざ ま な青

年 た ち や 少 年 た ちが あ らわ れ る。 た と え ば 少 年 期 に は,レ ン ヌの タ ボ ル 学 園

(第2章)の 少 年 結 社 フル ー レで 僚 友 だ つた トマ ・ク ー セ ク71)(の ち に神 父 と

な って ア レク サ ン ドル と再 会 す る)お よ び ラ フ ァエ ル ・ガ ネ シ ャ72)。成 人 後

は,ヴ ァ ンセ ン ヌの 森 で ハ ン トした 動 物 園 飼 育 係 ベ ル ナ ー ル(第5章),ロ ア

ンヌで や と つた 人 夫 の ひ と り ウ ス タ シ ュ ・ラ フ ィユ73)(第4,7章),カ サ ブ

ラ ンカ で ア レ クサ ン ドル が殺 害 され る遠 因 と もな る ム リ リ ョ74)(第13章)な

ど。 そ の な か で小 説 中 も っ と も重 要 な役 割 を は た す の は,ロ ア ンヌ の安 下 宿

く ラ ンデ ヴー ・デ ・グ リュテ ィエ〉 の女 主 人 の息 子 で ウ ス タ シュ の愛 人 で もあ

る,14歳 に しか み え な い18歳 の ダ ニ エ ル で あ る。 ダニ エル に惹 か れ た ア レク

サ ン ドル は,駅 舎 に くみ こま れ た高 級 な ター ミナ ル ホ テ ル と下 層 階 級 にふ さわ
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しいく グ リュ テ ィエ〉 の2軒 を 根 城 に,ロ ア ン ヌで 二 重 生 活 を送 る こ と に な

る。

ダニ エ ル へ の愛 情 は だ ん だ ん と運 命 的 な ものへ と深 ま つて,つ い に ア レクサ

ン ドル は彼 を じぶ ん の 「ふ た この兄 弟 」 にす る こと をか ん が え る に いた る。

おれ と正反対の服を着せ るなんて ごめんだ。 おれの 「悪趣 味」 にいたるまで,お れに

似て ほ しい。 ダニエル はダンデ ィにな るんだ,お れみたいに。

おれみ たいに?い つそおれ と 「そ つくり」 なんて どうだ。現物 にたがわぬおれの

コ ピーで もいいだ ろう。[213]75)

〔…〕 ダニエルはおれの6つ ポケ ッ トの 〔…〕刺 繍入 りのヴェス トにおれの南京木綿

のパ ンタロ ンを まとって,お れの腕 とつて レス トランかホテルにはい って くん だ。 お

か しなそ っくりさんだ。年が うんと離 れて るか らふ たこの息子 だな。 いや30年 まえ

の,世 慣れな いけどいきい きした,無 防備 でむ きだ しのおれ自身 か。[216]

脆 弱 で い つ も病 み あ が りの よ うに はか な い ダ ニ エ ル に た いす る愛 情 の 基 調 が,

ほか で もな い憐 欄 に あ る こ とを ア レク サ ン ドル は た び た び語 つて い る。 そ して

そ れ は若 い ころ の じぶ ん を ダニ エ ル に オ ー ヴ ァー ラ ップ させ て い る と こ ろか ら

きて い る 「ナ ル キ ッ ソ ス は お の が す が た を の ぞ き こん で,憐 欄 の涙 を 流

す」[214]。 これ よ りす こ しま え,ア レクサ ン ドル は古 本 屋 の店 さ き で手 に し

た語 源 辞 典 に み ち び か れ て,さ ま ざ ま な もの ご とを語 源 か ら考 察 す る と い う子

ど も じみ た た の しみ にふ け って い る の だが,こ こに もそ の一 例 が で て くる。 つ

ま り ア レ クサ ン ドル に よ れ ば,夜 が お と ず れ る と み な 男 も女 も,昼 の あ い だ

「存 在 」 して い た こ と につ か れ て しま うの だ が,そ の事 実 は フ ラ ン ス語exister

(存 在 す る)が ラ テ ン語sistereex(=etreassisdehors,外 に す わ って い る)

か ら きて い る こ とに もあ き らか だ とい うので あ る。 そ の疲 れ を いや す た あ に人

間 はだ れ も夜 に な る と反 対 方 向 に生 ま れ る(naitreal'envers)=「 遡 生 す

る」(d6naz"tre)必 要 が あ り,そ の た あ に 「ベ ッ ドの か た ち を と つた 疑 似 お か

あ さん」 が各 家 庭,各 寝 室 に そ な え られ る とい うわ けだ 。 こ こで 注 目 して お き

た い の は,ベ ッ ドの存 在 意 義 につ い て,ア レク サ ン ドルが 「ゴ ム製 の,ふ く ら

ま して使 う人 形 で,水 夫 が 強 制 禁 欲 を ごま か す の に 抱 くあ れ」[214]つ ま り

ダ ッチ ワ イ フ の よ う な もの だ と い って い る点 で あ る。 ア レク サ ン ドル は こ こ

で,性 的 な もの を前 性 的(pr6sexuel)な 意 味合 い で と らえ て い る ので あ り,

け つ して そ の逆 で は な い。 した が つて ア レク サ ン ドルが 倒 錯 者 で あ る と い う こ

と は,テ ィ フ ォー ジ ュや バ ル タザ ー ル が や は りそ うで あ る よ うに,セ ック スが
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秩序の制度 「再生産をおこなうワッフルの焼 き型」[215]と して確立

され抑圧される以前(も ちろん時間的な 「以前」 というよりもむしろ根源的な

「以前」である)の 自由への湖航をこころみる前性的人間だということにほか

ならない。危険な実践 と共同体への挑発をともなつたこの初源への果敢なアプ

ローチは,当 論文でたびたびとりあげてきたラルエ,ベ ア トリス,ゴ ータマら

の原初への妄執 とむすびつくものであるようにおもわれる。 じじつアレクサ ン

ドルは,再 現 された疑似子宮 としてのベッドをダニエルとともにすることにつ

いて,以 下のように述べている。

〔…〕 ベ ッ ドが母親 の腹な ら,そ こにや って きて,遡 生 しつ つおれ とい つ しょになる

男 は,お れの兄弟以外 にありえな い。ふた この兄弟 だ,と うぜん。 〔…〕

いと しいダニエル,遡 生 しておれの胸 に落ち るとき 〔…〕 おまえはおれの愛人 じゃ

ない。愛人なんてヘ テロの腐 つた匂 いがす るグロな ことばだ。 おれの弟 で もない.お

れ じしんだ.そ っ くり同 じもの どう しカップルでバ ランスを とつて,お れたちは白 く

て暗 い母 なる大船 に乗 つて流れてゆ こう。[215-216]

この と き彼 が め ざ して い る人 間 関係 の か な た に ひ とつ の イ デ ア と して,II-2

で と りあ げ た,ジ ャ ン とポ ー ル の ウ ロボ ロス的 閉 鎖 系 が み えて くるだ ろ う。

この よ うに ア レ クサ ン ドル は双 生 状 態 につ よ く心 惹 か れ る けれ ど も,そ の こ

こ ろ み は失 敗 に お わ る こ と に な る。 た と え ば 彼 は 第7章 「フ ィ リ ピ ン真 珠 」

で,ロ ア ン ヌの名 家 の末 商 で,若 くて美 しい レズ ビア ンの フ ァ ビエ ンヌ ・ ド ・

リボ ヴ ィ エか ら,ふ と した こ とで彼 女 の母 親 の代 の古 い血 塗 られ た因 縁 ば な し

を背 負 った ひ と組 の フ ィ リピ ン真 珠 の イ ア リン グを も ら う こと に な る。 い びつ

な いわ ゆ る バ ロ ックで,「 大 き さ も並 だ が,ふ た この姉 妹 ば りに そ つ く りな う

え に左 右 の ち が い が わ か る よ う にな らん で い る」[185]。 ふ た つ そ ろ う と 「一

生 あ そ ん で く らせ る ほ どの」[227]値 段 に な るが ひ とつ ひ とつ で は ろ くな 値 に

な らな い これ は,双 生 状 態 に あ って は完 全 に外 部 を遮 断 で き る力 を もちな

が ら,ひ と り ひ と り は体 輻 も小 さ く死 亡 率 も高 い,双 生 児 そ の もの で は な い

か。 そ して通 常 ひ とつ の殻 に ひ とつ の と ころ を,ふ たつ の真 珠 が ひ とつ の 貝 に

は い つて い る と ころ はま さに子 宮 内 の双 生 児 を お もわせ る。 フ ィ リ ピ ン真 珠 は

双生 児 の紋 章 な の だ。 ミラマ で の再 会 を期 して ア レク サ ン ドルが ダ ニ エル にそ

の か た ほ うを あ た え た の は この た め で あ ろ う。 しか しダ ニ エ ル とふ た りで フ ィ

リピ ン真珠 を頒 か ち もつ双 生 状 態 の夢 は消 え る。 ダニ エ ル は ア レクサ ン ドル に

会 うた め に,埋 め た て 地 に な る予 定 の,無 限 に広 大 な ミラ マ の塵 芥 収 集 場 に
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やつてきたが,ア レクサ ンドルがそのすがたを見たときにはダニエルは,生 ゴ

ミを栄養にして異様に肥えふとつたラットの大群におそわれ 月光のもとです

でになかば骨と化 して しまつていたのだ。夜明けが近づき,こ れまた怪物 じみ

た巨大なカモメの群れがいつものようにラットたちをおそいはじある。

ダニー….お れは これをさい ごと,か つ て顔 だった もののうえ にかがみ こむ。両眼 は

眼窩 の空洞 を さらし,ほ おは喰 いちぎ られて歯が見 えて いる。そ して耳 は….真 珠母

色のかがや くものがひ とつ,見 る もおぞま しいこの顔の横 に。身をかが めるとフィ リ

ピン真珠 のイ ア リング。 そのふ た この姉 はおれが持 つて る。 お れの ところに くるか

ら,ダ ニエルは これをつけてたのか!こ の魔法 のイア リングが,き きわ けのな い生

徒の耳 を引 っぱ るみたい に,ダ ニエルを おれの車両 のほ うに引 きよせたん じゃない

か,そ んな ことまでかんがえて しま う。[264]

ダ ニ エ ル を う しな つた ア レ クサ ン ドル は,第11章 で は ドイ ッ軍 占領 下 のパ リ

に お い て は,ロ ア ンヌ い らいの 盟 友 で,み ず か らの も うひ とつ の分 身 と もい う

べ き犬 の サ ム に も逃 げ られ あ らため て ひ と り にな つて しま う。 少 年 ム リ リ ョ

を め ぐ つて,カ サ ブ ラ ンカ港 の ピー ナ ッ倉 庫 で ア ラ ブ人 た ち と さ しち が え る こ

とを覚 悟 した彼 は,あ えて 挑 発 的 に フ ィ リ ピ ン真珠 の イ ア リン グを両 耳 に つ け

た ま ま死 地 へ と お もむ く(第13章)。 この よ う に,フ ィ リピ ン真 珠 が ア レ クサ

ン ドル の運 命 を 左 右 す る ほ どの 力 を も って い る と い つて も過 言 で は な い だ ろ

う。

ア レク サ ン ドル が心 惹 か れ る も の は か な らず 双 生 状 態 の 刻 印 が押 され て い

る。 た とえ ば コ ピー。 彼 は ま が い もの の古 い家 具 の愛 好 家76)で,ほ ん もの よ り

も模 造 品 を この み,ギ リシ ア哲 学 の図 式 をパ ロ デ ィ的 につ か つて そ の コ ピー趣

味 を説 明 す る 「イ デ ア は物 に ま さ り,イ デ アの イ デ ア は イデ ア に ま さ る。

よ つて,模 造 品 は模 造 さ れ る物 に ま さ る,な ん と なれ ば 模 造 品 はそ の物 プ ラ ス

模 造 の 努 力 だ か ら」[86]。 「模 造 の努 力」 が 前 述 の ダニ エ ル の 双 生 児 化 に つ な

が るか ど うか は お く と して も,じ つ さ い ア レク サ ン ドル は 「イ デ アの イデ ア」

や 「コ ピー の コ ピー」 と い った も の の二 重 性 を崇 高 な もの と して渇 仰 して い

る。 か れ が ダニ エ ル に魅 せ られ る の も,も と は と いえ ば ダ ニ エル が ウ ス タ シ ュ

の もの,つ ま り じぶ ん の 「獲 物 の獲 物 」(第4章 の題)だ つた か らに ほ か な ら

な い の で あ る。 ま た コ ピー と と もに ア レク サ ン ドルが 気 にか け るの が遍 在 性 で

あ る。 カ サ ブ ラ ンカ で彼 は 「遍 在 者 」77)と よぶ こ と に な る少 年 に出 会 う。 あ る

と ころ で み か け た少 年 が,そ のす ぐあ と ま つ た くべ つ の と こ ろで 発 見 され るの
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だ 「あの子 が空 中飛行 の能力 を もって いると認 め るべ きだろ うか?」

[326]。1度 目に出会 つたときはなん ともおもわなかつたのに,お な じ日に2

度目に出会ったときにつよく心惹かれるのはなぜか,そ れはじぶんが遍在性に

恋 しているからだ,と 彼 は自問自答する。 しかし 「あれはふたこの兄弟なので

は?」 という避 けたいが避 けがたい仮説がアレクサンドルのなかでじょじょに

頭をもたげはじあるのだ。

遍在 と見え たのは,た だ双生状態が隠れてただ けだ つたんだ。 それは一 時的に こわれ

た双生状態で もある。遍在 して見え るには,ふ た こが連続 して,べ つべつにあ らわれ

なけれ ばな らないか らだ。 〔…〕遍 在 してい るよ うに見え たの は,じ つ はふた この

「か たわれ」だ。つ まりその横 には空白,つ よく 「存在を呼ぶ声 」,兄弟不在 の空 白が

あつて,い やお うな しにおれ はそ こにす いこまれたわ けだ。[330]

けっきょくアレクサ ンドルは 「遍在者」が泊 まつているホテルに問いあわせ

て,彼 らがジャンとポール ・シュラン じぶんの甥たちであることを知 らさ

れるが,ふ たりにもエ ドゥアールにも会おうとはせずに死んで しまう。双生状

態にごがれる単独者はこうして双生状態 と遍在のか くれた関係をつきとある。

いつぼうポールは,ジ ャンを追 って世界を経めぐるうち,ジ ャンに会つた人た

ちから必ずジャンだとおもわれる運命にある。そして旅の果てにポールは,お

な じ真理を逆方 向か ら把握 する 「引 きはなされ た双生状態=遍 在性」

[536]。

本節ではジャンとポール(そ してわずかながらアレクサ ンドル)を めぐつ

て,双 生児の異形性,そ して異形ゆえに措定された根源性にふれてきた。人間

関係の根底に双生状態を夢想する 『気象』の一大公式について トゥルニエは,

のちに 『精霊の風』の 「気象」 と題する章をまるまるあてて,双 生児と異能,

超常現象,性 的逸脱の関係について 『気象』をたたき台に論 じている。

ふた りのパー トナー どうしの直接 かつ完全な調 整が,双 生児 には誕生時 か らあたえ ら

れて いる。 〔…〕

彼 らの同性愛や近親 相姦 について語 るべ きか?ま ずその必要 はない。 このふ たつ

の語 がたば にな つてかか つて も,弱 す ぎて双生児 の現実 を説 明で きないのだ。 〔…〕

これ こそ正 真正銘 のオ リジナルで,近 親相姦 と同性愛 がその不器用 な コピーをと つて

いるのであ る。78)

遍 在性=引 きはなされた双生状態

この公式 は,街 のなかの離 れた複数地点 に,数 分 間隔であ らわれるふ た このか くれ
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んぼを見 て,ア レクサ ン ドルの脳裡 にひ らめいた。つ ま り,は じめ彼がお もった よう

に もしただひ とりの人物 しかいないのな ら,遍 在 の才能が なければな らな いわ けであ

る.こ れ はポールが小説全体 の結末 で発見 した公式 の逆 だ。E=mc2の 公式 がア イン

シュタイ ン物理学 をかざるよ うに,ポ ールの式が小説をか ざる。

引 きはなされ た双生状態 一遍在性79)

「気象」全体をつ うじてあらわれる,イ デアとしての双生状態のイメージ,そ

のあらわれのひとつひとつがあまりにも多様で,と きには両立 しえないほどの

矛盾をかかえているように見えること80)は,冒 頭に指摘 したとおりである。 し

か し本節で(そ してその考察は必然 として,つ ねに 「異形」の考察へとくりか

え しくりかえしもどることになつたが),神 話 ・象徴的 レヴェルではそれらの

表象がたがいに通底することをわれわれは確認 しえたとお もう。かえつてその

矛盾すれすれの過剰なまでの多様性ゆえに,「 この世な らぬ ものたち」 として

の双生児のイメージは,豊 饒なものとなつているのではないだろうか。

皿 排除される逸脱者たち

1.同 性 愛 と異 形

『オ ー ヌ の王 』 で,怪 物 にな らな いた め の 条 件 に つ い て テ ィ フ ォー ジ ュが書

い て い た部 分 を,も うい ち ど,こ ん ど はす こ し長 く引 用 して み た い。

怪物 にな らないためには,同 胞 に似 る こと,種 に一致す ること,せ めて両親 とおな じ

すがたを とる ことだ。 または子孫 を持つ こと,そ れ な ら新種の増殖 という鎖で1番 目

の輪 になれ る。 怪物 は繁殖 しないのだ。6本 脚 の仔牛 は育 た ない。螺馬 や け ってい

〔螺馬 とは逆 に牝騙馬 と牡馬 の雑種〕 には生殖能 力がない。 実験が失敗 だ とお もつた

らさ つさ と切 り上 げるのが 自然 の意志 とい うやつ なのだろう.81)

怪物の定義はさまざまであるが,こ こでは引用にしたがつて自然の気まぐれの

結果 としておこう。上のティフォージュの命題を論理学でいう 「逆」にすれ

ば,怪 物の特徴のひとつがうかびあがつてくる。すなわち生殖能力の欠如であ

る。さて,神 話の文脈では,能 力の欠如(生 殖できない)と 意図的な反逆(生 殖 し

ない)は 等号でむすばれる。古来,怪 物を宗教的に認知するかどうかでキリス

ト教内部には論争があったが82),一 見その争点は形態異常にあつたように見え

なが ら,じ つのところは生殖 という義務への不参加 という,い つてみれば宗教

イデオロギー的な問題が隠蔽されていたのではないか,と 仮想 してみたい。
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ヘ ブ ライ ズ ム の 出発 点 と もい うべ き 「創 世 記」 の 第9章 第6-7節 で,洪 水

を の りき つた ノ アー 家 と契 約 を む す ぶ まえ に,神 は彼 らを祝 福 して い うに は

「人 の血 を流 す ものが あ っ た ら,/他 の 人 に よ って そ の血 は流 され る。 神

は そ の像 の通 りに,/人 を お創 りに な つ たか ら。/君 た ち はふ え か つ増 して,

地 に満 ち,地 を支 配 せ よ」83)。 こ こ に宗 教 イ デ オ ロギ ーの 命題 が い くつ か読 み

とれ よ う。

i)人 間とは神の姿のコピーである 〔明示された大前提〕

ii)人 間の義務は増殖することにある 〔明示された小前提〕

皿)人 間の義務は,神 として地上を支配することである 〔隠蔽された結論〕

『ガスパール』のバルタザールは聖書を読むことで,こ の論理を発見す ること

になる別)。くわえて,バ ルタザールの国のようにセム系の宗教で偶像崇拝が禁

じられ 肖像画や人物彫刻が忌避されていることをかんがえれば,生 殖以外の

方法による人間複製の禁止がか くされてあることはあきらかであろう。なんと

なれば,そ れは神が土をこねて単性生殖的にアダムを創造 した行為のまねびで

あり,反 逆 として解釈されるからだ。 この違反には以下のようなものが想定さ

れる(す でに存在する人間の個体数を減少させる殺人および自殺をのぞ く)。

A.生 殖 の リンク へ の不 参 加

A1.同 性 愛 そ の他 の性 的倒 錯

A2.膣 外 射 精(オ ナ ン),転 じて マ ス ター ベ ー シ ョン

A3.不 妊

B.神 の創 造 へ の挑 戦

B1.偶 像 崇 拝

B2.人 造 人 間 の作 成

B2a.ア ン ドロイ ド(ア ル ベ ル トゥス ・マ グ ヌ ス の伝 説)85)

B2b.ホ ム ン クル ス(フ ァウ ス ト伝 説)

むろんこれは便宜的な分類であり,た とえばB2aに 属するピグマ リオニズム

(人形愛)は またB1に もつながる。ばあいによつてA3以 外のすべてがA1

へと収敏される可能性 もある。 ここで注目したいのは,怪 物の条件である生殖

能力の欠如がA3の 変種としてみとめられる点だろう。上の表 に怪物が参加
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することで,た とえばメアリ・シェリーのフランケンシュタイン博士のように

傲慢の罪をまぬがれえない,B2に 相当するマッドサイエンティス ト,つ まり

怪物をつくるものが,怪 物そのものと同列になってしまう。怪物はえ らんで怪

物になつたわけではないが,こ の論理では意図の有無を顧慮することがない。

さらに注意すべきことに,倒 錯者さえも怪物 と同罪となつて しまうのである。

トゥルニエの小説にしばしば登場する性的倒錯者たちがあきらかにするのは

この事情なのである。アレクサンドルの,生 殖行為にたいする深い軽蔑と呪誼

は,本 稿Ⅱ一5の 引用にもあきらかなように,か れの語 りのなかで もきわめて

大 きな要素 となつている86)。そもそもダンディズムじたいがその反自然への志

向性によって同性愛 とむすびつけられているのは,オ スカー ・ワイル ドの例を

出すまでもない(ダ ンディズムはキリス ト教を前提とするものなので,古 代ギ

リシアの同性愛はやや事情を異とする)。 アレクサンドルがなにかというと孤

独を愛 し,孤 高であることを重視するのには,か れのいう 「ヘテロども」が群

れをなす ことへの,ま たかれ らがそのことに無自覚なことへの,い わばイデオ

ロギー的な椰楡の側面があるのではないだろうか。

アレクサンドルはまた,じ ぶんの同性愛がどのようなものなのかについて,

文化人類学の言説を戯画化するかのような語りくちで説明 している。かれは3

重の同心円を呈示 し,中 心か らA,B,Cと しるす(こ れは聖ブリジット学園

の障害児サークルにつづいてあらわれるふたつめの同心 円である)。Aは 家

族,Cは 野蛮な未知の領域で,そ れぞれ族外婚(exogamie)と 族内婚(en-

dogamie)の おきてによって性的探索を禁 じられてお り,そ れは異性愛者た

ちによってお しつけられた制度だという。そ してアレクサンドルによれば,か

れの性欲はきわめて強い遠心力を有 しているのだ。 じじつ成人 したアレクサン

ドルが関係をもつ青年,少 年は人夫や飼育係など,下 層階級 とみなされていた

肉体労働者たちである 「セックスの遠心力でおれは,じ ぶん自身の外にほ

うり出されて,だ れかの腕のなかや股のあいだにいた…。だれでもいい。取次

人,肉 屋の小僧,配 達人,運 転手,体 操選手,な どなど,若 い男で,素 性や出

がいや しくておれの育 ちか ら遠 ければ遠いほど,お れは強い魅力を感 じた」

[287]。 またフェンシングの達人で男以上の男を自負する彼の同性愛の根底に

は同時に,求 心力としてのナルシシズムもあるという一 「〔…〕同性愛の源

泉にはナルシシズムがあって,お れが他人の性器をつかんでよろこばせる手だ

れなのも,飼 いならしたりおだてたり,じ ぶんので経験を積んできたか らだ」

[288]。 アレクサ ンドルは,し たがって じぶんの同性愛は族内婚,族 外婚の双
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方にそむき,異 性愛を二重 に愚弄するものだと結論づける。

〔…〕 おれ はいつ も獲物 を 「遠 す ぎる」 ところで さが して きた。Cの 領域 は族 内婚 の

掟 では禁漁 区だ。 だがその獲物 はおれと兄弟関係,同 一人物 と しての ナルシスティ ッ

クな関係 を もつ一 い ってみれば族外婚の掟で禁 じられた中心 の円Aに つれて って,

そ こで いただ くわけだ。 おれの独創性,「 は らわたに しみ こん だ犯罪」 てやつ は,ひ

とえに中間地帯Bに 興味が ほとん どないのが原因だ。[288]

ブールー ミエにならってアレクサンドルを 「あい反するものの一致」の乱暴な

体現者 としてみることもできよう87)。たとえば男以上に強い男でありなが ら,

女から男をうばう女以上の女。ロァンヌで,タ ー ミナルホテルでは市のおえ ら

がたから 「ムッシュー ・シュラン」と呼ばれ,〈 グリュティエ〉では人夫たち

から 「アレックスさん」 と呼ばれる二重生活。頭からつまさきまで一分のすき

もな く完壁に着飾 るダンディにして,塵 芥の王国に君臨する王。いずれ も対立

するふたつの要素をないあわせるアレクサンドルの 「ひとり双生児」のあらわ

れである。 この二重性についての研究はべつの機会にまわして,こ こではほん

らいの流れにもどつて,「異性愛者」や 「単独者」の世界が異形を排除するの

に対抗するアレクサ ンドルが 『気象』ではたす機能をみていくことにする。

2.制 度への挑発行為

ロアンヌでアレクサンドルが管理す ることになるのは,「悪魔の穴」 とよば

れる巨大なゴミ捨て場である。彼は市の嘱託としてゴミ処理を管理 し,そ のう

えにスタジアムや公園をつ くれるように埋めたてる仕事をひきうける。 ところ

で彼は,日 々 ロアンヌが出すoms(orduresmenageres,家 庭 ゴ ミ)の 量,

構成要素,omsに たいする市の対応について,専 門家の眼で冷静かつ的確に

臆わけし,そ れをもとにロアンヌの町がどういう町で,市 民生活がどのように

いとなまれているかを分析 している。 この手法の根底には 「社会は,そ の廃棄

するものによつて定義 される」[204]88)と いう命題がある。アレクサンドルに

賦与 された視点 はフーコーもしくはアナール派歴史学の立場に近い。彼にとつ

てゴミはティフォージュのいう 「徴」であり,人 間なるもののすべてなのだ。

あるとき市議会は,家 庭ゴミの焼却処理の可能性について検討 しはじあ,市

内のクズ屋たちや 「悪魔の穴」ではたらく人夫たちは騒然 とする。アレクサン

ドルはゴミの存在そのものを隠蔽 して しまおうとする焼却処理に強い反掻をお

ぼえる一 「不意打ちだ。クズ屋商売の存在そのものを根絶やしにしようとい
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う攻撃だ。物質的な攻撃 にとどまらず,精 神的な攻撃で もある。焼却工場

(usinesd'incin6ration)の 火 は異端裁判所(Inquisition)の 火 に通 じるか

ら。おれたちから見ればまちがいなく,お れたちの体 と心が規則にしばられな

いか ら,炎 に投げこもうとたくらんでるんだ」[102-103]。 焼却炉の猛火は,

不当な異端審問,火 刑台の火と同一視される。そ して彼 は第5章 「天国 と地

獄」で,『神曲』にも似た冥界めぐりを体験することになる。まず ヴァンセン

ヌの森で飼育係ベルナールをハントした帰 り,彼 は数人の警官と乱闘になり,

留置場で一夜をすごす。クーセク神父の助力で釈放されると,つ づいてイシー

=レ=ム リノーにある近代的なゴ ミ焼却工場を視察する。警察は煉獄だつた

が,焼 却工場は地獄だつた。彼が焼却工場に見たものは,個 なるものを機械的

に焼 きほろぼす人工地獄の業火の,想 像を絶する冷徹さである。彼はひどく傷

つけられ 恐怖する。

個 性 も思 い出 もことば も,濃 い色 もうすい色 も,趣 味 も嫌悪 もみんな,omsと いつ

しょに炎 のなかにす べ り落 ちてい く。微妙 な感 じとか ニュァ ンスとか,存 在のなか に

あ る,ま ね よ うも置 きかえ よ うもない ものがみん な,怒 りにまかせて絶滅 させ られ

る。 〔…〕 真相 は,ス クェアな連 中が周縁の存在 を灰 と変ぜ しめ無 に帰 せ しめ る,完

全 かつ決 定的 な勝利 を,こ の地獄 は具体 的に しめ して いる って とこだ。火でomsを

破壊 して,異 性愛 社会 は,統 一化 ・一様 化 にむけて大 き く一 歩 を踏 みだ した。異 な

る,思 いが けない,創 造性 を帯 びたもの をすべて排除す る方向 に。[120-121]

た しかにゴミは共同体内部の余剰,ケ ガレである。 しかしそれを隠蔽 しようと

する共同体の衛生幻想は,あ らゆる 「ゆ らぎ」を消去する全体主義へ とつな

がつてゆく。 フランス語のd6chetやracailleが モノにたいしてもちい られる

ときは 「クズ」を意味 しながら,人 間にたいしてもちいられるときは 「社会の

クズ」を意味することをかんがえあわせれば,こ の不潔恐怖症がそのまま共同

体の構成員の漂白へ とつながることはあきらかだろう。アレクサンドルの肝を

冷やすものがこれである。異形性を背負 った構成員をしらみつぶ しに発掘 し,

それに共同体内部のすべての負性を投射 したうえで,ス ケープゴー トとして外

部へ と駆逐 して共同体の安定をはかるという手段は,古 来か らさかんにおこな

われていた89)。焼却工場 の火が喚起す るのはアウシュヴィッのガス室でもあ

る。アレクサンドルは焼却工場をおとずれるまえに,ヒ トラーの同性愛者狩り

を耳にするが,同 性愛者を社会の無理解にさらされる一種のエリートとしてみ

る彼は,の ちのユダヤ人虐殺を予言す る。 これこそが,「徴」を読むというこ
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とで あ る。

なん と不可 思議 な運 命の暗合!ま さにomsの 焼 却が話題 に なっていた その とき,

不 吉な ウワサが ドイ ツか ら伝 わ ってきた。 ア ドルフ ・ヒトラーが考えてた ことを実行

す る準備 の さいち ゅうだ とい う。 同性愛者 が大量 に逮捕 され,法 にふれ ることはなん

に もしてないのに,強 制収用所 に閉 じこめ られ て,ひ どいあつか いを うけて死んで い

くのだ。 〔…〕 い つたん口火 を切 られた ら,暴 君 はほかの少数派 エ リー トを攻撃 して,

司祭,大 学教授,作 家,ユ ダヤ人,組 合長,〔 …〕 みんな死体処理場送 りだぞ,わ か

らないのか?[103]

ナチスの巧妙な宣伝戦略が政治パ ンフレットなどで国民の性生活の監視,逸 脱

の弾 劾 に む か つた こ とは知 られ て い るgo)。ユ ダヤ 人 と ジ プ シー は怪 物 と して ほ

うむ られ るべ きだ とされ,バ イ シ ンメ トリーの 崎 形 者 た ち は子 孫 を つ くる権 利

を剥 奪 さ れ(皿 一1冒 頭 の 引 用 を参 照),ま た 「安 楽 死 計 画 」 に よ って,医 学 実

験 の材 料 に さ れ る ユ ダヤ人 や こび と もい た。 た とえ ば 収 容 され た もの が 真 空死

の実 験 台 とな り,フ リー トリ ヒ ・メ ンゲ レは双 生 児 に よ る対 照 実 験(同 時 に ク

ロ ロ フ ォル ムを注 射 され て死 ん だ双 生 児 を同 時 に解 剖 す る)に 熱 中 した91)。 こ

うい った大 虐 殺 は トゥル ニ エ に あ つて は大 き な モ チ ー フの ひ とつ で あ る(た と

え ば 『オ ー ヌ の王 」 『気 象 』 に お け る ナ チ,『 マ タ イ に よ る福 音 書 』 第2章 第

16-18節 を も と に した 『ガ スパ ー ル』 に お け る ヘ ロデ王 に よ るベ ッ レヘ ムの

子 ど も た ち の 大 量 殺 獄,『 ジ ル と ジ ャ ン ヌ」 の ジ ル ・ ド ・ レに よ る幼 児 の 供

犠)。 ナ チ スに か ん して い え ば,の ち に ア レ クサ ン ドル は 占領 下 の ひ とけ の な

いパ リで,運 命 的 な一 瞬 の 出会 い を体 験 す る こ とに な る。 エ ッ フェ ル塔 を バ ッ

ク に記 念 写 真 を撮 つて い る ドイ ッの軍 人 の一 団 を偶 然 見 て しま うのだ 。

だれだかす ぐわか つた。前面が おそろ しくせ りあが つた平たい軍 帽,鼻 の下 のち ょび

髭 のせいでます ます のつぺ り して見え る顔,な により魚が死んだ ようななんに も見 て

ない青緑 の目,〔…〕最大 の異性愛者,ド イツ帝国総統 ア ドル フ ・ヘテ ロセ クシャル,

おれの同胞 を毒牙 にかけ,恐 怖 の収容所で非業の死をふ りまいた茶色の悪魔。 出会 い

は運命 の必然 だ つた。 しか もほかな らぬ エ ッフェルペニスの影で。塵芥帝国か らはせ

参 じた汚物王子 と空飛ぶ納骨堂 か ら舞 いお りたベル ヒテスガーデ ンの禿鷲 は,一 年で

いちばん長 い昼 の太陽が輝か しいフ ァンフ ァー レとなって爆発す る1940年6月23日

日曜 日に視線 を交 わす宿命 だったのだ。[294]

異物を排除 し,の つぺ りとした均質性をお しつける,ナ チに代表 される異性愛

者の論理に,こ のように彼はつねにいらだちつづけるのである。



45

アレクサンドルはロアンヌで焼却場建設計画を頓挫させるために数日間のス

トライキを決行 している(第7章)。 回収業者のとつぜんの,い つせいの罷業

に,ロ アンヌの街なかにはゴミがあふれる。アレクサ ンドルは,ス トの日々を

「祝祭 日」 とよび,家 という家のまえにつみかさな り道路にそびえるゴミの

山々をreposoir(臨 時の聖体遷置所)と よび,そ のおもわぬ美 しさにおどろ

いてしまう。市民はそれ らの 「具象の彫刻」のあいだをこそこそと歩 く。逆に

通 りをどうどうと占拠するのは,「悪魔の穴」への供給が急にス トップしたた

あ食物をもとめて街をおそうラットの大群である。聖なるものとしての不浄が

秩序を顯倒させ,ゴ ミの王が短期間ではあるが都市を支配する。秩序の核へと

マージナルな存在が急激に貫入 しようとしてたちさわぐ,こ れはカーニヴァル

である 「都市のクズ,の ら犬,い つさいのはみ出しものを街の郊外,空 き

地や ゴミ処理場に追いやる遠心運動,こ の動 きがス トのせいで息の根が止ま

り,逆 流を起 こした」[181]。 そのケガレにたいする根深いおそれゆえに,道

路清掃人が,マ クロコスモスとのつながりを体現するものとして,被 差別民と

なっていつた92)事実をかんがえれば,そ のうえに君臨するアレクサンドルが地

下の王,祝 祭にさいしてはじめてその隠微な支配力を可視のものにする 「愚者

の王」 となるのは容易に納得できよう。ナチスのやりかたとはまたちがつた,

不可視の倒錯 した権力について,ア レクサンドルは第2章 で以下のように述べ

ているのである。

都市の街路にひろが り,ゴ ミ処 理場 としていなかの土地 も握 つている,こ れはた しか

に一大帝国だ。 しか し同様 に,個 人個人 のいちばん奥 の秘密 に ももぐりこん でいたの

だ。 なに しろ どんな行為 や身ぶ りも,吸 い殻,破 った手紙,野 菜 の皮,生 理 ナプキ ン

とかのかたちで,そ の痕跡,反 駁 の余地 な き証拠 をゆだねて しま うのだ。つ ま り住民

全体 を頭か ら足 まで手 中にお さめ ること,し か もそれを背後 か ら,裏 返 しの,逆 転 し

た,闇 の世 界のや りくちでや ることになる。[30]

こうしてアレクサンドルは 「排除される存在」を掌握することで都市の秩序を

象徴的に左右する,文 字どおりゴミの王となるのだ。

3.挑 発装置としての汚物

アレクサ ンドルの行為をとりあげてみてくると,彼 が秩序にたいす る挑発者

である事実 もさることながら,『気象』 という書物 じたいがそなえている挑発

性があきらかになつてくる。たしかに トゥルニエは,彼 を狂言まわしにするこ
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とで,排 除される存在をかれの周囲に百科全書的(も しくは博物誌的に)配 置

し,小 説 『気象」をして一個の挑発装置とならしめているようだ。排除の諸相

に,ト ゥルニエはこれみよがしともいえるや りくちでつぎつぎに光をあて,読

者の意識にさらすという戦略をとつてみせる。これ ら排除 される存在は,非 一

秩序(ノ モス以前)を イデアとするもので,分 節言語ではアプローチ不可能な

「カオス」の,影 ともい うべ きものであろう。あえて 「存在」の語をつかつた

のは,本 稿の冒頭にも書いたように,そ れが人間のみならずさまざまな事象 に

その外延を拡大 しているか らである たとえば排除される場としての見世 も

の小屋,ゴ ミ処理場,排 除される動物としての寄生虫,ゴ ミのなかにうごめく

ラットの大群 街なかで交尾におよぶ野犬など。排除される人間についての考

察はニコル ・ギシャールらが詳細に論 じるところである93)が,本 稿の目的とす

るところではない。 ここでは異形との関連か ら,身 体性における排除について

論 じたい。 トゥルニエの挑発戦略としてのスカ トロジーについては目下,デ イ

ヴィッド・G・ベヴァンが2ペ ージあまりを割いたもの94)があるとはいえ,ま

とまつた論考は少なく,今 後の研究が待たれる箇所である。本稿ではいくつか

の例を挙げるにとどめざるをえないが,身 体論の一変種 として,「気象」にお

けるスカ トロジー 正確 には,「浄」の場,ふ さわしくない場面につ きつけ

られた糞尿学的イメージが喚起するラブレー/ス ウィフ ト的な笑い が読者

の意識にたいする挑発の機能をそなえているということを確認 しておきたい。

したがつて 「気象』に見 られるのは,ス カ トロジー一般というよりももつと前

性的なものであり,地 日や自由連想を起爆剤にした幼児的な肛門フェティシズ

ムによる 「不謹慎な」笑いの喚起,と 定義すべきだろう(Ⅱ 一2に 引用 した

「象の鼻をもつゴミ収集車」の幼児的なイメージをおもいだしてみてもよい)。

まず,ア レクサ ンドルがギュスターヴか ら継承 した 「都市家庭塵芥収集会

社」の略称についてである。 ブールー ミエも指摘 しているように,SEDOMU

(Société d'enlèvement des ordures ménagères urbaines) の字ならびは

SODOME(ソ ドム)を お もい お こ させ ず に は お か な い95)。 ア レク サ ン ドル は

ソ ドムの王として都市の裏面に君臨するのだ。それか ら,ア レクサ ンドルが

「都市家庭塵芥収集会社」の事業をうけつ ぐ契機 となつたのが,死 んだ兄ギュ

スターヴの部屋で見かけたパンフレットの題であろう。

LA SEDOMU ET SON  ŒUVRE DE RÉPURGATION
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R6purgationは 造 語 で あ る(邦 訳 で は 「下 浄」)。動 詞purgerは ほん らい 「清

あ る」 の 意 が あ り,そ こか らpurgatoire(煉 獄)の 語 が 派 生 す る い つぼ う,

原 義 か ら発 展 した 「下 剤 を か け る」 の意 味 で はpurgation(下 剤,通 痢)が 派

生 す る。 そ こ でpurgatifに は 「悔 俊 の 」 と 「下 剤 の 」 の 意 味 が で て く る。

Répurgation の語 が神 学 とス カ トロ ジー を ダ ブ ル イ メ ー ジ に して しま うの だ。

下浄!胃 腸科の処方箋か応用倫理神学 の研究書 か ら逃 げだ して きた ことば って感 じ

じゃないか。 ギュスターヴのすべて はこの造語 にあ った。辞書 をひいて もむだだ。 こ

の語 を見 ると,兄 が,じ ぶんの職 業のおぞま しさを,腸 内精神的学術研究

ches intestino—spirituelles)
(recher-

のふ んい きで埋 めあわせよ うと して,過 剰補 償 になつ

て しまつて いる,そ の努力の さまがひ しひ しとつたわ つて くる。 だが この夜 おれは,

なん て ことを知 つて しま ったん だ!1934年9月26日 か ら27日 にか けての夜 に比

較で きるの は,大 パ スカルの決定 的回心 の夜 しかあ るまい。[29]

アレクサンドルと 「都市家庭塵芥収集会社」とのかかわ りを語るこの章の題が

く<Lasacred'Alexandre>>で あるのもうなずけよう。「聖別式」という,司 教

もしくは王にたいしてつかわれる語(邦 訳では 「聖職就任」)の 使用で,彼 が

汚物世界でさかしまの王 となることがなによりも明瞭になる。

アナルフェティシズムの復権は神学的領域のみな らず,文 明論の領域でもは

たされる 「イスラム肛門文明。アラブ人は脱糞のさい,紙 じゃな くて,古

い空 き罐に水をちょつと持 つていく。〔…〕「口承」文明は 「活字」文明に優越

する。ケッにまで紙をつ つこむなんて,ヨ ーロッパは紙クズによっぽど夢中な

んだな」[321]。 アレクサ ンドルは,共 同体内部のユダヤ人の虐殺へ とつなが

る近代西欧文明の衛生幻想 ・不潔恐怖症を相対化 してみせるのだ。硬直 した精

神にあたえるショックのもつとも根源的な ものが排泄物であることはしば しば

指摘されるところである。排泄物が忌避の対象となるのは悪臭ゆえではない。

もともとそれが嫌悪の対象となっていなかつたら,悪 臭をはなつてはいなかつ

たのではないだろうか96)。それは人間の部分的な死体であり,い わば固体 ・液

体 ・気体化 した死そのものであるがゆえに忌避されるのだ。また排泄物は,人

間の体内から直接出て くる。つまり人間にとつて手に触れることができる最初

の他者=じ ぶんの身体を知るための手がか りになるのだ。子どもが しば しば排

泄物への興味をあらわにするのも,罵 倒語(原 始心性を直接的につたえる語で

あ る)に,た とえ ば
"Ki

ss your mother's  behind  !  " "Lick my ass ! " (ケ

ツくらえ)式 のものが世界各国にみ られるの も,排 泄物や排泄器官が身体論の
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出発 点 だか らで は な いだ ろ うか。 した が って,硬 直 した精 神 に汚 稼 が投 げつ け

られ る と き,そ れ が 実 体 を も つた 汚物 だ ろ う と 「フ ォー レ ター ワー ズ」 だ ろ う

と,そ れ は一 種 の聖 別 とな らざ るを え な いだ ろ う 「ど う も便 秘 が ち だ。 毎

朝 異 性 愛 者 の顔 に ク ソを 垂 れ て い い よ つて言 わ れ らな お るか もな。 異 性 愛 者 へ

の糞 情 の吐 露 か 。 で も これ もそ いつ に は過

ぎ た名 誉 って もん じゃな いか。 や つ らの卑 しさに く らべ た らお れ の ク ソは純 金

じ ゃな いか 」[122]。 『気 象』 で は ア レクサ ン ドル の語 りは浄 な る もの,き ま じ

あ な もの に,ど こ まで も泥 を 塗 りつ づ け る。 けれ ど もそ の作 業 は倦 まず た ゆ ま

ず 喜 々 と して な され るの だ。 ア レクサ ン ドル の手 つ きに トゥル ニ エ が賦 与 した

の は,泥 あ そ び を した ば か りの手 で 周 囲 の も の に よ ごれ を塗 り た く る 「子 ど

も」 とい うイ メ ー ジ で は な い だ ろ うか 。 こ う い つ た ア レク サ ン ドル の道 化 性

が,幼 児 的 な 「愚 者 の 知 恵」 と直結 す る こ と は言 を侯 た な い。 た とえ ば警 察 で

と り し らべ を う け る場 面一 「が っか りだ。 身 体 検 査 で,パ ン ッを お ろ さ れ て

前 か が み に な って,看 守 の や つ に ケ ツの 穴 あ くび み た い に ひ ろ げ て見 せ た り と

か は しな いん だ な。 て つ き りや ら され る とお も った か ら,け つ ζ うた の しみ に

して,し つか り腐 つ た屍 を1時 間 以 上 ま え か ら溜 あ と い た の に。 そ の と き に

な った らヴ ァ イ オ リ ンの 音 色 で一 発 む だ 口 か ま して や る と こ ろだ つた ん だ が

な」[115]。 トゥル ニ エ は愛 嬌 す らあ る不 謹 慎 さ の喚 起 に よ つて,ア レク サ ン

ドル を テ ィル ・オ イ レ ンシ ュ ピーゲ ル の よ うな民 話 の ヒー ロー に近 づ け た もの

で あ ろ う。 ク ー セ ク に よ つて 腐 敗 を あ ば か れ る警 察 機 構 が代 表 す る,硬 直 した

精 神 は,『 気 象 』 で は か な らず と い つて よ い ほ ど ス キ ャ ン ダ ラ スな 汚 稼 を つ き

つ け られ る運 命 に あ るの だ。

さ い ごに,ロ ア ンヌ の社 交 界 が ア レクサ ン ドル の 目の まえ で汚 稼 と遭 遇 して

しま う,フ ァ ビエ ンヌ の婚 約 披露 パ ー テ ィの場 面 を み て お きた い。 名 家 の末 商

で,レ ズ ビア ンで サ デ ィス ト気 味 の フ ァ ビエ ンヌ は,し ば ら く病 床 に臥 して い

た が,回 復 した と み え て,盛 大 な婚 約 披 露 宴 を ひ ら く。 土 地 の 名 士 た ち に ま

じ つて ア レク サ ン ドル も サ ン=ア オ ン城 に招待 され る。 彼 は新 郎 ア レ ク シス ・

ド ・バ ス テ ィ=デ ュ ル フ ェ を,名 前 と い い容 貌 とい い,オ ノ レ ・デ ュル フ ェの

『ア ス トレ』 に 出 て く るセ ラ ドン(普 通 名 詞 で は 「こ つけ い な ほ ど恋 にや つ れ

た 青 年 」)を 想 起 させ る 「女 ど も向 け の オ カ マ 野 郎 サ イ テ ー だ!」[221]

と評 す る。 や が て ホ ー ルで は は なや か な舞 踏 会 が準 備 され,客 た ち の称 賛 の視

線 を あ び た新 婦 は新 郎 の ま え に立 ち,オ ー ケ ス トラの ヴ ァ イオ リニ ス トた ち が

い つせ い に 弓 をか ま え る。 緊 張 した一 瞬 の 沈 黙 と静 止 につ づ い て一

(Conchier un hétérosexuel.)
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ず るん,と 湿 つた音 がす ると,な にか フ ァビエ ンヌのパ ンプスに転が り落ちて,は め

木 のつやつや した床 の うえにつぶれ た。 ぱっと見平べ った くて白 つぽいパス タがたば

にな つた感 じだが,生 きている。息づ いて いる。ゆ っ くり蠕動運動を してい る。 リボ

ンが もつれ あ った よ うで環節 が あ る,こ れは ゴ ミ収 集人 によ くあ る

〔有鉤 条虫〕 だな,と す ぐにぴん と きた。 〔…〕5,6メ ー トルはあ ろ うか とい うね

ば っこいひ もがず るず るのた くつて,砂 にあが った蛸みたいにな ったやつを,ほ ろほ

う鳥 ど も 〔招待客〕 はみん な釘づ けで見 まもって いる。[224]

taenia solium

硬 直 した招 待客 の な か,ゴ ミ収 集 人 と して の使 命 感 にか られ た彼 は,な に も見

て いず あ いか わ らず菓 子 を ほお ば つて い る とな りの老 婦 人 の手 か ら皿 と小 さな

ス プ ー ンを うば い,ど うに か こ うに か サ ナ ダム シを ス プ ー ンで 皿 にの せ る と,

　 然 と彼 を み つ め つ づ けて い る新 郎 の手 に そ の皿 とス プ ー ンを の せ る。 「誓 つ

て 言 うが お れ は 「食 え!」 とま で は言 わ なか った。 腹 の なか で しか 。 見 ろ,そ

れ は現 実 にな つた!」[225]。 ア レク サ ン ドルが 「ミュ ー ジ ック!」 と号 令 を か

け る と,ヨ ハ ン ・シ ュ トラ ウス の 「美 し く青 き ドナ ウ」 な ど ウ ィ ンナ ・ワル ツ

を オ ー ケ ス トラ は演 奏 しは じめ,ひ と りひ と りひ つそ りと退 出 して ゆ く招 待 客

た ちを しりあ に,ア レ クサ ン ドル と フ ァ ビエ ンヌ は全 曲 を お ど りとお す 。

家庭 ゴ ミのアマゾ ンと塵芥の ダンデ ィ,セ ックスは クロー クに置き つぱな しで舞踏会

を リー ドす る。 「マ ドモワゼル ・フ ァビエ ンヌ,リ ボヴ ィエ伯夫人,ぼ くたち はなん

てふ しぎなカ ップル なので し ょう!ぼ くを夫 に どうです?新 婚旅行 はや っぱ り

ヴェネツ ィアなんての は?ゴ ミ収集 人が大 きな ゴン ドラの船頭 を して,毎 朝 ラグー

ナの浅瀬 に ヴェネツ ィアのomsを 棄 てにい くものですか ら,そ こには新 しい島が生

まれ ようと して いるんだそ うですよ。 そ こにぼ くたちの宮殿 を建 てるなん ていかがで

す?」[225]

こうして顛倒 したパーティから,ロ アンヌの社交界の異性愛者たちははじき出

され ふたりの同性愛者だけがホールに君臨する。それは焼却場建設反対のス

トライキとおなじく,こ の世ならぬものとして排除されたソ ドムの王が一時的

に支配する,価 値顯倒のカーニヴァルにほかならない。秩序をおびやか し相対

化するこの祝祭性 こそ,ア レクサンドルに賦与された機能なのである。 ここで

みてきたように,『気象」における挑発装置としての幼児的アナルフェティシ

ズム,ス カ トロジー,汚 物嗜好の機能は,も っと注目されてよいだろう。



50

4.内 なる 「異形」へ

作品の発表年代 と作者のなかでの主題の取捨選択の移行が もちろん,か なら

ず しも発表順に対応するわけではない。 とはいえ,こ れまでみてきたことか ら

もあきらかなように,『 オーヌの王』 と 『気象』,そ して 『気象』と 『ガスパー

ル』 は,そ れぞれ部分的にかさな りあう主題をもつている。 トゥルニエは

『オーヌの王』でとりかかつた異形の探求を 『気象」で発展させた。そ してそ

のさい,原 初の楽園喪失の主題が再浮上 し(再 浮上,と いうのはこのテーマは

『フライデイ』にもうかがうことができるから),ま たヤハウェがアダムを創造

したときの 「形」 と 「類似」の問題が 『ガスパール』に結実 した。 こうして

トゥルニエの長篇の1970年 代いつばいの軌跡を,「異形」のモチーフを軸に分

析することが可能である。

さて トゥルニエ作品では,共 同体の規範からのさまざまなレヴェルでの逸脱

が,多 くの主要登場人物のうえに強調されている97)。

i)定 住 民 に対 す る 「漂 泊 民 」 「移 住 者 」 『黄 金 の しず く』 の主 人 公 イ

ドリー ス,「 ア ダ ムー 家 」 の アベ ル,そ の 他。

且)秩 序 内 の 住民 に対 す る 「マ ー ジナ ル ・マ ン」 『ガ スパ ー ル」 で,肖

像 を 愛 好 して偶 像 忌 避 の宗 教 的 タ ブー に触 れ るバ ル タザ ー ル の よ うな異

端 者,『 黄 金 の しず く」 に登 場 す る シ ネ ア ス トで あ り少 年 愛 好 家 で あ る

ム ッシ ュ ー ・マ ー ジ ュや 『大 雷 鳥 』 所 収 の モ ノ ロー グ ドラマ 「フ ェ テ ィ

シ ス ト」 の下 着 愛 好 家 な どの 性 倒 錯 者=「 前 性 的」 な 人 間,「 赤 い こ び

と」 の 綾 人 リュ シ ア ン ・ガ ニ ュ ロ ンの よ うな 崎形,そ の他 。

血)「 内 部 の 人 」 に対 す る 「外 部 か らの帰 還 者 」 「ロ ビ ン ソ ン ・ク ル ー

ソーの 最 期 」 の ロ ビ ンソ ン98),そ して お そ ら く 『ガ ス パ ー ル』 の,帰 国

後 の東 方 の 三 博 士(ほ の め か され るだ け で描 か れ て い な い が),そ の他 。

拉)文 明 人 に 対 す る 「バ ル バ ロ ス」 『フ ラ イ デ イ』 の未 開 人 フ ラ イ デ

イ,「 親 指 小 僧 の 家 出」 に お け る 森 の 大 男 ロ ー グ ル99),『 ガ ス パ ー ル』

の,黒 人 国 にお け る金 髪 の ヒュペ ル ポ レイ ア人 ガ レカ と ビル テ ィー ヌ,

そ の他 。

もちろん この分類と登場人物の属性はかな らず しも一対一に対応 しているわけ

ではな く,重 要な人物は複数の属性を背負 つていることが多 い。た とえば

『オーヌの王』の主人公のばあい,身 体は怪物に近い巨漢であり精神は性的に
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倒 錯 して い る とい うよ うに。 い ず れ に せ よ,と くに重 要 な人 物 で あ れ ば,そ れ

らの 属 性 はか れ らに 「刻 印」 され て お り,あ らか じあ あ た え られ た属 性 と い う

よ り もむ しろ運 命 と呼 ぶ に ふ さわ しい もの とな る。 「気 象 』 の主 人 公 ポ ール は

8歳 の と き,偶 然 に テ ィ フ ォー ジ ュに 出会 い(Ⅱ 一1参 照),の ち に そ の印 象 を

回 想 して こ う語 る。

いやな感 じにおそわれ た。 なん とな くこわ くもな った。 その人が巨大 な力を持 たされ

て るみ たいだか ら。肉体の力だ け じゃない。精神の力なんか とはぜんぜんちが う。 そ

ん なの じゃない!あ る力が体 に宿 って る。その力を託 されて,そ の力 のい うがまま

になって るような,で もその力 はその人の もの じゃない。運 命 とい うやつ じゃなか つ

たろ うか。 そう,あ の人 には宿命の引力みたいな ものがあ った。[161]

ジャン;ベ ルナール ・ヴレは 「運命」を トゥルニエ作品をつ らぬく重要な観念

であるとして怪物 ・倒錯者 とのつながりを指摘 した100)。リン・ソーキン ・ス

ビロリにならつてその運命の転変に通過儀礼の諸相を詳細に分析することも可

能だろう101)。そしてその運命 は,本 稿でみてきたように 「逸脱」として目に

見えるかたちで読者の目にさらされるのである。

本稿 は,前 述 且)の マージナル ・マンと分類 したものたちのうち,怪 物的な

人物 ・事象 ・表象をめぐつて考察 した。 トゥルニエ作品にはこのような怪物の

ほかにも,さ まざまな異人(外 国人をふ くむ)が 登場 し,共 同体がかれ らにむ

けた奇異のまなざしをかれらが分析することによつて,逆 に共同体が照射され

ることになつているのだ102)。ここで,『気象』にあらわれるさまざまな異形論

をふたたびおもいおこしてみよう。 ラルエ,ベ ア トリス,ゴ ータマ,ポ ール,

ジャン,ア レクサンドル いずれも異形(崎 形,双 生児)や 逸脱(同 性愛)

がいかに 「正常」から峻別されるかを述べなが ら,さ いごにはひとまわりして

全人類の起源という,こ とばにすればいささか陳腐ともお もえる大問題に溺れ

て しまう。異形の特異性,特 権性から出発 しなが ら,そ の論を極限にまでお し

すすめることで,「正常」 と 「異形」 との境界線をかえって無化 してしまうと

ころまでいかなければ,か れらの言説が止まらないということを,本 稿でわれ

われはあまりにしばしば目にしてきた。彼 らの語 りは,た しかに内容的には異

形がいかに 「正常」 とちがうかをのべている。 しか し発話 レヴェルでは,矛 盾

や多義性(あ いまいさ)に あまりにしばしばつきあたる彼 らの言説は(神 話や

夢の文法を思いうかべることができようか),「 異形」と 「正常」を分離する論

理 に忠実なあまり,二 分法の限界をけっきょく故意にきわだたせて しまうパ
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フォーマンスとして解釈できるのだ。かれらの語りによつて異形 は現存する全

人類の祖先 にまでまつ りあげられて しまつたで はないか。「正常」 と 「異形」

の差異がさだかでなくなつてしまうのなら,そ れでは異形はどこにいるのか。

さいごにもういちど 『オーヌの王』での,テ ィフォージュの怪物論をおもいお

こしてみよう。そのなかで彼は碕形(怪 物)の なかに,騨 馬やけっていのよう

に生殖能力を欠いたキメラをふ くめているが,こ のことは注目にあたいするだ

ろう。実在するキメラの例 としてたとえば 「ポマ ト」(じ ゃがいも+ト マ ト)

や 「レオポン」(豹+ラ イオン)が あげられるように,つ ねにキメラは現存す

る諸要素の合成によって成立するのであり,空 想上の生物がどんなに非現実的

な総体をもとうとも,そ の部分 に実在 しない部分 はない103)。「正常」 と 「異

形」の差異はひっきょう,な んらかの過剰 ないし欠如へ と帰結するものであ

る。怪物に構造分析をほどこして しまえば,巨 人(量 的過剰)か こびと(量 的

欠如),ア ルゴス(数 的過剰)か キュクロプス(数 的欠如),ケ ンタウロス(合

成)か 空飛ぶ人頭(削 除)と いう2極 に収敏せざるをえない。 キメラの語源

κ`μα㌍αはほん らい牝ヤギの意味だが,む ろん一般にキマイラといえばホメロ

スが 『イ リアス』第6書 でグラウコスに語 らしめているように 「前方は獅子,

後ろは大蛇,ま ん中は牝山羊のかたちをなし,/燃 えさかる火の勢いを,も の

凄いさまに口か ら吐いて出 しているもの」lo4)である。 フランス語chimereに

「妄想」の(と きとして軽蔑的な)意 味があることをかんがえあわせれば,「怪

物」の要素はつねに、①有限で②既知のものに還元 されるのも自然な帰結であ

ろう。いってみれば 『気象』における異形とは,人 間精神内部の混沌からうま

れた,不 定形の 「名前がないものたち」[53]に ほかならないのである。
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111.)。自伝 的 エ ッセイ 『精霊 の風』 での発言 であ る。 この よ うに トゥルニエの方

法に は,ジ ャンル としての幻想文学 とのあいだに距離 をとろ うとす る姿勢をみ とめ

ることがで きる。 フランス文学 において,ノ デ ィエの 「文学 にお ける幻想的な もの

について」(1830年)に は じまった幻想文学 の定義 は,今 世紀 には ブル トン,カ イ

ヨワをへて,シ ュネデール,カ ステ ックス,ヴ ァックス,ロ ワ,ト ドロフにいたる

まで,さ まざまなかたちでお こなわれてきたが,お おむね厳密 さと明晰 さを もとめ

るあま り,幻 想文学 をかんがえる うえで重要 な作品多数 に 「幻想文学で はな い」 と

い う烙 印を押 して しまい,論 者 たちの意 に反 して,幻 想文学 をジャ ンル と して定義

す ることの不可能性 の証 明 とな って しま つている感が ある。本稿で は由良君美が い

う 「経験 的分類」 に したが って 「広義 ・幻想文学」 の立場か ら トゥルニエ作品を幻

想 文学 に包摂 したい とかんがえる.

5)聖 ブ リジッ ト学 園 とい う静誼 な地獄 のほかに,第5章 「天国 と地獄」 にはア レクサ

ン ドル叔父 が ゴ ミ焼却工場 を凄絶 な焦熱地獄 と して体験す る場面が ある(本 稿 Ⅲを

参 照)。 地獄への降下 と地上 への帰還が神話的 な死 と再生の意味 あいを帯 びて登場

す るこの題材 は,『気象』 につづ く長篇 『ガスパール,メ ル キオール,バ ル タザ ー

ル』最 終章で マ ンガ ロール王子 タオールが体験 す る塩鉱で の33年 間の強制 労働の

場 面へ とうけつ がれて ゆ くことになる。詳 細 は,拙 論 「トゥルニエの神話 的次 元

『ガスパ ール,メ ルキオ ール,バ ル タザール』 を読 む」(『STELLA』 第9号

所収,九 州大学 フランス語 フランス文学研究会,1991年)101-102頁 参照。

6)ア ナール学派 の歴 史学 において も,同 様 の指摘 がなされて いる。

7)イ ーニ ッ ド・ウェルズ フォー ドは 『道化一 その社会史 と文学史』第2部 第3章 で,

宮 廷愚 者の起 源のい っぽ うを贈罪 のヤギ(ス ケープゴー ト)に もとめ,つ づ く第4

章 で は象徴 的な真実 を透視 する もの(幻 視者 とい うふ うに解釈 して よいだ ろう)を

措 定 して,古 代 ギ リシアの神託 など シャーマニズムか ら出発 して ケル ト文学 などに

例を とりつつ,「 狂人 は霊 すなわ ち彼 の外 の力 の代弁者 になって しま ったので,隠

された知識一 一特 に未来 についての知識一 に近づ くことがで きるので,そ の理性

が普通 の働 きを しな くな つた,畏 敬 の念 を起 こす人 なのだとい う広 く行 き渡 った観

念」(『道 化』,内 藤健二 訳,晶 文社,1979年,79頁)を 紹 介 して い る(1-2参

照)。 愚者 は,日 常 を超 え るもの(ば あいによ って欠 如で あった り過剰 であ つた り

す る)を 帯 びて共 同体 の外部 へ と祀 り捨 て られる存在 である。

8)『 西洋思想大辞典』,平 凡社,1990年,「 愚者 の知恵」 の項 を参照。

9)こ うしたおそ るべ き存在 の例 として,エ ウリピデスの 「フェニキアの女 たち」 に登

場す るギ リシア神話 中の盲 目の予言者 テイ レシアスがいる。彼 は見 てはいけないも
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のを見て しまつたため(た とえば女神アテナの裸身 な ど諸説 ある。 あ るいは口に出

して はな らな い真理を口走 つたため ともい う)神 罰 で盲 目にな ったが,そ の代償 に

予言 能 力 を獲 得 した。 ア ポ ロ ドロス 『ギ リシア神話』,高 津 春繁 訳,岩 波文 庫,

1953年,135-136頁,お よびカ ール ・ケ レーニ ー 『ギ リシアの神話一 英雄 の時

代』,植 田兼 義訳,中 公 文庫,1985年,108-110頁 参照。 プ ラ トンの 『国家』第7

巻 第1章514A-521Bで 語 られて い る有 名な 「洞窟 の讐 喩」 において,イ デ アは

直射 日光 のよ うな もので人 間には直視 で きない ものだといわれ ていることがお もい

だ され る。 これ は神聖 な真理 や秘 義を知 つた人間 は気 がふれ て しまう,と い うモ

チー フの ヴァリエー ションである。絶対的 な 「外部」 と錯乱 との密接な関係を解 く

その 発想 は神 秘 思 想 やバ タイユ,ラ カ ンに も発見 され よ う。 『気 象』 で は シ ス

ター ・ベア トリスの眼 に うつ る重度 の障害児すべてが この 「愚者の知恵」を帯 び,

のちに はまたポ ール じしん も じぶんの半身 とひ きか えにその力 を帯 び ることにな

る。物理 的に移動不可能 であ りつつ偏在す る能力 は,『古 事記』上つ巻 に登場 す る

クエ ビコ(か か し)を お もわせ る 「山田の曾富騰(ソ ホ ド)と いふ ものな り。

この神 は,足 は行(ア ル)か ね ど も,天 の下 の事 を墨(コ トゴ ト)に 知 れ る神 な

り」。1-2お よびⅡを参照。

10)こ の部分 はとうぜん,女 性 にた い して ある種否定的な ポールの思想 が読 み とれ る箇

所の ひとつだが,こ の問題 につ いて は本稿で はふれ る余地がない。 ところで この部

分 はポールによ つて語 られてい る。 『気 象』 には3人 称 で語 られ る部分 と,登 場人

物のだれか によつて1人 称で語 られ る部分 とがあ り,語 り手 としてはポール とア レ

クサ ン ドルが多 くを 占めて い るが,ジ ャ ンもときお り登 場 し,ソ フ ィ,ハ ミダ,

「上人」 も語 りの一部 をに なっている。 こうい った語 りの多声構造 は3人 称 とロ ビ

ンソ ンの 「航海 日誌」 が交錯す る 「フライデ イ』,3人 称 とテ ィフォージュの 「不

吉な手記」 が交 錯す る 『オー ヌの王』 で もこころみ られているが,こ とな つた人物

たちによ る1人 称 を輻較 させたのは 『気象』 がは じめてであ り,こ の手法 は 「ガス

パ ー ル』で よ り徹 底 して も ちい られ る こ とにな る。Voir Serge  KOSTER, «Elé-

ments de Tourniérologie : en suivant Gaspard, Melchior et Balthazar» in 
Michel Tournier, Paris : Henri Veyrier, 1986, p. 23; et aussi François STIRN, 
Vendredi ou les Limbes du Pacifique/Tournier, Paris : Hatier, coll. «Profil 
Littérature» n° 86, 1983, pp. 48 - 49.

11)心 理学者 オ リヴァー ・ザ ックスの レポー トを もとに,同 様 の能力 の実例 をコ リン ・

ウ ィルス ンが紹介 している。 おどろ くべ き偶然だが その自閉症,精 神異常,知 恵お

くれの精 神障害者 マイケル とジ ョンはほとんど区別がつか ない双生児 であ る。 「紀

元前五五年六月十一 日とたずね ると,二 人 は即座 に 「水曜 日」 と答え る。調べてみ

る と合 つて いる。 〔…〕二人 は,ど んな桁の数 で も一 回聞 くと繰 り返 して言 うこと

がで きる。 三百桁で もだ。 ただ し,暗 算 の超人 ではない。 〔…〕だれ かがマ ッチ箱

を床 に落 とす。二人 は箱が床 にとど く前 に 「百十一」 とつぶや く。中身の本数をか

ぞえる と,こ れ も合 っている。 〔…〕二 人が部屋 の隅 で満足 した ような気味悪 い笑

みを浮 かべなが ら,六 桁 の数字 を紙 に書 いて興 じてい る 〔…〕。 それ はす べて素数

だつた。 〔…〕任意 の数が素数 かど うか確め る数学 的な方法 はな い。 その数 の半分

より小 さい奇数で割 って余 りがで ることを確め る。次 はそれよ りさらに小 さい奇数

で割 つて余 りがで ることを確かめ る。 これを辛抱強 く繰 り返 す以外 に手 はない。 し

か し,こ の双子 は明 らか になん の苦労 もな しに空 中か ら素数 をつか み出 した」(コ
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リン ・ウィルス ン+ダ モ ン ・ウ ィル ス ン 『世 界不思議百 科』,関 口篤訳,青 土社,

1989年,581-582頁)。 このふた こは素数 とおぼ しき20ケ タの数 まで交換 してい

る。 その力 はフラ ンッをお もわせ るが,い つぼ うの名が ジョンであ ることや閉 じた

サイ クルをつ くってふ た りだ けの交換 をお こな って いるす がた はむ しろ ジャ ン=

ポールをお もわせ るものがあ る。『世界不思議百科』 は1987年 刊行,こ のふ た この

記述 の もと とな つた レポー トはそ の2年 前 の発 表で あ り,こ の記 録 その もの と

1975年 刊行 の 『気象』 のあいだ には直接 の因果関係 はな い。 しか し 『気象』以前

に類似の症例が報告 されていた可能性 はじゅうぶんにある。 ちなみにコ リン ・ウ ィ

ル ス ンはマ イケル とジ ョンの例 については右脳 の発達 に関係 があるのではないか と

いう見解を よせてい る。 左右の相違 の問題 は,本 稿 Ⅱでみる 「2分割」 のテーマに

深 く関連 して くる題材 だ といえ るだろ う。

12) Voir  Arlette BouLoumiÉ, «Questions à Michel Tournier» in Michel Tournier. 
   Le Roman mythologique, Paris : José Corti, 1988, p. 256.

13)ス ペ イ ン在住 の チ リ人 小説 家 ホセ ・ドノ ソ(1924-)の 長 篇 『夜 の みだ らな鳥』

(1970年)の 設定 には,崎 形児 をめ ぐる同心 円について 『気象』 に符合す る点がみ

られ る。 名門の当主 ドン ・ヘ ロニモ ・デ ・アス コイテ ィアが待望 して いたあととり

息子くボーイ〉 は,人 間である ことす ら疑 われるほどの碕形児 と して この世 に生 を

うける。 父は この事実 を秘匿 し,秘 書 で小説家 のウ ンベル ト・ペニ ャローサ(と き

として この小説 の語 り手 となる)に 養育 をまかせ,国 じゅうか ら集 め られ るか ぎり

の碕形者 をか き集 めて,〈 ボーイ〉 がそ の中心 に位置 す る広大 な敷地 に同心 円状

に,そ れぞれの崎形 の度合 いにお うじてつけ られた等級(1級,2級,3級 …)に

したが って住みわけさせる。 「〔…〕 自分 たちの役 目をよ く心得 た不具 をく ボーイ〉

の周囲 に配 す るだけで は,実 は十 分で はなか ったのだ。 これ ら一級 の不具 の周囲

に,そ の面倒 をみ る二級 の不具 たちを配す る必要が あ った。パ ン職人,搾 乳係,大

工,ブ リキ職人,菜 園係,雑 役 ……要す るにあ らゆる仕事 に従事す る者 たちで,彼

らがいては じめて,正 常者 の世界 は遠 くへ押 しのけ られ つ いには消滅 して しまう

のだ」(ホ セ ・ドノ ソ 『夜のみだ らな鳥』,鼓 直訳,集 英社,1984年,188頁).こ

こで構築 され るのは正常者 たちが住 む外部 を隠蔽す る無時間的 な反ユ ー トピアであ

り,そ こに住 むただひ とりの正常者 ウ ンベル トはその 「グロテスクな地獄曼茶羅」

(四方 田犬彦 「夜 のみだ らな鳥」,由 良君美監修 『世界 のオカル ト文学 幻想文学 総

解説』所収,自 由国民社,1985年,303頁)に あつては 「崎形者」の役割を背負 う

ことにな る。 こ こでは,同 世代 の小説家 によ つて5年 早 く発表 された,「 ヒエ ロニ

ムス ・ボスの地獄図 に似 て,世 界 を混沌へ と,無 秩序へ と戻す意志 によつて 〔…〕

全体 が貫 かれ ている」(同 上)こ の小説 が,設 定 の ほか にも,身 体論 への意識 ス

キ ャ ンダ ラスな細部 の肥 大,そ してなに よ りも分 身(double,う つ し)モ チー フ

の重視,と い った要素 を 『気象』 と共有 して いることを指摘 してお こう。

14)「 λoγogI.心 の な か の か ん が え を 表 現 す る の に つ か う こ と ば。 Ⅱ.心 の な か の か

んがえ,も しくは理性本体」 (A Lexicon Abridged from  Lidell and Scott's
Greek-English Lexicon, Oxford : Clarendon Press, 1982, p. 416). この よ う に,

ロゴスは 「ことば」 と 「理性」 をとうぜん のように不可分の もの と して いる。

15) Voir TOURNIER, Le Vent Paraclet, op. cit., pp.  183  — 183; et aussi BOULOUMIÉ, 

   O. cit.. DD. 24.
ス ロ ス ロ ゴ ス

16)「始 めに,言 葉 はお られた.言 葉 は神 とと もにお られた。言葉 は神 であ った。 この
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方 は始 めに神 とともにお られた。一切 の ものはこの方 によって出来 た。 出来 たもの

で この方 によ らず出来 た ものは,た だの一 つ もない」(塚 本虎二訳 「ヨハ ネ福音書」

第1章 第1-4節,『 新約聖書 福音書』所収,岩 波文庫,1963年,275頁)。 またマ

リナ ・ヤ グェーロ 『言語 の夢想者一17世 紀普遍言語 か ら現代SFま で』,谷 川多

佳子+江 口修訳,工 作舎,1990年,28-41頁 および86-106頁 参照。

17) TOURNIER, Gaspard,  Melchior & Balthazar, Paris : Gallimard, 1980, p. 191. 
18) Voir Colin DAVIS, Michel Tournier. Philosophy and Fiction, Oxford : Clar-

   endon Press, «Oxford Modem Languages and Litterature Monographs», 
   1988, pp. 173 - 179.

19)プ ロ トジエネ シスが成熟促進(時 間的 に祖先 よ り早 くなつた生殖)に よる幼形進化

であ るのにたい して,ネ オテニーは身体 の特定部分 の発育 のお くれ(ヒ トの成体 と

チ ンパ ンジーの胎児 の酷似な ど,「幼若形質」 がた もたれ ること)に よ る幼形 進化

の ことで ある(ス テ ィーヴ ン ・J・グール ド 『個 体発生 と系統発生一一一 なぜ,わ れ

われ は 「幼な顔」;ネ オテニ ー=が 気 にな るのか?』,仁 木帝都+渡 辺政 隆訳,工

作舎,1987年,参 照)。 またヤ グェーロ前掲書,145-187頁 参照。

20)「言 語習得 という側面 か らみれば,子 供 は言語 の原型を遺伝的 に持 ってい るとい う

よ り,文 法習得 の可能性 を持 っているとい ったほ うが適切で あろ う。そ して,こ の

可能性 が遺伝 的に決定 されているのである。遺伝的 に決定 され た可能性 は,言 語習

得 の過程 で経験 的な言語状況 に応 じて,そ してその刺激が時間的,空 間的 にどの よ

うに与 え られるかに応 じて,結 果 が異 な つて くる。 このように述べ ると,遺 伝子の

時間的な調節が有効 に働 いて いるネオテニー と著 しい類似性 を もつて くる」(西 脇

与作 「ネオテニー 成長 と進化」,市 川浩他編集く現代哲学 の冒険>2『 子 ども』所

収,岩 波書店,1991年,121頁)。

21)本 来mongolien(ne)は 「モ ンゴルの」 という形容詞で あり,「モ ンゴル人,モ ン

ゴル語」 を意味 す る名詞 はmongol(e)(「 モ ンゴルの」 とい う形容詞 で もあ る)。

い つぼ う,名 詞 のmongolien(ne)は 「ダウン症患者」 の意。 ダウ ン症 は先天性

痴 呆 の一種 で,患 者 は 「額 が広 く,眼 尻が上 が り,鼻 根 が偏平 で独 特 の顔付 であ

る」(新 村出編 『広辞苑』第2版 補訂版,岩 波書店,1976年)と ころが ヨーロ ッパ

人がみ たモ ンゴロイ ドをお もわせ ると ころか ら,別称 を蒙古(人)症(mongolis-

me)と い う。

22) Voir  BouLoumiÉ, «Vendredi ou les Limbes du Pacifique» de Michel Tournier, 
   Paris : Gallimard, coll. «Foliothèque», 1991, pp. 60 - 62 et passim.

23)ル ドル フ ・オ ッ トーは,聖 性 の うちの非合理的 で多義 的な 「過剰」 にヌ ミノーゼと

い う名をあたえ,『聖 なる もの』第2-9章 で分析 している。 ヌ ミノーゼの諸要素の

うち,「戦標 すべ き」 「秘義」(理 解不能 な絶対他者)「 魅す る もの」「巨怪 なるもの」

(見知 らぬ他者 としての 「驚異」)と い った要素 を,シ スター ・ベア トリスか ら見 た

障害児たちが満た してい るのはた しかである。

24)マ ンリー ・P・ ホール<象 徴哲学 大系>3『 カバ ラーと薔薇 十字団』,大 沼忠 弘+

山田耕 士+吉 村正和訳,人 文書 院,1981年,88頁 参照。

25) Voir Françoise  MERLLIÉ, Michel Tournier, Paris : Pierre Belfond, 1988, pp. 35 
    - 43.

26)レ ス リー ・フィー ドラーによれば,崎 形児 たちの誕生 にたいす るキ リス ト教 サイ ド

の説明のひ とつ として,子 どもの誕生 がつねに天地創造 と同様 に奇蹟で あると人間
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にお もいお こさせ るたあ の 自然 の摂理 なのだ とす る ことが あ った とい う.レ ス

リー ・フィー ドラー 『フ リークス 秘め られた自己の神話 とイメージ』伊藤俊治

+旦 敬介+大 場正明訳,青 土社,1986年,278-279頁 参照。

27)異 形へ の性 的欲 望を もつと も直載 にえが いた トゥルニエ作 品が,『 大雷鳥』所収 の

短篇 「赤 い こび と」 で ある。 ここで は 「小男」 の弁護士 リュシア ン ・ガニ ュロ ン

が,シ ークレッ トブー ッをぬいで 「こび と」 となる ことによつて強烈 なセ ックスァ

ピールを身につけ る。小男 はたんなる身長 の不足 だが,こ びとは超人 なのだ。かれ

はみずか らウル ビノ ・サーカス団 に身 を投 じ,そ こに じぶん のいるべ き場所 を見 い

だす。 この作 品はおそ らくマルセル ・エーメの短篇集 『こびと』の表題作の着想を

逆 に した ものだ ろ う。 エ ーメの 「こび と」 では,バ ルナ ブー ム ・サー カス団 の ス

ターであ るこびとが35歳 に して身長 を伸 ば しは じめ,人 なみの背丈 を もつ美 青年

ヴァランタン ・デュ ラン トンになつたあげ く,ア イデンティティをな く して観 客た

ちのなかに 「消 え」 て しま う。 このサーカス団の団長の名前が,サ ーカスに大々的

な フ リー クシ ョウを導入 して19世 紀後半 に世界 を席巻 した アメ リカの興行 師 フィ

ニアス ・T・バ ーナム(1810-91)か らきて いることはまず まちがいない。

28)「 私 は,自 分が きわ めて ユダヤ ・キ リス ト教的な考えを持 つてい ると思 っています。

私 はそこに糧や霊感 の源泉を見出す。が,同 時にそれに よって否応 な く生 じる限界

に苦 しんで もお ります」(ミ シェル ・トゥルニ エ×大江健三郎 〔対談〕 「文学 的創造

を問 う」,『群像』1992年1月 号,213-214頁)。

29)『 精霊 の風』 によれば,ト ゥルニエは文学 の シュル レア リスムよ りも絵画 のシュル

レア リスムにみずか らの幻想の範を とってい る。聖書 にたい して過激 なフ ァンダメ

ンタ リス トであ る トゥルニエは,「 シュル レア リスム」 の語 にたい して も字義 どお

りの解釈をす る。 過度の リア リズムを もって幻想 をみちび きいれよ うとす るのだ。

マグ リットや ダ リが,フ ォー ヴィス ムやキュ ビスム,印 象派 を一掃 して細密画 の伝

統 に学んだ ことを指摘 しつつ,彼 は,プ ル トンー派 も後期 ロマ ン派,象 徴派 と快 を

わかち,ゴ ーテ ィエ,フ ローベール,モ ーパ ッサ ンにつながる 「幻覚 にいたるほど

の客観主 義」 をめ ざすべ きだ った とのべ てい る。VoirTouRNIER,Ley勿 ∫Pa-

raclet,op.cit.,pp.111-113.い つぼ う,ほ ん らい真偽 と りまぜ た 「怪物誌」か ら

派生 した博物学 とその図譜(博 物画)は その出自ゆえにつ ねに未知への驚異 と幻想

に ささえ られて いるが(荒 俣宏 『図鑑 の博物誌』,リ ブロポー ト,1984年,82-88

頁参照),と りわ け19世 紀 に発達 した印刷技術 を駆使 した極彩色 の精緻 な博物 画

は,ト ゥルニエが重視 するメチエ(熟 練芸)を 体現 して いる,多 くは名前す ら判別

しない専門職 的細密画家 の手 になる もので,画 面の うえのすべての点 とい う点 に焦

点 があた っているパ ラノイア的細密描写が シュル レア リスム絵画 とおな じように眩

惑 をさそ う幻想性 を背負 っている。 ちなみ にシュル レア リス トが手本に した と トゥ

ルニ エが名 ざ しす る細密 描写 の画 家た ちの名 前 は,ガ リマー ル社版 とフォ リオ版

 (TOURNIER, Le Vent Paraclet, Paris : Gallimard, coll. «Folio», 1980) では若干
の異 同がある。

30)本 稿 で はmonstreを,文 脈 にお う じて 「異形」 「碕形(性)」 「怪 物」 と訳 しわ け

る。

 31) TOURNIER, Le Roi des Aulnes, Paris : Gallimard, 1970, pp. 11 — 12.
32)田 中秀 央 編 「増 訂 新 版 羅 和 辞 典 』(研 究 社,1952年/1966年)に よ る。

33)原 文 で は こ こ に脚 注 で<<Cf.leromanLeRoidesAulnes.》 と あ る。
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34)む ろんテ ィフォー ジュのことであ るが,『 気象』で は,テ ィフ ォー ジュはいちど登

場す るにす ぎず,ふ た こ も彼 を 「自動車 修理工場 の男」 と して見 るにす ぎな いの

で,『 気象』 の文脈に添 うばあいに は原則 として 「(修理工場 の)男 」 とす る。

35)ジ ョヴァンニ ・バ ッティスタとジャコモの トッチ兄弟 は第6肋 骨 か ら下 が完全 に融

合 して いたので,脚 が2本,肛 門 も性 器 もひ とつ しかない双頭人 間 として短期 間サ

イ ドシ ョウの スターだ った。マ ーク ・トウェイ ンは彼 らのポス ターに ヒン トをえて

小説の モデル と したが,そ の小説 はイタロ ・カル ヴィー ノの 『ま っぷたつの子爵』

の二重人格分裂 テーマへ とつなが るもののよ うだ。 フィー ドラー前掲書,256-258

頁,お よび次註を参照。

36)ジ ョン ・バース(1930-)は1960年 以 降,デ ィケ ンズふ うの構成 とポス トモダ ン

を標榜す る実験的要素をないあわせた 「哲学的神話小 説」 を世 に問いつづけてい る

が,『 金曜 日の本 エ ッセ イとその他 の ノンフ ィク ション』 所収 のエ ッセイ 「ほ

かの語 り方で ほかの ス トー リーを語 らな いでぼ くが語 るようにス トー リーを語 るい

くつかの理 由」で,双 生児 にのみ存在す るコ ミュニ ケー シ ョンについて詳述 してい

る。 バース じしん は二卵性双生 児で ある(姉 がいる)。代表 作 『酔 いどれ草 の仲買

人』 では男 女 ひと組 の双生児(兄 は実在 の詩人 工ベニーザ ー ・ク ック)が17世 紀

末 のイギ リスと北 アメ リカ大陸 を舞台 に くりひろげる冒険物語であ る.登 場人物 は

多数 で,陰 謀,変 装 などが物語 の真相をか ぎりな く遠 ざけ,各 所 に性倒錯な どにか

んす る狸雑 な表象が配置 され たこの作品 の第3部 で は,双 生児の神話的考察がえん

えん とくりひろげ られ る。 また,『 びつ くりハ ウスの迷子』所収の短篇小説 「陳情

書」 は,チ ャンとエ ン(シ ャム双生児 の名称 のもととなった実在の双生児)を お も

わせ る東洋人 の シャム双生 児が主人公 で,兄 は弟 の存在 を厭 い 「背 中のサル」「お

れの影」 とい って無視 し,さ い ごには弟 の存在 を否定 さえす るにいた る。 いずれ も

『気象』 との符合 は興味 ぶかい ものがあ り,比 較検討 は今後 の課題で ある。

37)た がいに憎 みあいなが ら魅せ られて もいるイギ リスの黒人双生児 ジュー ン ・ア リス

ン ・ギボ ンズ とジェニ ファー ・ロ レイ ン ・ギボ ンズ(1963-)は,た が いのあ い

だでのみ会話 をかわ し,周 囲 にたい しては閉 じている。ふ た りのあいだでかわ され

て いる会話 は周囲 の人間 に はほ とん ど理 解で きな い言 語 のばあ い もあ る とい う。

ジュー ンが独立 しよ うとす るのを ジェニ ファーがひき とめるなど,シ ュラ ン兄弟 に

似た状況 が多い。 マー ジ ョリー ・ウォレス 『沈黙 の闘 い もの言 わぬ双子 の少女

の物語』(島 浩二+島 式子訳,大 和書 房,1990年)お よび大澤真幸 「もの言わぬ双

子の二つの闘 い」(『現代 思想』1991年7-8月 号所収)参 照。

38)ア イオロスは風神で,ア イオ リア島の王。 ヘ レン(ギ リシアを意味す るヘ ラスの語

源で あ る)の 子 でアイ オ リス人の祖 とされ る同名人 とはべ つ。 ア ポロ ドロス前掲

書,41-42頁 お よび204頁 参 照。 ちなみに 『フライデイ』 で はフ ライデ イが作 る

エオ リア ンハ ープ(ガ ッ ト数本を共鳴箱に張 った,風 圧 で しぜんに鳴る弦楽器)が

ロ ビンソ ンの変容の象徴 と してあ らわれ る。 Voir  Tou  R  NIER, Vendredi ou les

Limbes du Pacifique, Paris : Gallimard, 1967, p. 171.
39)ヘ ブライ語ruahは 「風」 「息」 「霊」 の意味 を もってい る。 ギ リシア語 φVXηや ラ

テ ン語animaに も同様 の事情 がある。

40)イ タ リア語colomboは 「鳩」 の意 味であ る。 この姓 を もつイ タ リア人が ポールに

われ知 らず ある種 の ヒン トをあたえるところか ら,ノ アの方舟にオ リー ヴの葉 を く

わえて もどつた鳩(『 創世記』第8章 第11節)を 連想す るの は強引であろ うか。
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41)  TOURNIER, Le Vent Paraclet, op. cit., p. 252.
42)原 初へ の湖航 を体現す る 「世界創造の まね び」 は トゥルニ ェの作 品に頻繁 に登場 す

る。前掲拙論95-96頁 参照。

43)ゾ ウ リムシは細胞分裂で増殖す る。 しか しときに,そ の分身 どうしで核 の一部 を交

換 しあ う。 これを 「接合」 とい う。

44)ウ ロボロスはギ リシァ語 で 「尾 をむ さぼ り喰 らうもの」 の意 味。宇宙 の循環 と連続

の象徴 と して さかんにえがかれた。北 欧神話 の ミズカルズ ソルムルは 「まんなか に

あ る庭の爬虫」 の意味で,こ れは世界 を とりま く大蛇 である。 ホルへ ・ルイス ・ボ

ル ヘス+マ ルガ リー タ ・ゲ レロ 「幻 獣辞典』,柳 瀬尚紀訳,晶 文社,1974年,212-

214頁 参照。 また聖書起 源の レヴ ィア タンがみずか らの尾 を くわえんばか りに円環

をつ くつたすがたであ らわされる例 もある。 フ ランシス ・ハ クス リー 『龍 と ドラゴ

ンー 幻獣 の図像学』,中 野美代子訳,平 凡社,1982年,82-83頁 参照。

45)象 のイメー ジもまた 『気象』 をいう どる ものの ひとつであ る。 ラファエル ・ガ ネ

シャ(後 註75参 照),ベ ルナールの牝象 アデルなど。

46)よ く似 た きょうだい(し ば しば性 が ことな る)が いれかわ るモチー フは 「替 え玉

(影武 者)テ ーマ」の ヴ ァリエー シ ョンと して古 くか ら存在す る。 シェイ クス ピァ

の 『十二夜』 や平安期 の 『とりかへ ばや物語』な どで は,変 身や 自己分裂,生 の多

重性 が問 われているといえるだ ろ う。

47)大 文字で書 かれ ているの は,そ れが看板であ るため というよりも,回 文ふ うの字づ

らで ウロボロス的 な円運動の イメージを喚起 してい るので はなか ろうか。

48)「 オー ヌの王』 の なか にphorie(か つ ぐ こと)と い う語 が登場 してい るが,eu-

phorie(快 意,幸 福感,多 幸 症)か らつ くった造語 らしい。 接尾 辞一phorieの 語源

はギ リシア語 φoρεω(=porter)で あ り,後 述 のク リス トフォル スは 「キ リス ト

をになうもの」の意。 この フォ リーの悦惚(extasephorique)の 両義性 に,危 険

をは らむ近代科学 や テクノ ロジーの讐 喩 を読 み とろう とす る解釈 があ る。 杉 田敦

「フォ リーの身体」,『現代思想』1991年7月 号所収,196頁 参照。

49)ふ た こは しば しばその語 りのなかで,た がいにあいてに呼びかけをお こな う。

50)ヘ シオ ドス 『神 統記』 廣川 洋一 訳,岩 波 文庫,1984年,94-95頁,ま た ケ レー

ニー 『ギ リシアの神話 一神 々の時代』,植 田兼義訳,中 公 文庫,1985年,260頁

参照。

51)聖 ク リス トフォル スの伝説 は旧約聖書 『士師記』第8-9章 のサム ソン伝説 に負 う

もので あ る。 植 田重雄 『守護 聖者 人 に なれ なか った神々』,中 公新書,1991

年,17頁 参照。

52) Voir  DAVIS, op. cit., pp. 202 - 206, et passim. 
53) Voir BouLoumiÉ, Michel Tournier, Le Roman mythologique, op. cit., p. 124. 
54) Voir Nicole GUICHARD, Michel Tournier, Autrui et la quête du double, Paris : 

   Didier Érudition, 1989, pp. 242 - 244.
55)楽 園喪失 が これだけさかん に トゥルニエのなかで変奏 され くりかえ し語 られて い

なが ら,そ の原因 につ いての くわ しい描写(た とえば ミル トンの 『失楽園』第9巻

のよ うな)は 「アダムー家」 に も 「気象』 に も 『ガスパ ール,メ ル キオール,バ ル

タザール』 に も見 あた らない。

56)関 根政雄訳 『旧約聖書 創世記』,岩 波文庫,1956年,17頁 参照。

57)同 上,71-72頁 参照。
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58)同 上,72頁 。

59)プ ル タル コ ス 『ブル タ ー ク英 雄 伝 』 一,河 野 与 一 訳,岩 波 文 庫,1952年,「 ロー ム

ル ス」,67-68頁 参 照 。

60)ア ポ ロ ドロ ス 『ギ リシ ア神 話 』,前 掲 書,128-129頁,お よ び ケ レー ニ ー 『ギ リシ

ア の神 話 一 英 雄 の時 代 』,前 掲 書,22-25頁 参 照。

61)ケ レー ニ ー 『ギ リシ アの 神 話 一 英 雄 の 時 代 』,前 掲 書,375頁 参照 。

62) Voir Denis DIDEROT, Rêve de D'Alembert in  OEuvres, Paris : Gallimard, coll. 
   «Bibliothèque de la Pléiade», 1951, pp. 943 - 945. 

63) TOURNIER, Le Roi des Aulnes, op. cit. , p. 12. 
64) Ibid., p. 302. 
65) Ibid., p. 13. 
66) KOSTER, «Les Tours d' écrou selon Michel Tournier» in Michel Tournier, op. 

   cit., p. 10.
67)前 掲 拙 論,94頁 参 照 。

68)『 沈 黙 の闘 い』 の ジ ュ ー ンは あ る と き,鏡 に うつ つ た じぶ ん の顔 が ジ ェ ニ フ ァー の

顔 に な って しま い,逆 上 す る。 ウ ォ レス前 掲 書,222頁 参 照 。

69) Voir Françoise  MERLLIÉ, Michel Tournier, Paris : Pierre Belfond, 1988, pp. 142 
   - 145.

70)フ ランス語miroirは ラテ ン語 の動 詞mirari(驚 嘆 ・崇 拝す る)に 由来す る。同根

の名詞 にmiracleが ある。由水常雄 『鏡の魔術』,中 公文庫,1991年,16頁 参照。

71)ク ーセ クはあだ名で,射 精す る ことな くオーガズムに達 す るcoupsec(邦 訳で は

「空射」)を 発明 した ことか らつ けられた。彼 はのちに精霊論 を語 るさい,十 二使徒

の ひ と りで,じ ぶ ん の守 護聖 人 で あ る,デ ドモ(ふ た こ)と 呼 ばれ る聖 トマ ス

(『ヨハ ネによる福音書』 第20章 第24節)に ついて,そ のかたわれにつ いての説明

がな いの は,イ エスこそ トマ スのふた この兄弟 だ ったか らではないか と語 る。

72)ガ ネシャ(ヒ ン ドゥ教 の象神)を 男性器 の象徴 として崇拝す る友人。

73)ア レクサ ンドル はウスタシュの名 について,ラ フィーユ(-lafille,娘)と い う

姓 はおか しいが,ウ スタシュの名 が シュ ランの姓 とた もつ共通性 に免 じて許す こと

にす るといって いる。普通名詞 のsurinは 卑語で 「短刀」,eustacheは そ の名の刃

物製造人に ちなんで俗語 で 「木 の柄 のあ るナイ フ」 である。 ちなみに主人公 シュラ

ンー族 の姓 と,17世 紀 キ リス ト教神秘主義 の巨人 ジ ャン=ジ ョゼフ ・シュラン神

父 との間に,関 連 があ る可能性 があ り,今 後 の研究課題で ある。

74)ム リリョはもともと名前 す らわか らない少年 だが,ス ペイ ンの画家バ ル トロメ ・ム

リリョが描 いたぶ どうを食 べ る小 さな浮浪少年(ル ー ヴル美術 館蔵 の 「こじきの

子」か?)に 似てい るためア レクサ ン ドルはひそかにそ う呼んで いる。

75)「 異性愛的相手 が 「失 われた我が半身 であ る」 と云え るな らば,同 性愛 的対 象で は

い っそ うその通 りなのであ る。否,む しろ この場合 は先方 は,自 分 の原型で あり,

理想 なのだ。 ここでは,自 分 を以 てそ のまま相手 に擬 せ しめ得 る という特典 があ

る」(稻 垣足 穗 『少年愛 の美学』,『月球儀 少年一 極美 につ いての一考察』 所収,

立 風書房,1988年,331頁)。

76)ア.レ クサ ン ドル叔父 の コピー趣味 は,20世 紀 に特徴的 なキ ッチ ュ趣味 とは厳密 に

区別 されなければな らないだろ う。 む しろダ ンデ ィズム特有 の無償性 と反 自然への

傾倒(山 田勝 『ダ ンデ ィズ ム 貴 族趣 味 と近 代 文 明批 判』,NHKブ ック ス,



61

1989年,92-95頁 お よ び125-128頁 参 照)か ら派 生 した とみ るべ きで はな い か。

77)原 文 で はubiquiste。 これ はふ つ うは 「キ リス ト遍 在 論 者(ubiquitaire)」 の 意 味

でつ か わ れ るが,こ こで は俗 意 の 「ど こ にで も顔 を 出 す 人 」 に近 い。

78) TOURNIER, Le Vent Paraclet, op. cit.,  p.  263. トゥル ニ エ は つ づ い て,『 気 象 』 を

読 ん だ あ る ひ と組 の 男 性 双 生 児 か らの 賛 意 の手 紙 を掲 載 して い る。

79)Voiribn'd.,p.246-247.

80)ア レクサ ン ドル の 起 用 に よ り,小 説 の 構成 が や や い び つ に な る危 険 を お か した こ と

を ト ゥル ニ エ は 『精 霊 の 風』 で 告 白 して い る。Voiribid、,p.250-251.ま た イ ン タ

ウ㌧ 一で,『 気 象 』 はそ の 主 題(複 数),錯 綜,長 さに よ って じぶ ん の小 説 で も っと

も野心 的 な もの と述 べ て い る。Voir  BouLoumiÉ, «Questions à Michel Tour-

   nier» in Michel Tournier. Le Roman mythologique, op. cit., p. 255. 
81) TOURNIER, Le Roi des Aulnes, op. cit., p. 12.
82)フ ィ ー ドラ ー前掲 書,278-280頁 参 照 。

83)「 創 世 記 』(関 根訳 前掲 書),第9章 第6-7節,27頁.

84)前 掲 拙 論,94-96頁 参 照。

85)ア ル ベ ル トゥス ・マ グ ヌス が奴 僕 が わ りに木 偶 人 形 を つ か つて い たが,騒 音 が ひ ど

く学 問 の さ また げ とな るた め 弟子 の トマ ス ・ア ク ィナ ス に こわ され て しま っ た,と

い う伝 説 。 種 村季 弘 『怪 物 の解 剖 学 』,河 出文 庫,1987年,183頁 参 照 。

86) Voir GUICHARD, op.  cit.  , pp. 105 - 109. 

87) Voir BouLoumiÉ, Michel Tournier. Le Roman mythologique, op. cit., p. 194.
88)そ のつづ きは 「そ してたちまち絶対 な ものになつて しまうもの によつて。 とりわ け

同性愛者 とゴ ミがそ うだ」 とな っている。

89)河 合隼雄 「影 の現象学』,講 談社学術文庫,1987年,52-53頁 参照。

90)ヴ ィル ヘル ム ・ライ ヒ 『フ ァシズムの大衆心 理』上,平 田武靖 訳,せ りか書 房,

1972年 第3版,246-260頁 参照。

91) Voir TOURNIER, Le Roi des Aulnes, op. cit.,  p.  378. ま た フ ィ ー ドラ ー前 掲 書,

304-307頁 も参 照 。

92)阿 部 謹 也 「ヨー ロ ッパ の宇 宙 観 と差 別 」,『 ヨー ロ ッパ 中 世 の宇 宙 観 』 所 収,講 談 社

学 術 文 庫,1991年,243-244頁 参 照 。

93) Voir GUICHARD, op. cit., pp.  52  -114. 
94) Voir David G. BEVAN, Michel Tournier. Amsterdam : Rodopi, coll. «Mono-

   graphique Rodopi en littérature française contemporaine», 1986, pp. 54 - 56.
95) Voir BouLoumiÉ, Michel Tournier, Le Roman mythologique, op. cit., p. 189.

なみに これは,英 訳 では TURDCO (The Urban Refuse Disposal Company)
ち

と

な って 「さ い わ い な こと に肛 門 とのつ なが りを た も つて い る」(BEVAN,op.(紘,p.

65.英 語turdは 「大 便 」 の卑 語)。

96) Voir Georges BATAILLE, L'Erotisme in  OEuvres complètes t. X, Paris : Galli-
   mard, 1987, pp. 60 - 61.

97)共 同体 の規範か らの逸脱 についての,以 下 の分類 は,あ くまで便宜 上 の ものであ

る。赤坂憲雄 の 「異人」 の定義 を参考 に したO赤 坂 は異人 を,ゲ オルク ・ジ ンメル

の 「異人」 やアルフ レッ ド・シュ ッッが限定 した 「ス トレンジャー」 よりもかな り

ひろ くとらえ,あ らためて6種 類 に分類 しなお している。す なわ ち①漂泊民,② 来

訪者,③ 移住者,④ マー ジナル ・マ ン,⑤ 帰郷者,⑥ バルバ ロス(赤 坂憲雄 『異人



62

論序説』,砂 子屋書房,1985年,15-17頁)。 ①か ら③ までが定 住 と漂泊 の二項対

立 を軸 に した もので,本 文のi)に あた る。赤坂 は⑤ 帰郷 者のなかに,海 外帰 国子

女 や復員兵 その他 の項 目とな らんで"帰 国後の ロビンソン ・クルー ソー"と い う文

字 どお りか ぎカ ッコつ きの項 目を含 めて いる。

98)同 様 にデ フォーの 『ロ ビンソ ン ・クル ー ソー』 第1部 を下 敷 きに した 『フライデ

イ』 で は,ロ ビンソンはイギ リスに戻 らず 島に とどまる ことを決意 す る。つ ま り

「ロ ビンソン ・クルー ソーの最期」 は,自 作 『フ ライデイ』 ので はな くデフ ォーの

『ロ ビンソン』 の後 日漂 とで もい うべ きもの とな ってい る。 この短篇 のロ ビンソン

は,周 囲 のだれ に も理解 して も らえ ない孤独をかかえ,ア ル コールに溺れてい る。

そ こにはむ しろスウィフ ト 『ガ リヴ ァー旅行記』最終部の,フ ー イヌム国か ら帰 っ

て狂 的な人間 ぎ らいにお ちいつたガ リヴァー船長(最 後の航海で彼 は船長 だ つた)

のお もか げをす ら見 ることがで きよう。

99)ロ ー グル(Logre)は1'ogre(人 食 い鬼)に ちなむ。 ここで は柳 田國男 の 『山の人

生』 などで紹介 され た山人の ような存在であ る。

 100) Voir Jean-Bernard VRAY, «De l'usage des monstres et des pervers», Sud, n°, 
   61, 1986. 

101) Voir Lynn SALKIN SBIROLL Michel Tournier, La Séduction du jeu, Genève-
   Paris : Slatkine, 1987, pp. 59 - 64.

1の 他者の 目を仮定 して世 界の異化を こころみ る手 法の歴 史はふ るい。 モ ンテ スキ ュー

の 『ペル シア人の手紙』 で は外国人,ヴ ォルテ ール の 『ミクロメガ ス』 で は異星

人,ホ フマ ンの 『牡猫 ムルの人生観』で は動物 に,そ れぞれ視点を託 してい る。 し

か しこうい う作品 にあ りが ちな傾向 と して,語 り手 は観察す るばか りで,語 り手が

観察 する人物 たちの視線が語 り手を逆 に観察す ることが きわめてす くな いとい う特

徴 がある。 これは 『ムル』 を読 めばわか るとお り,視 点 は猫 にあ るため きわめて 自

由で,な か ば神 の視点 とな つて しまい,最 終 的に異化 の衝撃 力 は限定 され て しま

う。三 人称描写 の変形 にな りか ねないの であ る。 そ の極端 な例が ヴィル ヘルム ・

ブ ッシュの 『エ ドゥアル トの夢』(1891年)で,こ こでは主人公 は 「点」 にな つて

しまい,も はや透明人間 にひと しい。 ここで トゥルニエの語 り手 たちが しば しば異

形 である ことの特質 があかされる。かれ らは怪物で あり,つ ね にひとびとの好奇 と

畏怖 がないまぜ になった視線 にさ らされ る,エ ロテ ィックで神聖 な存在であ る。語

り手 は 「観 察す る」 まえに 「観 察 され る」。 そ してお もむ ろに,共 同体 がかれ らに

むけ るまな ざ しその ものを分析 して みせ るのであ る。 『ミクロメガス』 や 『エ ドゥ

アル トの夢』 の主人公 が文字 どお り 「われ」 をわすれて観察す る機械 となりはて る

い っぽ う,ト ゥルニエの主人公 は自意識過剰 に一 じぶん たちが いか に 「正常な」

社会 か らきび しく峻別 されるかに敏感 に なる。 おな じ構造を もった作品 にラヴ

クラフ トの 「アウ トサイダー」 がある。

103)ボ ー は 『N・P・ ウ ィルス論』 にお いて,ギ リシア神話 中の グ リュプスをひ きあ い

に出 し,そ の各部分(鷲 の頭 と四肢 の胴体)が 実在す ると説 きなが ら,新 しい概念

とはひ っきょう,そ れまでに見 られなかった結合 の謂で あると論 じて いる。平井啓

之 によれば これは,サ ル トルの想像力論 をさきど りした ものである。平井啓之 「文

学 と疎外」,『文学 と疎外』所収,竹 内書店,1969年,169-171頁 参照。

1胆)ホ メ ロス 『イー リアス』上,呉 茂一訳,岩 波文庫,1953/1964年,225-226頁O


